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　　プロローグ　邂逅






　その出会いは、まさに奇跡だった。

　始まりは六年前。まだ彼女たちが現実に理想を抱いていた頃のこと。

　身を斬きられるような、冷たい夜。

　とある地方都市にて電脳企業主催のパーティーに参加していた少女───切きり燈とう巴は夜やは、冬の夜空を見上げ、小さく息を吐いた。

「……さすがに寒いですね」

　空には雪が舞い散り、淡い月光に照らされて幻想的な美しさを描き出している。……が、いかんせん冬の夜は寒い。薄手のパーティードレスの上にケープを羽織っているものの、風は瞬く間に体温を奪っていく。

（早いとこ戻ろ……まあ、アタシがいてもいなくても変わらないけど）

　切燈のご令嬢とはいえ、十二歳とまだ幼い彼女は「切燈グループ総帥の付属品」でしかない。単体での価値は皆無。現に、こうして会場を抜けだしても誰だれも気づかない。

（にしても、無人警備なんて不用心じゃないかしら。自社製品を自慢したい気持ちはわかるけど）

　今こ宵よいの主催者は無人機ドローンの製造を行っている某有名企業。そのため、会場の周りには最さい新しん鋭えいの警備ドローンが配備されていた。パーティーの前に派手な御お披ひ露ろ目め会を執り行っていたし、よほど自信があるようだ。

　会場正門を横切って、少し開けた場所に出る。

　はらはらと雪が降りしきる中、深呼吸を繰り返して思考を鮮明にしていく。

　己の中にある仮面───「お淑しとやかなお嬢様」と、「本当の切きり燈とう巴は夜や」。その境界を明確に刻み込もうとするが、上う手まくいかない。

「…………はぁ」

　ときどき、わからなくなる。

　誰だれにも本音を明かせない生活───果たして「本当の自分」はどれなのか。ゼロから作りだしたと思っている仮面は、どこから生みだされたものなのか。

　求められる理想を演じれば演じるほど、「自分」の境界が曖あい昧まいになっていく。

「……何を言ってるんでしょうね」

　自じ嘲ちようする巴夜だが、自分の状態はよくわかっていた。今だって周りに誰もいないのは明白、だというのに口調が戻らない。もう意識しなければ粗雑な物言いは出ないだろう。

　心と身体からだが分離していくような感覚。切燈巴夜という人格を無視して、周りが作ったイメージに誘引されていく。

　───これ以上考えても仕方ない。

　巴夜は寒空に白い吐息を残して踵きびすを返す。と、建物の裏のほうから物音が聞こえた。

「……今の」

　立ち止まって耳を澄ます。雪が音を吸収してしまって判はん然ぜんとしないが、確かに聞こえた。何か物を漁あさっているような、そんな音。頭の中で会こ場この地図を思い起こす。

（厨ちゆう房ぼうの裏？）

　パーティーには軽い食事も出た。厨房に人がいてもおかしくはない……のだが、それにしては音が荒っぽい。少し不自然だった。

（……ちょっと覗のぞいてみよう）

　好奇心に駆られ、巴夜は物音が聞こえた場所に向かう。

　さくさくと軽めの雪を踏み分け、曲がり角からそっと覗きこむ。と、厨房の裏口が開きっぱなしになっていた。そこから小さな影が出てくる。

　一瞬「猫かな？」と思ったが、影のサイズを見て己の考えを棄却する。

　背丈から察するに子供だろうか？　暗くてよく見えないが、袋に何かを詰め込んでいる。

（もしかして泥棒？　……警備ドローンに通報しないと）

　巴夜がウィンドウを開いてセキュリティに通報しようとする。しかし、その動きを察知したかのように、影の双そう眸ぼうが彼女を捉とらえた。

「───ッ」

　瞬間、影は野生の獣のような身のこなしで駆け出した───巴夜めがけて一いつ直ちよく線せんに。

「え、ちょ、ちょっと───きゃあっ!?」

　突然のことに何もできず、巴は夜やは影に突き飛ばされて雪の上を転がる。その隙すきに影は彼女の横を走り抜け、闇やみの中に消えていった。

「痛たたた……な、何だったのでしょう？　───あれ？」

　立ち上がろうとして、右手に違和感を覚える。恐る恐る確認してみると……ない。

　パーティーでいつも付けているお気に入りのブレスレット。小粒ではあるものの宝石があしらわれた品が、右手首から消えていた。落としたのかと周りを見回すも、どこにも見当たらない。

「…………………………盗とられた？」

　呆ぼう然ぜんと呟つぶやいた直後、巴夜は弾はじかれたように走り出していた。お気に入りのブレスレットだとか、盗まれたことが腹立たしいとか、そういう理由からではない。

（まずいまずい！　あれを失なくしたらお父様に何を言われるか……っ）

　あれを用意したのは父親───切きり燈とう昂こう夜やだ。

　切燈の令嬢として、淑しゆく女じよとして相応ふさわしい存在になるべく教養を叩たたきこまれている巴夜にとって、紛失など絶対にあってはならない不祥事。是が非でも取りかえさなくては。

　幸い、影の背中はすぐに見えた。

「見つけた……っ。待ちなさいッ！」

　盗人ぬすつとはかなり鈍どん足そくだった。パーティードレスのせいで全力疾走できない巴夜でも追いつける程度の速力。その上、向かっている先は警備ドローンが配備されている正門。

「よし、これなら……って、うそぉ!?」

　放ほうっておいても捕まる───そう思って速度を緩めた巴夜の目に飛び込んできたのは、信じられない光景。おかげで粗雑な物言いが口をついた。

　不審者を感知したドローンが迫る中、影は慣れた手つきでウィンドウを操作。すると電源を落とされたように、無人機ドローンがいきなり停止した。ただの置物と化したドローンの横を通り抜け、影は敷地外へと逃げていく。

　チャリン、と金属がこすれる音で我に返った巴夜は、慌ててあとを追う。

（走りながら瞬時にハッキング!?　冗談でしょ、そんなのできるわけが……ッ!?）

　それは彼女の常識を完全に超えていた。

　なにせ対象は最さい新しん鋭えいのドローン、通常のハッキングだけでも難しい。それを端末の演算能力のみ、しかも移動しながらとなると、それはもはや人外の領域だ。こう言っては何だが、まともな人間にできる芸当ではない。

　兎とにも角かくにも、まずはブレスレットを取り戻すのが先決。そう割り切った巴夜は近くの公園に逃げ込んだ影を追いかける。

「待ちなさい！　盗ったもん返せ！」

「───ッ」

　逃げ続ける相手に苛いら立だちが湧わきあがっていく。こんなことをしている場合じゃない、早くパーティー会場に戻らないといけないのに……っ。

「待て、って───」

　巴は夜やは口調が戻っていることにも気づかず、湧わきあがる怒りを込めて拳こぶしほどの大きさの石を手に取る。そして綺き麗れいなフォームで大きく振りかぶり───。

「言ってんだろうがコソ泥がああああぁぁぁぁッッ!!」

　とてもお嬢様とは思えない暴言と共に、全力で投げ放った。

　一いつ直ちよく線せんに走る石はゴスン！、とマズい音を立てて盗人ぬすつとの頭に直撃。バランスを崩した影は地面に倒れる。

「ったく、手間かけさせんじゃないわよ。これは返してもらうからね」

　零こぼれ落おちた金飾のブレスレットを拾う。しかし影は突然身体からだを起こすと、巴夜に殴りかかってきた。

「甘いっての」

　が、巴夜は手のひらを使って軽く捌さばくと、その腕を掴つかんで地面に組み伏せる。力を込めると関節がミシミシと軋きしみ、盗人が声をあげて騒ぎ出した。

「は、離せ！」

「離すわけないでしょ。言っとくけどアタシ合気道やってるから。そう簡単に抜け出せると思わないでね～」

「痛たっ、痛い痛い痛い痛い───っ!?」

　約一分間、巴夜は嗜し虐ぎやく的な笑みを浮かべて盗人の腕を締め上げ続けた。

　抵抗する気配がなくなったところで腕を放す。巴夜は荒い息を吐く盗人の顔を確認するため、パーカーのフードを取り払い───固まった。

　背格かつ好こうから、同じ年頃の子供ということは予想がついていた。

　しかし月明かりに照らされたその顔は、巴夜の想像を裏切る美少女だった───それも頭に「とびっきりの」が付くレベル。

　透明感を感じさせる整った顔立ち。青みがかった長い黒髪は無造作に束ねられ、真っ白な雪の上にゆるやかな弧を描いている。

　若干目が荒すさんでいることを除けば、誰だれもが「幻想的な雰囲気を醸し出している美少女」と評するほどの美び貌ぼう。

　巴夜は呆ほうけたように彼女を見つめ───。




　グギュルルル………。




「……え？」

「───っっっ!!」

　細い身体から響いた───より具体的に言えば細すぎるお腹なかから───はしたない音に、少女は顔を真っ赤に染め上げる。

　呆あつ気けにとられる巴は夜やの脳裏から、先ほどの「幻想的」というイメージが音を立てて崩れ落ちていく。

　これが切きり燈とう巴夜と阿あ菫すみ青あお子こ。二人の少女の、最低すぎる出会いだった。









　　第一章　日常の光






　五月も半ばに差しかかり、ほのかに夏の到来を予感させる暖かい日だった。春と秋が一番過ごしやすいという意見が多いのも納得できる、爽さわやかな一日。

「ちょうど今くらいって、生徒会が忙しい時期のナンバースリーに入るのよね。どうしてかわかる？」

　外の暖かな陽よう気きも届かない、ひと気のない廃校舎。その一番奥の教室に、凛りんとした声が響き渡る。

「一番忙しいのはもちろん学園祭の前後。一応文化祭実行委員がいるけど、生徒会も教師との打ち合わせやら手伝いで大忙し。二番目は似たような感じで新歓祭。こっちは部員獲得のために無む茶ちやするヤツらが多いから、問題が起こるのはほとんど開催中ね。今年もどっかの三人組が文化系運動系の両方で目立ってくれて、問い合わせが殺到したし」

　相当苛いら立だっているのか、声の主は行ったり来たりを繰り返す。

　……「どっかの三人組」というフレーズに力が籠こもっていたのは、おそらく聞き間違いではないだろう。

「で、三番目が今の時期。新年度が始まって一ひと月つきくらい経たつと、どいつもこいつも浮かれてくんのよね。特に新入生。受験戦争をくぐり抜けた反動だか何だか知らないけど、はっちゃけるヤツらの多いこと多いこと。おかげでこっちの仕事も増える一方よ」

　少女はぴたりと動きを止め、耳にかかった長い黒髪をかき上げる。普段は隠れたうなじが垣かい間ま見みえ、不覚にも目が奪われてしまう。

「どこ見てんのよコラ。アンタ、自分の立場わかってんの？」

　が、今の少女にはそんな視線でさえも気にくわないのだろう。人差し指で少年の頭を小突く。そんな所作の一つ一つにも気品の良さが滲にじみ出でており、乱暴な口調との間に凄すさまじい違和感を感じる。

「……コイツのどこがお嬢様なんだよ」

「た～い～が～。何か言ったかしら？」

　小さくぼやいた言葉も聞き拾い、似え非せ大和やまと撫子なでしここと切きり燈とう巴は夜やは、にっこりと笑みを浮かべる。目が笑ってないので普通に怖い。

　床に正座させられている少年───天てん陵りよう大たい河がは小さくため息をついた。

　今日は金曜日の午後、そして今は、切燈学園電脳科特有の講義である専門科目の時間。

　そんな時間になぜ正座しているのか……それを説明するためには、二週間ほど日付を遡さかのぼらなくてはならない。

　大河の妹である天陵冬ふゆ姫き、そして彼女のかつての親友である鴉からす羽ば紫し緒お。

　二人の少女が再会し、再び友情を結んだのが約二週間前のこと。余計な邪魔のせいで拗こじれた関係も無事に修復できたのだが、この一件が思わぬところで尾を引いていた───事件そのものとは全く関係ないところで。













「アタシのアークライト、勝手に使った上に傷まで付けてくれちゃって……この罰はどう受けてもらいましょうかねぇ？」

　問題となっているのは冬ふゆ姫きと紫し緒おのもとに向かうため、大たい河がが（ほぼ無断で）拝借したアークライト二機。《ザイゴート》を撃破してログアウトした後のち、大河は借り物であるそれを床に投げ捨ててしまったのだ。

　アークライトは人の精神を電脳世界に送り込むための精密機械。ある程度の耐久性はあるが、乱暴に扱われることは想定されていない。

　しかも最悪なことに、大河が投げたそれは四大企業「浪なみ鷺さぎ」の特注モデルという稀き少しよう性せいの高いアークライトだった。

　機械に疎うとい上、冬姫のことで頭がいっぱいだった大河が力加減を考えるはずもなく、稀少なアークライトは見事に破損。色々と落ちついた今になって責められている、というわけである。ちなみに正座は巴は夜やの指示だ。

「……壊しちまったことは悪いと思ってる。弁償でも何でもするつもりだ」

「弁償って、アンタね。このアークライトの価値わかって言ってるの？」

「そんなに高いものなのか？」

「世界に数台しかない特注品よ。オークションに出したら……そうね、百万くらいにはなるんじゃないの？」

「ひゃくっ!?　待て待て、何でお前はそんなもんを学園に持ち込んでんだよ!!」

　日常生活でそう聞くことのない桁けた数。

　件くだんのアークライトは一応ケースの中に入っていたが、特別鍵がかかっていたわけでもない。その気になれば誰だれでも持ち出せたはずだ。不用心にもほどがある。

「仕方ないじゃない。家に置いといたら勝手に処分されちゃうかもしれないでしょ」

「そんな貴重なもの、誰が処分するんだよ？」

「切きり燈とうグループ総帥、切燈昂こう夜や」

「……お前の父親か？」

「血縁上はそうね」

　巴夜は不機嫌な様子を隠そうともせず、勢いをつけてソファに座ると足を組む。

　正座している大河には色々と見えそうなのだが、わかってやっているのだろうか。何となく視線を逸そらす。

「なんで父親がお前の私物を捨てるんだ？　同じ四大企業の製品だからか？」

「それもあるけど……前に話したわよね、阿あ菫すみ青あお子このこと」

「あー、確か一年くらい前に死んだっていうお前の友とも達だちだっけ？」

「青子の形見なのよ、アークライトそれ」

「……マジで？」

　凄すごいあっさりと言われた。

「二年前、入学祝いとかで浪なみ鷺さぎから送られてきたの。二つあったから一つを青あお子こにあげたわ。青子は研究者だったけど、色々あって幹部連中とは仲が悪くてね。あの娘こが死んだあと、私物はほとんど処分されちゃったのよ」

「それはまた……随分な嫌われようだな」

「まあね。それで処分される前に回収できた形見の一つが、このアークライトってわけ」

「そんな大切な物だったのか……ごめん」

　大たい河がは申し訳ない気持ちでいっぱいになり、深く深く頭を下げる。謝って済む問題でないことはわかっているが、それしかできない。

　沈痛な面持ちで顔を伏せる大河を見て、巴は夜やは唇に指を当てて考え込む。

　もちろん許すかどうか───ではなく、この状況をどう利用するかについて。

　正直に言うと、あのアークライトにはあまり思い入れがなかったりする。形見というのは本当だが、彼女にしても青子にしても物に執着する性た質ちではなく、「珍しいから取っておいた」という程度。

　ではどうして大河を正座させているかというと……仕事が多くてイラついていたから、という単なる八つ当たりだったりする。

（切い燈えの仕事は大丈夫だけど、生徒会こつちがねー……ったく、学校行事のことなんて知るかっての）

　生徒会長とは思えないような台詞せりふを心の中で吐く。

　新歓祭が終おわり、各部活が本腰を入れて活動し始めるこの時期、生徒会はかなり忙しい。

　自分の意思ではないとはいえ、一応会長である巴夜は最終的な決定をしなくてはならないため、ほぼ全ての案件に目を通す必要がある。その分量は半端じゃない。

　せめてもう一人、書類整理を受け持ってくれる人員がいれば───。

「……あ、いた」

　いるではないか。（心理的な意味で）自分が好きなように使える、おまけに負い目を感じているらしい人間が、目の前に。

「ねえ大河。先週までアタシを手伝ってたから仕事のイロハはわかってるわよね？」

「紫し緒おと連絡取る交換条件とかで、お前がやらせたんだろうが……」

「ならちょうどいいわ。来週の木曜からもう一度手伝いなさいな。そしたらアークライトの件は水に流してあげる」

「……それだけでいいのか？」

　それは大河からすれば破格の条件だった。それゆえに疑問が浮かぶ。だが当の巴夜は「構わない」とばかりに手をひらひらと振る。まあ本人がそれで良いと言うのなら、口を挟むことではないだろう。

「にしても、何で来週から……ああ、中間試験が終わってからってことか」

「そういうことよ」

　一学期もそろそろ折り返し地点。切きり燈とう学園も教育機関の例に漏れず、学生の関門である中間試験を三日後に控えていた。大たい河がも入学以来初めての定期試験ということで、数日前から勉強漬けの毎日を送っている。

「試験といえば、アンタは大丈夫なんでしょうね？　赤点なんて取られるとこっちが迷惑するんだから」

「迷惑？」

　大河が試験で赤点を取ろうが、それは大河個人の問題だ。巴は夜やの不利に働くようなことはないはず。そう思っていたのだが……。

「電脳科の生徒が赤点を取ると、専門科目担当の教師に連絡が行くようになってるのよ。担当教諭に直接指導させるために」

「ってことは、俺おれが赤点を取ると……」

「《仮想人格構成ここ》が架空講義だってことがバレるわね」

　二人が所属している専門科目《仮想人格構成》は正式な講義として登録されているが、実際には存在していない。担当教諭である「滝たき葉は依より」も「切燈巴夜」のアナグラムと、彼女が用意した架空の講義なのだ。

「バレたら処分だよな」

「当然ね。───イオラ。出てきて」

　巴夜が呼びかけると、空中に小さすぎる少女が映し出される。

　妖よう精せいのような出いで立たちの青い少女───仮想人格ＡＩ・アイオライト、通称イオラ。巴夜が作ったプログラム人格だ。

〈呼びやがりましたか？〉

「確か一年は昨日小テストがあったはずよね。大河コイツの成績はどうだったの？」

〈昨日……？　昨日は小テストがあったですか？〉

　巴夜の問いに、イオラはこてんと可愛かわいらしく首を傾かしげる。記憶を探るように目を閉じるも、思い当たるふしがないようだ。

「あったのですか、って……昨日の朝言ってたじゃない。ＡＩなのに忘れたの？」

〈むむ……おおっ、データベースに入ってやがりました〉

（……？）

　巴夜は訝いぶかしげに眉まゆをひそめる。

　データ上の存在であるイオラには忘却という機能そのものがない。だから「忘れた」というのは冗談のつもりだったのだが……もしかしてバグでも発生しているのだろうか。

（注意しておきましょう）

　浮かんだ疑念を頭の片隅に追いやり、再度尋ねる。

「それで、大河の成績は？」

〈正直に言っていいでやがりますか？〉

「……その言い方だと相当ひどいみたいね」

〈ひどいと言えばひどいし、凄すごいと言えば凄いでやがりますね。ここまで両極端な学力はとても珍しいと思いますです。暗記科目は文句なしのパーフェクト、代わりに現代国語や古典はぶっちきりの赤点でやがります〉

「何それ。そんなヤツ本当にいるんだ？」

〈正直、阿あ呆ほうと呼ぶべきか馬鹿と呼ぶべきか、超迷いましたです〉

「それどっちも同じだからな？　っていうか、イオラは俺おれのことそんな風に思ってたのか！」

〈おっと。失言でした〉

　イオラは巴夜マスターのように意地の悪そうな笑み（ただし若干薄め）を浮かべる。何もこんなところまで似なくてもいいだろうに。

「まあ大たい河がの頭がアレなことは置いておくとして……このままだと中間試験は」

〈ほぼ確実に赤点でやがります〉

「まずいわね……試験まであと三日よ。間に合わないじゃない」

「いや、これでも電脳世界エリユシオンに潜るの止やめて勉強してたんだけど」

「アンタみたいに基礎のできてないヤツが一人で勉強しても効率悪い、ってことでしょ。教師役のイオラも現国とか古典の心情描写には疎うといし……仕方ないわね」

　巴は夜やは諦あきらめたように小さくため息をつく。そして───。




「日曜日、アンタの家に行ってアタシ自ら勉強を教えてあげるわ。覚悟しなさい」




「……は？」

　突然の宣言に、大河は呆ほうけた顔しかできなかった。





　　　　　　　◆　◆　◆






「……それじゃ、お兄さんはしばらく来れないんだ？」

「そういうことですね。まったく、学校の試験ごときで何をしてるんでしょうか」

　現実にはあるはずもない蒼あおく煌きらめく洞どう窟くつに、少女たちの声が響く。

　水晶のように透き通った鉱石の壁で反響した声はぐわんぐわんと奥まで響き渡り、それに答えるかのように獣の唸うなり声ごえが返ってくる。

　十、二十ではきかないほどの重奏音に、栗くり色いろの髪の少女は一歩前に踏み出す。

「さ、そろそろおしゃべりは終おわりだよ！　二人とも準備して！」

　五指の間に特徴的な石いし飛礫つぶて《創造石》を挟み込んだ白衣の少女───西さい園おん寺じ涙るいは来る敵の群れに備えて腰を落とす。いつでも走り出せる、そんな体勢。

「ようやくお出ましですか。随分と歩かせてくれましたね」

「……まだ五分くらいしか歩いてないよ、姫ひめちゃん」

　前を行く涙るいの動きに合わせて、後続の二人も武器を構える。

　腰まで届く艶つややかな黒髪に空色の瞳、黒と赤で彩られた改造着物の少女───天てん陵りよう冬ふゆ姫き。

　ほのかに煌きらめく銀色の髪に、エルフをイメージした狩人かりうど装束の少女───鴉からす羽ば紫し緒お。

　紅あかい扇せん子すと紅こう蒼そうの弓を携え、二人の少女は涙の援護をするように展開。洞どう窟くつの奥をじっと見据える。

　やがて闇やみを押おし退のけるようにして現れたのは、全身透き通った狼おおかみの群れ。

　その数、三十余。

「水晶狼クリスタルウルフ。このエリアじゃ一番弱いコモンモンスターだけど、二人の防御力じゃ結構きついから前に出ないようにしてねっ。特に紫緒ちゃん！」

「わかってますよ。妹たちは防御力が低いですからね」

「えっと、涙ちゃんが敵を引きつけてる間に、私と姫ひめちゃんが攻撃するんだよね？」

「そうそう。冬姫は範囲攻撃、紫緒ちゃんは追尾弾で全体を狙ねらいつつ、貫通弾で狙そ撃げきしていく感じでっ。───行くよっ！」

　涙が勢いよく前に飛び出すと、狼たちも唸うなり声ごえをあげて動き出す。

　横よこ幅はばいっぱいに広がって接近してくる狼の群れに、創造石の変化形態である剣矢、それに一拍遅れて炎の矢が放たれる。

　狼たちの足下に着弾した剣矢は閃せん光こうと共に炸さく裂れつし、数体が粉こな微み塵じんとなって吹き飛ぶ。

　さらに炎が空中で無数の矢に分かれ、素早く動き回る狼たちを正確にホーミング、次々と撃墜していく。

「やあああああっ！」

　バラバラになった群れ。そこに剣矢を構えた涙が斬きり込んでいく。中距離攻撃で敵を威嚇しつつ、近距離戦闘に持ち込む───涙の基本戦術。

　敵は完全に隊列を崩され、奥に残された半分は涙によって破竹の勢いで葬られていく。しかし残りの半分は完全に放置で、少し離れた冬姫と紫緒に鋭い牙きばを向ける。

　完全にこちらを無視した涙の動きに、冬姫は軽くため息をつく。

「まったく……自分で前に出るなと言っておきながら半分こっちに任せるとか、言ってることとやってること矛盾してませんか？」

「涙ちゃんってその辺、結構適当だよね……どうするの？」

「妹が動きを止めますので、しーちゃんはトドメをお願いします」

「うん、わかった」

　冬姫と紫緒は特に慌てる様子もなく、悠然と迎撃準備を始める。

　喰くい殺さんとばかりに跳びかかってくる狼たちに、冬姫は己の扇子で四つの属性球を破壊する。蒼あおと白二つずつ、顕現するは凍気。

「四球連鎖スクエアスペル───《コキュートス》」

　声に呼応するように地面から天井から壁から、無数の氷飛礫つぶてと氷柱つららがとび出す。飛礫に当たった群狼は氷漬けとなり、さらに氷柱で空中に縫いつけられていく。

「あとは任せました」

「うん。───《パルチザン》！」

　直線上に並んだ、否いや、並ばされた水晶狼クリスタルウルフに、加速回転する巨大な氷の槍やりが放たれる。

　人の胴体並みに太い氷ひよう槍そうはいとも容易たやすく群狼を貫き、洞どう窟くつの奥へと消えていった。




　全てがデータで構成された第二の世界───電脳世界エリユシオン。

　神話の理想郷を語源とするこの世界はあらゆる電子制御に使われており、今や人々の生活になくてはならないものになっていた。

　広大な電脳世界を構成する無数の構造体、その中の一つ《アリエス》。ファンタジー世界を具現化させた仮想空間。ここは大たい河がと冬ふゆ姫き───天てん陵りよう兄妹のアルバイトの舞台でもある。モンスターを討伐するというゲームのような仕事だが、それなりに身入りはいい。

　その南部、Ａランクの高難易度ダンジョン《水晶の洞窟》。そこに冬姫、涙るい、紫し緒おの三人の姿があった。

「やーやー、そっちも全部片づいたみたいだねっ」

「……何がやーやーですか」

　冬姫の表情は露骨に不満げ。それを能天気に笑っている親友にぶつける。

「兄がいない今、前衛はるっちゃんだけなんですよ？　もう少し真面目まじめにやってくれないと困ります」

「それはわかってるけどさ。今の目標って紫緒ちゃんのランクアップ＆特訓でしょ？　だったらそっちも戦わないとダメだよ。違う？」

「……間違ってはいません。けど、次からは事前に一言言ってください」

　文句を言う冬姫だが、正論を返されてすごすごと引き下がる。

　確かにランクアップのための討伐数稼ぎだけなら、グループ登録している涙と冬姫がやれば達成できる。しかしプレイヤースキルに関しては本人が戦わなければ上達しない。

「ごめんね二人とも。私のランクアップに付き合わせちゃって……」

「いいっていいって。どーせ大河がいないから討伐対象ボスとは戦えないし、涙さんたちもやることないから！」

「本当に正直ですね。確かにそうですけど」

「……でも、二人ともお兄さんと同じ学校なんだよね？　テスト勉強しなくていいの？」

　冬姫と涙も大河と同じ切きり燈とう学園電脳科の一年生。当然、三日後にはテストを控えている。

　学校に通ったことのない紫緒だが、テストが学校生活において重要なイベントであることくらいは知っていた。

「妹もるっちゃんも普段からちゃんと勉強してますからね。テスト前に慌てるようなみっともない真ま似ねはしませんよ」

「なんだか棘とげのある言い方だね？」

「当然です。無事にしーちゃんも復帰して四人で遊べると思っていたのに、あの兄ときたら……っ」

「まあまあ。初めての定期試験なんだから頑張らせてあげようよ。放課後もずっと部屋で勉強してるんでしょ？」

「そのせいで妹とイチャイチャする時間も減ってるんですよ！」

「あ、不機嫌な理由そっち？」

　超個人的な理由に、涙るいと紫し緒おも思わず呆あきれる。まあ冬ふゆ姫きがブラコンなのは周知の事実なので、今さら驚くようなことではないのだが。

「……でも、それなら姫ひめちゃんが勉強教えたらよかったんじゃないの？」

「しーちゃんならわかると思いますけど、妹は人に教えるのが下へ手たなので……」

「あー……そうだったね」

　紫緒もかつて冬姫に勉強を教えてもらったが、お世辞にも上手とは言えなかった。天才である冬姫の思考回路は常人のそれとは出来が違う。他人に何かを教えるのには向いていないのだろう。

「それに、兄も妹を頼りたくないみたいで。ここのところ夜遅くまで頑張っています」

「最近は《パラディスうち》にも来なくなったよねっ。食事とか大丈夫なの？」

「一応レトルト系のものは常備するようにしていますから」

　涙の両親は《パラディス》という名のカフェを経営しており、兄妹は一ヶか月げつ前に引っ越してきて以来、食事面でずっと世話になっている。朝は基本的に毎日、夜も二日に一回はパラディスで食事をとるほどだ。

　それがここ数日、兄妹共に顔を出していない。涙が気になるのも当然だった。

「そっかー……ちょっと心配だなー……」

「試験ってそんなに大変なの？」

「大変なのは極一部の人だけですよ。確かに切きり燈とう学園、特に電脳科はレベルが高いですけど、普通は苦労しないはずです」

　こう言っている冬姫だが、実際は電脳科生徒の半分以上が勉強に追われていたりする。赤点を取れば担当講師に連絡が行き、最悪の場合、一発で留年もあり得るからだ。

　もっとも、冬姫（学年主席）と涙（次席）は、そんな心配など欠片かけらもないわけだが。

「来週の後半には試験期間も終おわりますし、このペースなら充分ランクアップできるでしょう。それまでは三人だけですね」

「早くお兄さんに特訓の成果を見せたかったんだけど……仕方ないね」

「特訓？」

　聞き慣れないフレーズに、冬姫と涙は同時に首を傾かしげる。

「あ、うん。最近お兄さんに教えてもらって身体からだを鍛えてるんだ。まだ始めたばっかりだけど、少しは弓の射方も上う手まくなったかなーって」

「そんなのいつやってたんですか？　妹には一言も言ってませんでしたよ？」

「朝の五時くらいかな？　毎日それくらいには起きてるし」

「むむむ、そんな早朝ですか」

　朝五時となると、大たい河がが朝の鍛たん錬れんをしている時間だ。冬ふゆ姫きは当然寝ている。

「兄のくせに、妹に内緒でしーちゃんと密会してたなんて……許せません」

「み、密会!?」

　男女が密ひそかに会っていれば、それは確かに密会だ。この場合「密かに」というのは冬姫の勝手な思い込みに過ぎないが、紫し緒おはその言葉の持つ響きに焦る。

「あ、あの、姫ひめちゃん！　密会とか、そういうのじゃないから！　ただお兄さんにコツとか教えてもらってるだけで、それ以外何もないからっ！」

　冗談として受け流せばいいだけの、嫉しつ妬とに塗まみれた言葉。

　しかし当の紫緒はあわあわと慌てふためく───まるで、本当にやましいことがあるかのように。

「…………」

　不審な反応に、じとーっと冬姫の目が険を帯びる。「あーやっぱりかー」と生温かい視線を送る涙るいの前で、冬姫は紫緒に少しずつにじり寄っていく。

「……あの、姫ちゃん？　顔が怖いよ？」

「ずっと聞きたかったんですけど、しーちゃんって兄より年上ですよね。どうして『お兄さん』なんて呼んでるんですか？　なにか特別な理由でもあるんですかねえ？」

「理由なんて……」













　ない───それは事実だ。双子だと知らずに、冬ふゆ姫きの兄だからそう呼び始めただけ。

　だけど「何もなかったか」と言われれば、それは嘘うそで───。

「……どうして顔が赤くなるんですか」

「ふえっ!?」

　腐っていた自分を変えてくれた少年の姿を思い返して心の熱に酔っていた紫し緒おの両りよう頬ほおを、冬姫はむぎゅーっと掴つかんで横に引っ張る。

「い、いらいよひめひゃん」

「いいですか。兄は妹のもので、妹は兄のものなんです。いくらしーちゃんでも譲りませんからね！」

「……毎晩一緒に寝てるんだから、それくらいいいじゃん」

　涙るいの呟つぶやきには、ほのかな嫉しつ妬とが入り混じっていた。

　何かにつけて嫉妬深い冬姫だが、大たい河がと一緒にいる時間が最も長いのは彼女だ。双子の兄妹なので当然と言えば当然なのだが、夜は一緒のベッドで寝ているほど。

　そうなると大河と二人っきりで（ここが重要）接する時間が最も短いのは涙ということになる。大河を憎からず思っている彼女が文句を言いたくなるのも、当然と言えた。

「けど特訓か～。紫緒ちゃん、確かに上う手まくなったよね。貫通弾も外さなくなってきたし。どうかな、涙さんの作った新型《クライオフレア》の使い心地は？」

「前のよりもずっと使いやすいよ。矢の種類も追加してくれたし、これならもっと色んな戦い方ができそう」

「るっちゃん作の攻性プログラムですからね。闘技場の優勝賞品といえど、性能的には数段上ですよ」

　電脳世界エリユシオンに発生するウィルスやバグ───《アリエス》ではモンスターの形をとるそれらを倒すために必要なのが、攻性プログラムである。

　大河の《天剣》、そして冬姫の《属性球》───これらの攻性プログラムは涙が作ったものであり、市販されているものより、はるかに性能が高い。

　そして紫緒の攻性プログラム、氷と炎の双反属性を操る弓《クライオフレア》。

　これは元々闘技場の演目《ＵＮＫＮＯＷＮ》の賞品だったのだが、先日の一件で壊れてしまった。なので涙が改良しつつ、同じようなプログラムを一から作り直したのだ。

　結果、《アリエス》歴れきわずか一週間ほどの紫緒だが、攻撃力だけはすでにＡランクに近い水準まで達していた。

　先ほど倒した水晶狼クリスタルウルフの戦利品を回収し、涙は二人に呼びかける。

「ほら、そろそろ行くよっ。もう一つフィールドまわる予定だから、少し急ごうっ」

「ザコの相手は面倒ですね。無視して駆け抜けちゃいましょうか」

「えー、冬姫と紫緒ちゃんの足じゃ無理でしょ？」

「るっちゃんが妹たちを抱えればいいじゃないですか。二人とも軽いですし、Ｓランクの腕力なら余裕でしょう」

「できるできないの問題なのかな、それ……」

　三人娘は歓談しながら洞どう窟くつの奥へと向かっていく。

　これが、今の彼女たちの日常。

　鴉からす羽ば紫し緒おが加わってさらに楽しく心躍る毎日に、少女たちは生きていた。

「あ、冬ふゆ姫き。専門科目の中間課題について話したいことがあるんだけど、今日の夜とか時間大丈夫かな？」

「ええ。電話でいいですか？」

「ん～できれば直接会って……そうだ。いいこと思いつ～いたっ」

「いいこと、ですか？」

「んふふ♪　なーいしょっ」

　ご機嫌な様子でスキップする涙るいに、冬姫は不思議そうに首を傾かしげた。





　　　　　　　◆　◆　◆






「あー、つっかれたー……」

　自室での勉強を終おえ、大たい河がは軽く肩を回す。

　端末で確認してみると、時刻はすでに七時を回っていた。帰ってきたのが四時頃なので、都合三時間ほど机にかじりついていたことになる。

（我ながらよくここまで続くもんだ……つっても、時間を割いてるわりに成績は良くなってないけど）

　朝の鍛たん錬れんこそ欠かしていないが、ここ一週間ほど《アリエス》にログインしていない。そしてそれは、刀を振るう機会が激減したことを意味する。

　大河にとって、《アリエス》は貴重なストレス発散の場だった。

　一ヶか月げつ前まで実際に命のやり取りをしていたので温ぬるく感じてしまうが、それでも現代社会では貴重な「実戦の舞台」。大河はその機会を奪われたことでかなりのフラストレーションを溜ため込み、それが勉強にも悪影響を与えていた───本人は気づいていないが。

「……ちゃんと切り替えないとな」

　とりあえず炊飯器で御飯を炊いて……などと献立を考えているときだった。

　インタホーンのベルが来客を知らせ、隣の部屋から冬姫の声が聞こえてくる。

「おっと、来ましたね。開いてますから入ってください！」

「やー、ちょっと遅くなっちゃったね。これ、中に運んでもらえる？」

「非力な妹に何を言いますか……兄ー、ちょっと来てくださいーっ」

「おう」

　軽く応えて玄関に向かう。

　声でわかっていたが───というか、冬姫が家に呼ぶような人間は一人しかいない───そこにいたのは私服姿の西さい園おん寺じ涙。その手には買い物袋が提げられている。

「やっぱり涙るいか。こんな時間にどうした？」

「冬ふゆ姫きとやらなくちゃいけないことがあってね。あ、これお願い」

　渡された買い物袋の中には、野菜や肉などが入っていた。

「どうしたんだ、この食材？」

「ふふ～出張《パラディス》イン天てん陵りよう家だよっ」

　手提げバッグから自前のエプロンを広げ、涙は高らかに宣言した。




　トントントン───軽快な音が響き渡る。

　無駄に高性能だが、ほとんど使われることのない天陵家のキッチン。しかし今日の夜はいつもと様子が違っていた。

「ふ～んふ～んふふ～ん」

　リズミカルに野菜を切りながら、涙はご機嫌な様子で鼻はな唄うたを歌う。

　いつもと同じ露出度の高い服の上に黄色のエプロンを羽織り、軽くウェーブのかかった栗くり色いろの髪をゴムで束ねてポニーテールにしている。

「…………」

「兄、ガン見しすぎですよ」

　冬姫の声も耳に入らないほどに、大たい河がはキッチンに立つ涙の後ろ姿に見み惚とれていた。

　色っぽいとかそういう魅力じゃない。確かに普段見えないうなじやエプロンで際立つ抜群のスタイルは健康的な色気を醸し出している。しかしそれ以上に、料理している後ろ姿は見ているだけで心が安らぐ何かがあった。

「ふんッ！」

「ごはぁっ!?」

　突然、後頭部にもの凄すごい衝撃が走った。

　テーブルに突っ伏した大河が顔を上げると、どこから取り出したのか。やたらとごつい機械を持った冬姫が仁王立ちで見下ろしていた。

「妹以外の女に見惚れてるなんて許しませんよ、兄この野郎。物理的に記憶を飛ばされたいんですか」

「い、妹様……今のはマズイいって……めきょ、とか変な音したって……」

　記憶が飛ぶ前に頭ず蓋がい骨こつが砕ける。

　幸い血も出ていないようで（念のために言っておくと大河が並はずれて頑丈なだけ）、すぐに回復した大河は再びエプロン姿の涙をぼーっと見つめる。

「もう一回逝いっときます？」

「割と本気で止やめて。……いや、なんつーかさ、懐かしいような気がしたんだよ」

「懐かしい、ですか？」

「ああ……家族って、こんな感じなのかね」

「…………」

　家族。その単語に、冬ふゆ姫きもかすかに目を伏せる。

　八年前、幼い兄妹は目の前で両親を失った。だからだろうか、この兄妹は近しい人間に固執しすぎる傾向があった───まるで、家族を重ねるように。

「お待たせ、できたよっ……って、どうしたの二人とも？」

「……なんでもねえよ。ほら、冬姫も席に着きな」

　誤ご魔ま化かすような大たい河がの態度に、涙るいは首を傾かしげるのだった。




「それじゃ、涙さんはそろそろ帰るね」

　午後八時を過ぎた頃。諸もろ々もろの片づけと本来の目的であった課題の相談も済ませ、涙は席を立った。大河も一緒に玄関へと向かう。

「家まで送ってくよ」

「まだこんな時間だよ？　一人で大丈夫だって」

「ちょうど外を歩きたい気分なんだ。ついでだついで。冬姫、先に風呂入っといてくれ」

「わかりました。あまり遅くならないでくださいね」

　夜空の下、二人は街灯に照らされた道を静かに歩いていく。

　涙の両親が経営しているカフェまでは徒歩三分ほどの短い道のり。大通りから一本外れた裏通り沿いの一角に建つバーのような外装の店───カフェ《パラディス》には、すぐ着いた。

　どうやらそれなりに繁盛しているようで、店内からは多くの声が聞こえてくる。

「それじゃ、また明日な」

「あ、ちょっと待って。少し上がっていかない？」

　背を向けて立ち去ろうとした大河だが、涙に引き止められる。

「こんな時間にか？」

「別に用事があるわけじゃないけど……久しぶりに二人っきりで話したいなー、って思ったのですよ」

　涙は自分の言葉に照れたのか、ほんのりと頬ほおを赤らめている。

　チャンスだ───大河が送っていくと言ったとき、彼女は密ひそかにそう思った。

　学校でも店でも《アリエス》でも常に冬姫が一緒にいて、二人っきりになれる機会なんてほとんどない。そのことに、どうしても不満を覚えてしまう。

「───だめ、かな？」

　だからこれは、彼女の小さなわがまま。

　上目遣いで覗のぞきこんでくる彼女の誘いを断ることなど、大河にできるはずもなかった。小さく首を横に振ると、嬉うれしそうに店の中に入っていく彼女の背中を追う。

　店の奥にある階段から二階に上がり、奥にある涙の部屋に入る。

「相変わらず物が多い部屋だな」

「むぅ、別に散らかってるわけじゃないんだからいーじゃん。コーヒー持ってくるね」

　涙るいが席を外し、大たい河がは一息つくと部屋を見回す。

　前に来たのは十日ほど前だったか。室内の様子は全く変わっていない。手持ち無ぶ沙さ汰ただったので、近くに置いてあったルービックキューブを手に取って弄いじりまわす。

　以前、暇つぶしにやっていたこともあるので、すぐに解ける───はずだったのだが。

「あり？」

　どうにも指の動きが鈍にぶく、上う手まくいかない。戻ってきた涙も苦戦している大河を見ると、何を思ったのか、至近距離から大河の顔をじっと覗のぞきこむ。

「……大河、もしかして疲れてる？」

「え？」

　涙の言葉に大河自身が首を傾かしげる。そんな感覚はないのだが。

　しかし涙は確信を持った瞳で見つめてくる。

「うん。いつもより目がとろん、ってしてる。昨日ちゃんと寝た？」

「昨日は……二時間くらいかな」

「何でそんなに短いのさ？」

「毎日そんなもんだぞ。四時前には朝練を始めてるし、二時間も寝れば全快するからな」

　呆あきれる涙だが、大河にしてみればそれが普通だった。

　確かに睡眠自体は普段と変わらない。しかし大河は自分でも気づいていないうちに毎日の勉強による精神的疲労、さらには運動不足によるフラストレーションなど、様々なものを溜ためこんでいた。それが疲労となって表れていたのだ。

「むー……」

　涙は不満げに唇を尖とがらせる。

　久しぶりの二人だけの時間。この機会を逃したら次いつになるか、わからない。

　それなのに「休ませてあげたい」なんて思っている自分に、ほとほと呆れる。

（……仕方ないよね）

　こういうところも全部ひっくるめて「自分」なんだ。

「そんなのじゃダメだよ。ほら、こっち来て」

「お、おい……」

　涙はベッドに腰かけると、ぽんぽんと軽く膝を叩たたく。

　そのジェスチャーが意味することは、さすがの大河にもわかった。

「……まさか、そこに寝ろと？」

「イエス！」

　いわゆる膝ひざ枕まくらというやつだ。

「色々と言いたいことはあるんだが……とりあえず理由を聞かせてくれ」

「リラックスできるかもしれないよ？　ほら早く早く、時間がもったいないよっ」

　涙に急せかされ、大河は仕方なく横になる。ホットパンツで剥むき出だしになった肉感的なふとももに思わず生なま唾つばを飲み込むも、ゆっくりと頭を乗せ───。

「お……？」

「どう、気持ちいい？」

　頭を預けた瞬間、張りのある大だい腿たい部ぶはわずかに沈み込み、後頭部を優しく受けとめる。

　硬すぎず柔らかすぎずの絶妙な心地よさは全身に広がっていき、少しずつ四肢の力が抜けていく。

「これは……いいな」

「でしょ？　この前冬ふゆ姫きが言ってたんだよね、涙るいさんのふとももは最高級の枕に匹ひつ敵てきしますって」

「どういう流れでそんな会話になったんだ……？」

　友とも達だち同士でする会話ではないと思う。

　とはいえ、冬姫の言いたいことはよくわかる。確かにこれは気持ちいい。

　カフェの立ち仕事で鍛えられたのだろう。程よく筋肉のついた足は頭の重みを完全に受け止め、何時間でもこうしていられそうだった。

「……涙さんって、大たい河がのお母さんに似てるの？」

　不意に涙が尋ねてきた。自宅での会話を想起させる問いに、大河は静かに答える。

「聞いてたのか？」

「ううん。あとで冬姫から聞いた。二人とも少し様子が変だったから」

「そうか……まあ似てる似てないで言えば、似てないな。家事全般一切できなかったし、涙とは大違いだよ。でも……」

「でも？」

「……明るい雰囲気だけは、ちょっと似てるかもしれない」

　とにかく底抜けに明るい人間だった。

　まるで同年代の友達のように子供と遊び、仕事をしているときも楽しくてたまらないといった様子が直じかに伝わってくるほど、感情表現が豊かな人だった。

　そういうところは、涙と似ているかもしれない。

「……よしよし」

　気づけば、涙は優しく大河の頭を撫なでていた。

　大河は温かくて心地よい感触に思わず目が細めながらも、口だけで異を示す。

「子供じゃないんだが……」

「わかってるよ。でもさ、たまには甘える側になってもいいんじゃないかな？」

　涙は構わず撫で続ける。そして沁しみ込ませるように、言葉を紡ぐ。

「冬姫がいるからかもしれないけど、大河ってばいつも甘えられる側だからね。紫し緒おちゃんのことも色々と面倒見てあげてるんでしょ？」

「まあ……そうだな」

「そんなんじゃ疲れちゃうよ。ほら、涙さんが甘えさせてあげるから。リラックスして」

「いや、そんなことは───」

　言い返そうとしたそのときだった。

（……あ、れ？）

　視界がぐにゃりと歪ゆがんだ。

　ログイン時の眩暈めまいのよりもさらに深く、昏くらい闇やみが思考を覆い尽くし、目ま蓋ぶたが自然と落ちていく。

（ねむ、け？）

　あり得ない。

　確かに睡眠欲自体はある。けど違う。眠れないはずなのだ。

　睡眠中、人間は致命的なまでに無防備になる。

　常に夜襲を警戒しなければならなかった大たい河がは、人の気配を感じると跳ね起きるようになってしまった。唯一の例外が家族である冬ふゆ姫き。

　だから、こんな風に人前で無防備に眠れるはずが───。

「寝ちゃっていいよ。涙るいさんがちゃんと起こすから」

「いや……でも……」

「いいから。目を閉じて」

　優しい声に、頭を撫なでられる感覚に、思考が融とけていく。

　もはや落ちていく目蓋を止めることはできず、大河はゆっくりと目を閉じる。

「ごめん……少し……寝る……」

「うん。おやすみ」

　涙に見送られ、大河は夢の世界へと沈んでいった。




「は～……かわいいな～」

　膝の上の安らかな寝顔を、涙はじ～っと眺める。

　頬ほおをつんつん突いてみると微かすかに身み動じろぎし、頭を撫でるのを止やめると「止めないで」とばかりに眉まゆをひそめる。その反応一つ一つが堪たまらなく愛いとおしい。

「……大河は凄すごいね。冬姫や涙さんだけじゃなくて、紫し緒おちゃんまで好きにさせちゃって。またライバルが一人増えちゃったよ」

　まだ憧あこがれの延長のようなものだが、間違いなく気があるはずだ。

　それが何となく気に入らなくもあり、同時に誇らしくもあった。

　自分が好きになった少年は他の人も好きになるほど魅力的なのだと、そう証しよう明めいしているようで。

「……ゆっくり休んでね」

　小さく呟つぶやいて、涙は冬姫に連絡する。

「あ、冬姫。大河のことなんだけど、少し貸してもらっていいかな？　……違うよ。お店が少し忙しくて、手伝ってもらってるんだ。うん、二時間くらい。ピークが終おわったらすぐに帰すから。それともう一つ、明日なんだけど───例の券を使おうと思うんだ。紫緒ちゃんにも連絡しておいてもらえるかな？」

　西さい園おん寺じ家の二階、涙るいの私室で、二人の時間はゆっくりと過ぎていった。





　　　　　　　◆　◆　◆






「……ただいま」

　小さく呟つぶやいた言葉は無人の室内に溶けていく。

　新都市に居を構える切きり燈とうグループ総合本社ビル───全三十五階の高層建築物、その三十三階に、切燈巴は夜やの私室があった。

　下の階にある専用研究室とはまた別の、完全なプライベートルーム。

　切燈家の邸宅は新都市の一等地に建てられているが、父親共々そちらへはもう何年も帰っていない。彼女にとっては、この部屋が「自宅」だった。

　部屋の管理システムからブラインドを開けると、朱色の夕日が飛び込んでくる。

　さすが地上百十メートル。眺望は抜群で新都市を一望することができる。制服の上着を脱いだ巴夜は冷蔵庫から水を取り出すと、最近世話になりっぱなしのマッサージチェアに座って一息つく。

（仕事もないし、とりあえずゆっくりできるわね）

　社内は最近頻発している大規模構造体の不具合への対処に追われているが、巴夜自身は与えられた仕事を完遂している。この調子なら少しの間は自由な時間を満喫できるだろう。もちろん、新しく仕事を任されない限りの話だが。

〈マスター。実像化しても構わないですか？〉

「いいわよ」

　巴夜の手首に付けられたブレスレット型端末、その内部投影機が起動してＡＩ・アイオライトの姿が映し出される。その姿はいつものような妖よう精せい縮尺ではなく、巴夜と同じ程度の等身大。

「そのサイズで現れるのは珍しいわね。どういう心境の変化？」

〈何となくそういう気分だっただけです。特に意味はありませんです〉

「……そう」

　イオラは自分のサイズをある程度自由に変えることができる。それは「ナビゲーション」以外に、「所有者の友とも達だち」になることを目的としているからなのだが……。

「その姿だと、本当にアイツそっくりね……」

　阿あ菫すみ青あお子こ。切燈所属の研究者であり、アイオライトの共同開発者。そして切燈巴夜の、唯一無二の親友。

　その才能ゆえに望まぬ研究を強いられ、使い潰つぶされた少女。

〈マスター、これを見やがれです〉

　昔を思い出して感傷に浸る巴夜に、イオラは一枚のウィンドウを差し出してくる。

　そこには「定期試験予想問題集」の文字が記されていた。

「どうしたのよ、これ？」

〈明日タイガの家で勉強を教えるですね？　ここ数年の傾向をまとめておいたので、使いやがれです〉

「……自分で作ったの？」

〈当然です〉

　得意げな笑みを浮かべるイオラに、巴は夜やは驚きを隠せない。

　一ヶか月げつ前から感情が発達しているのはわかっていたが、まさか「誰だれかのために」行動するほどまで感受性が進化しているとは。

（少し前まで一人で行動させてたけど……どうやら良い刺激になったみたいね）

　忙しくて放ほうって置かざるを得なかったのだが、心配は無用だったらしい。

〈記念すべき初デートですからね。失敗は許さないのですよ〉

「は？」

　……おかしい。妙な単語がとび出してきた。

「ちょっと待ちなさい。初、何ですって？」

〈？　デートじゃないでやがりますか？〉

「どこを曲解したら、そんな答えが出てくるのかしら……っ」

〈でもマスターが男性の家に行くなんて、今までなかったことでやがりますよ？〉

「それは───そうだけど」

　言われてみれば確かにそうだ。記憶を掘り返しても遊びに行くような友とも達だちがいた覚えはないし、唯一の親友である青あお子こは同じ本社ビルに住んでいた。……だからといって、大たい河がが特別ということにはならないが。

　久しぶりに一息つける時間。

　だが一本の通話に、余暇は脆もろくも崩れ去った。目め尻じりを下げて微睡まどろんでいた巴夜は通話相手の名前を見て跳ね起きる。

〈マスター？〉

　不審がるイオラを手で制し、巴夜は深呼吸を繰り返して心を冷やしていく。

　深く深く、己の個我を闇やみの中に埋没させる。ここにいるのは切きり燈とうの社長令嬢であり、一人の研究者───そう自己暗示するためのルーティーン。

「───もしもし」

〈私だ。すぐに第三会議室に向かえ〉

　挨あい拶さつもなしに高圧的な口調が鼓膜を震わせる。理由を省いた命令に、巴夜は心臓を鷲わし掴づかみにされるような錯覚を覚えた。

〈案件は文書で送った。可及的速やかに遂行しろ〉

「わかりました」

　最低限のやり取りで通話を終了する。

　どれほど理不尽な命令であっても逆らうことなど許されない。巴は夜やにとって父親───切きり燈とう昂こう夜やの言葉は、心を縛りつける絶対の鎖だった。

〈仕事ですか？〉

「ええ……今日は徹夜ね。仕方ないけど」

　メールで送られてきた指令書を確認し、巴夜は小さくため息をつく。

　もしかしたら明日のお昼頃───約束の時間までかかるかもしれない。それを察したのか、イオラの表情がわずかに曇る。

〈明日の勉強会、キャンセルしますですか？〉

「……いえ、いいわ」

　巴夜は小さく首を横に振る。

　正直、かなり厳しいスケジュールになるが……折せつ角かくイオラが作ってくれた問題集を無駄にしたくなかった。

「何とか時間までに終わらせましょ。手伝ってくれる？」

〈了解しました。マスター〉

　イオラを肩に乗せ、巴夜はエレベーターで本社ビルを下っていった。





　　　　　　　◆　◆　◆






　ざざーんと、涼やかな潮しお騒さいの音が響いた。

　押し寄せる波が大たい河がの足を濡ぬらし、やがて微かすかな抵抗と共に引いていく。

「…………」

　海だった。

　透き通るような翠みどりの水面は風に波打ち、燦さん々さんと降り注ぐ陽ひの光を反射してきらきらと光り輝いている。石灰を撒まいたような真っ白な砂浜は仄ほのかに熱を持ち、足の裏から体温を上げていく。

　ちなみに今は五月。海開きにはまだまだ遠い。

「……まあ、仮想世界だしな。こういうのもありか」

　大河は容赦なく熱を放射する太陽を見上げて、目を細める。

　その服装はいつものロングコートではなく、黒いトランクス型の水着だった。




　何な故ぜこんな場所にいるのか───大河は数分前のことを思い返す。

　午前中だけの授業を終えた後、大河は涙るいたちの誘いを受けて《アリエス》に直行した。

　そして場所も知らされないまま〈転移〉した先が、ここ───来週実装されることになっている新エリア《翠すい海かい》。なんでもアリエス全体で十人しかいないＳランクは特権として、新規エリアを先行体験できるのだと言う。

　かくして、大河たち四人は涙が持つその権利を使い、海に遊びに来ていた。

　しかし、この場にいるのは大たい河がだけ。三人は大河に水着の服飾データを渡すなり待つように言い残し、どこかに行ってしまった。

（何をしているのかは想像がつくけど……移動する必要あるのか？）

　身をもって体感したが、現実と違って着替えるのは一瞬だ。肌を晒さらすわけでもない。

　なのでわざわざ移動する必要はないはずなのだが……。

（……落ちつかねえな）

　何だかお預けを喰くらったような気分だった。

　と、端末が通話を受信してウィンドウが開いた。大河は相手の名前を見て訝いぶかしむも、すぐさま応対する。

「何か用か、レオン？」

〈おう。今ちょっといいか〉

　画面に映し出されたのはいくらか年上の男───レオン。

　二週間前に紫し緒おと《アリエス》を回っているときに知り合ったプレイヤーの一人で、《獅し子し同盟》という名のクランのリーダーをしている。数少ない同性の知り合いということで、事件後もちょくちょく連絡を取り合っていた。

〈実はちょっと気になることがあってな。お前、《天使》について調べてたよな？〉

「ああ。何かあったのか？」

《天使》───紫緒の一件で暗躍していた、正体不明の電子体。

　目的も何もわからない。にもかかわらず、大河は本能的に天使を「敵」と認識していた。だから二週間前から引き続きレオンに情報を集めてもらっていたのだが、何か動きがあったらしい。

〈派手に動いてるみたいだぜ。《アリエス》だけじゃなくて色んな大規模構造体で《天使》作のプログラムが出回っている。それも今回は攻性プログラム、っつうことで前回の比じゃない速度で広まってる〉

「攻性プログラム？」

〈ああ、かなり性能が良いらしい。種類も豊富で、最近じゃ中央街でもちらほら見掛けるようになってる。一応、《天使》絡みの情報ってことで教えておこうと思ってな〉

　レオンの報告を受け、大河はしばし黙考する。

　攻性プログラムは大規模構造体ゲームプレイに必須のものだ。最低限は運営から支給されるとはいえ、ある程度慣れてくると性能が良いものを欲しくなる。だから《天使》の行動はプレイヤーにとってまさしく「天の恵み」なのだろう。

　しかし大河は紫緒の一件を知っているからこそ、その裏にあるであろう目的に不安を感じてしまう。

「……その攻性プログラム、手に入れられるか？　できるだけ早く」

　大河の要求に、レオンは顎あごに手を当てて考え込む。

〈……急ぎとなると、ちょっと手間がかかるな〉

「わかってる。三回でどうだ？」

〈オーケー。交渉成立だ〉

　三回戦闘を手伝う───戦力不足の《獅し子し同盟》に加わって戦闘を手伝うという取引。レオンに頼みごとをするとき、大たい河がはこの方法を使っていた。すでに慣れたもので、獅子同盟のメンバーともすっかり顔なじみになっている。

〈それじゃ、無事にゲットできたらメールで送る〉

「頼んだ」

　簡潔なやり取りで通話を切る。

　もし《天使》が動いているとするなら、ロクなことにならない。そんな予感があった。警戒しておくに越したことはないだろう。

「お待たせ～！」

　と、背後から声をかけられる。大河は振り返って───言葉を失った。

　ここにいてよかった。心の底から、そう思った。

「ごめんね、ちょっとした手続きもあったから、少し遅くなっちゃった」

「ん……ああ、いや。別に待ってねえよ」

「そう？　ならよかった」

　彼女らしい、晴れやかな黄色のセパレート水着を着た涙るいは、そう言って可愛かわいらしい笑みを浮かべた。

　露出度で言えば私服と大きな差はなく、特に下は普段着ているホットパンツとほとんど変わらないタイプの水着。しかし、問題は上半身。同年代の追随を許さない豊かな膨らみを包む三角ビキニは明らかに布面積が足りておらず、横からはみ出て柔らかくたわんでいる。

「む……兄、妹の水着はどうですか？　魅力的ですか？」

　大河の視線に気づいたのか、若干の険を込めつつ、冬ふゆ姫きが涙を押しやるような形で前に出てくる。

　涙と比べればはるかに未発達な妹の肢体を覆っているのは、黒いビキニ。

　上下ともに下着とほとんど変わらない、下へ手たしたらそれ以下の布面積で、一見すると冬姫には似合わないように思える。しかし、そのアンバランスさが却かえって彼女の内に秘めた妖よう艶えんさを引き立たせていた。

　少女たちの眩まぶしい姿を前に、大河は自然と目を逸そらしてしまう。

　だが二人はそんな態度が気にくわなかったようで、ずい、と距離を詰めてくる。大河は反射的に一歩引く。

「兄、穴があくほど見ろとは言いませんが、見ないというのは失礼だと思いませんか？」

「そうだよっ。感想プリーズ！」

「ふ、二人ともよく似合ってるよ」

「そんな玉虫色の回答は求めていません。しーちゃんはどう思いますか───って、しーちゃん？」

　冬ふゆ姫きに釣られ、大たい河がも少し離れた紫し緒おに目をやる。

　紫緒は三人の言葉など聞こえないかのように、じっと海を見つめていた。

　彼女の水着はワンピース。青と白のボーダー柄で、性格だけでなく体型も大人しめの紫緒にはぴったりだった。可か憐れんという言葉がしっくりくる。

「わ～っ！　これが、海……！」

　どこまでも、本当にどこまでも広がっていそうなエメラルドの海を眺める彼女の瞳は、子供のような溢あふれんばかりの好奇心で満ちていた。

「……目、すっごいキラキラしてるね」

「そういえば海は初めてだって言ってましたね。妹も八年ぶりですけど。兄はどうですか？」

「こんな綺き麗れいな海は初めてだな」

　そういうコンセプトなのか、《翠すい海かい》にはリゾート地のような雰囲気が漂っている。

　南国風の樹木に、照りさす太陽。それでいて温度は少し暖かい程度に調整されており、非常に過ごしやすい環境が保たれていた。

「ねえねえ、これもう入っていいんだよね？」

「あ、うん。大丈夫だよ」

　答えを聞くなり、紫緒は待ちきれないとばかりに海に入っていく。

　最初は恐る恐る、やがて水を掻かき分わけるように進み、足が完全に水の中に隠れてしまうところまで来ると、全身の力を抜いてぷかぷかと浮かぶ。

　その顔はまるで水に意識を溶け込ませているかのように、リラックスしきっていた。

「なんか、すっかりくつろいじゃってるね」

「しーちゃんはまったく……少し驚かせてあげましょう」

　冬姫は海月くらげのようにたゆたう紫緒に気づかれないよう接近し、弛し緩かんしきった顔に海水をお見舞いする。慌てた紫緒はバランスを崩し、お尻から海中に沈んでいった。

「ほら、大河も行こっ」

「あっ、おい！」

「さーっ！　今日は遊びつくすよーっ！」

　大河は涙るいに手を引かれ、海の中に入っていった。




　それから、どれほどの時間が経たったのだろう。

「ふう……」

　一人だけ浜辺に戻った大河はヤシの木みたいな樹木を背に座り込むと、水と戯れている三人の少女をぼーっと眺める。

（……三人とも楽しそうだな）

　今はアイテムとして借り受けた水鉄砲（やたらと本格的で本物の銃に近いフォルム）で撃ちあっている。

　見る限り、負けているのは冬ふゆ姫きのようだ。運動神経が良い涙るいと、多少とはいえ射撃に慣れている紫し緒おが相手では分が悪いらしい。

　ちなみに大たい河がが参戦していないのは、勝負にならなくなってしまうから。

　動きにくい水の中であっても、実弾よりもはるかに遅い水の塊など当たるわけがない。手を抜くことも考えたが、水鉄砲がやたらとリアルなこともあって銃口を向けられると反射的に戦闘モードに切り替わってしまう。

（遊ぶこともできねえのかよ……何やってんだか）

　自分の両手、正確には右手首の少し下のあたりを見つめる。現実の肉体ならば銃創───といっても目立たないくらい小さい───がある場所には、傷一つ見当たらない。

　過去の傷きず痕あと。

　それはこうして日常を謳おう歌かしているふとした瞬間、心の中に重くのしかかってくる。

　お前の居場所はここじゃない───そう、囁ささやきかけてくる。

「…………」

　天てん陵りよう大河は日常に、こんな綺き麗れいで温かい場所にいていい人間ではない。そんな資格がないことは自分自身が一番よくわかっている。

　だけど、それでもここにいたいと願ってしまうのは、心が弱いせいなのだろうか。

「考えごとですか？　顔が暗いですよ？」

　顔を上げれば、いつの間に海から上がったのか。冬姫が隣に立っていた。艶つややかな黒髪からぽたりぽたりと水滴が落ち、白い砂浜に斑はん点てんを打つ。

「涙と紫緒は？」

「水泳講習だそうです。しーちゃんが泳げないみたいなので教えています」

　冬姫の視線の先では、涙に手を引かれた紫緒が必死にバタ足を繰り返していた。まだ動きに硬さが残っており、お世辞にも上手とは言えない。

　少しの間、その様子をじっと眺める。

　やがて練習を終おえた紫緒が涙の補助なしで泳ぎ始めた頃、唐突に冬姫が大河の腕を掴つかんだ。

「……兄、ちょっと付き合ってください」

　言うなり、冬姫は答えを聞かずに歩き始める。しかも、海とは逆の方向に。

「おい、どこに行くんだ？」

「もう少し奥です。……邪魔が入るといけませんから」

　後半の言葉は小さすぎて、大河には聞き取れなかった。

　冬姫は浜辺の奥のほう、涙と紫緒が完全に見えなくなったところでようやく足を止める。

「このあたりで大丈夫ですね。よっと」

　冬姫はウィンドウを操作すると水色のシートを取り出し、砂の上に敷く。そしてもう一度ウィンドウを操作、今度は緑色の小瓶を差し出してきた。

　受け取って蓋ふたを開けてみると、蜜みつのような甘い香りが鼻孔をくすぐる。

「何だこれ？」

「アロマオイルです。水鉄砲と一緒に渡されたプログラムの中にありました。このエリアを楽しむためのアイテムの一つらしいですよ」

「へえ……って、冬ふゆ姫き！　何してんだ!?」

　小瓶を眺めていた大たい河ががふと顔を上げると、こちらに背を向けた冬姫が水着のトップスを外していた。白くて小さな背中を遮さえぎるものは何もない。

　大河が慌てて目を逸そらす中、冬姫はシートの上にうつ伏せになり、大河の瞳を見て誘うように呟つぶやく。

「アロマオイルそれ、兄が塗ってくださいな。もちろん素手で」

「はぁ!?」

　突然のことに頭の中がこんがらがる。

　混乱する大河を愉快そうに眺め、冬姫はもう一度言う。

「こういうのは人の手でやるものですからね。妹では届かない場所もありますし、お願いできますか？」

「涙るいとか紫し緒おに頼めよ！」

「まったく。全部言わないとわからないんですか」

　冬姫は不満そうに唇を尖とがらせると、背中にかかった髪をおろしながら、言い含めるように囁ささやく。

「妹は、兄に塗ってほしいんです」

「あ、う……な……っ」

　こちらを覗のぞきこむような瞳に言葉が詰まる。

　誘惑めいた言葉を跳ね返すほどの意思は、大河になかった。

「さ、早く早く」

　誘われるまま、冬姫の横に膝をつく。

　染み一つない真っ白な背中に生なま唾つばを飲みながら小瓶を傾けると、黄金色の液体が手のひらに落ちてくる。予想以上に粘度が高く、どろりと指に絡みついた。

「ん……っ」

　ぐちゃりと粘った水音を立てて、冬姫の背中に触れる。冷たかったのか、冬姫は小さく声を漏らした。

　大河は吸いつくような肌の柔らかさにドギマギしつつ、表面を撫なでるように油を塗り広げていく。

「兄、もっとしっかり塗ってください」

「わ、わかってる……」

　思いきって手のひらを押し当てると、柔やわ肌はだと手の間で粘液が広がる。甘い蜜の香りが立ちこめ、思考が曖あい昧まいになっていく。













「脇わきのほうまで、塗り残しがないようにお願いします」

　囁ささやきがぼやけた頭に沁しみ込み、指先を背中からわき腹へと滑らせる。

　すでに大たい河がの息は乱れ、呼吸も荒い。それは冬ふゆ姫きも同様で、大河は敏感な箇所に触れるたびにあがる小さな嬌きよう声せいを必死に聞き流し、ゆっくりと指を這はわせていく。

　───ふにゅり。

「ふぁ……っ！」

　脇に指を滑らせた瞬間、指先が柔らかく沈んだ。冬姫の口から一際甘い声が漏れる。

（うわっ、これって───ッ！）

　我に返った大河は自分がどこに触れていたのか気づき、慌てて指を離す。

　油の軌跡は先ほど触れてしまった慎つつましやかな胸まで広がっており、てらてらと光っている。それが、淫いん靡びに見えてならなかった。

「……もう、無理です……」

　と、いきなり冬姫が抱きついてきた。

「うわっ！」

　完全に不意を突かれた大河は抵抗もできず、ビニールシートに押し倒される。

　冬姫の両手が大河の首に回され、押し付けられた生乳が胸板の上で柔らかく潰つぶれる。その中心にある二つの硬い感触の正体に気づき、頭の中が真っ白になってしまう。

「おにぃ……妹は、もう我慢できません……」

　囁ささやきが毒のように思考を侵していく。

　ドクンドクンと心臓が破れそうなくらいに早鐘を打ち、全身の感覚が彼女と触れあっている箇所に集約される。血が沸ふつ騰とうしたように頭がくらくらして何も考えられない。

　ダメだ。この状況は……マズい。

　早く抜け出さないと、手遅れに───。




「……一緒に、どろどろになるまで、とけちゃいましょう……？」




　甘く蕩とろけきった声に、理性という名の壁はいとも容易たやすく崩れ去った。

「───冬ふゆ姫きッ！」

　内から湧わきあがる衝動に突き動かされ、細い身体からだを力いっぱい抱きしめる。腕の中の冬姫は嬉うれしそうに声を漏らすと、甘えるように身体を擦こすりつけてきた。

　もう止まらない。

　心を焼き焦がすような情欲のままに、この愛いとおしい少女を喰くらい尽くして───。

「……あれ、二人ともどこ行っちゃったんだろ？　おーい、冬姫！　大たい河が～！」

　大河の心を冷ましたのは、涙るいの声。

　こんなところを見られるわけにはいかない───思考が一気に冷静さを取り戻す。

　冬姫を離すと肌色を見ないように素早く背を向ける。

「は、はやく上着ろ。涙たちが来ちまうぞ」

　無言。背中に不満げな視線が突き刺さるが、今度ばかりは揺らがない。

「……おにぃの理性はおかしいです。再生早すぎですよ」

　やがて冬姫はウィンドウを開いてトップスを装着、シートとアロマオイルを格納すると、こちらを探しているであろう涙のもとへと歩いていった。

「……再生？　馬鹿言うなよ」

　その背中を見送り、大河は小さな声でぼやく。

「現在進行形で、やられっぱなしだっての」

　大きく深呼吸する。肺の空気を全部吐き出しても、身体からだ中じゆうの熱は冷めてくれない。それどころか行き場を求めるように、大河の中で暴れ狂う。

　もう誤ご魔ま化かせない。

　天てん陵りよう大河は一人の異性として、天陵冬姫を求めている。

　もう一度彼女を前にすれば、絶対に止まれない───大河は何度も何度も深呼吸を繰り返し、必死に自分を抑え続けた。





　　　　　　　◆　◆　◆






　───ぐちゃり。

　常とこ闇やみに包まれた、どことも知れぬ場所。光のささない虚無の世界で、泥をかき回したような不快な音が響き渡る。

　音の発生源は、小さな水の溜たまり場ば。

　中に溜まった液体は直視するのも耐えがたいほど濁りきっており、それらがひとりでに掻かき混ざる光景は、まともな感性の持ち主ならば吐き気を覚えていただろう。

「……ふむ。順調のようだね」

　その横に、真っ白なローブで全身を覆った電子体が立っていた。

　深しん淵えんの中で一際輝く純白の出いで立たち。本来闇を払うはずの色はしかし、相反する黒の汚濁を全身に纏まとわせる。それは、光に群がる蛾がを思わせた。

「───生成」

　短く命令コマンドを呟つぶやく。

　液体は一点に集まり、意思を持っているかのように不気味に蠢うごめき始める。渦巻き、粘性を得た汚濁は少しずつ硬度を増していき、やがて闇色の装甲を形作っていく。

　漆黒の騎士《ザイゴート》。

　かつて大たい河がと涙るいを苦しめた、高い戦闘能力を有するウィルスプログラム。一体だけでも充分すぎるほどに強力な兵隊が、二体、三体と生み出されていく。

　純白の電子体は続々と姿を現す《ザイゴート》を満足げに眺める。

「戦力が揃そろうまで数日、といったところか。それまでにセキュリティを突破して内部を掌しよう握あく……ふふ、簡単すぎて張り合いがないね」

　準備は着々と進んでいる。唯一、障害があるとすれば───。

「……天てん陵りよう大河、か」

　脳裏をよぎるのは一人の少年。

　理由はない。しかし本能的に確信していた───あの少年は、必ず自分の前に立ち塞ふさがると。

　正直、天陵大河一人だけならさほど脅威にはならない。しかし彼の妹、天陵冬ふゆ姫きは別だ。

　先日の一件で彼女の力量は嫌というほど思い知らされた。もしかすると、彼女は計画を正面から打破しうる唯一の人物かもしれない。

「少し、対策を練っておこうかな」

　ほんのわずかな可能性でも、潰つぶしておくに越したことはない。

《天使》は黒騎士が続々と形成されていく中、闇に紛れるように消えていった。









　　第二章　静寂の胎動






　翌日曜日の正午過ぎ、天てん陵りよう家の玄関。

　時間通りにインターホンが鳴り、大たい河がは玄関の戸を開ける。

「こんにちは、大河くん」

　落ちついた赤のカーディガンに、足首まで覆う白の清せい楚そなロングスカートを着た巴は夜やは、柔和な笑みを浮かべて一礼した。

「今日は短い時間ですが、大河くんの成績を上げられるよう精一杯頑張らせていただきます……って何ですか。その得体の知れないものを見るような目は」

「悪い。お前の丁寧口調が気色悪くて……」

「喧けん嘩か売ってんのアンタ？」

　大河の失礼極まりない言葉に「お淑しとやかで清楚」な仮面が消え、いつも通り横暴なお嬢様の素顔が現れる。相変わらず恐ろしいほど切り替えが早い。

「そのモードで会うの久しぶりだからな。俺おれの耳がおかしくなったのかと思ったよ」

「本当に失礼なやつね……妹さんがいるっていうから念のためよ。これ以上知ってる人間が増えると、いざってときの口封じが面倒だし」

　もう半分気づかれてると思うけど……とは言わないでおく。ついでに物騒な台詞せりふもさらりと聞き流し、大河は巴夜を室内に招き入れる。

「冬ふゆ姫きなら部屋だ。まあ、多分出てこないから心配しなくていいぞ」

　昨日、勉強会のことを伝えてから、冬姫はずっとむくれ続けていた。

　海での一件以降、まともに顔を合わせることもできない大河に彼女を宥なだめることなどできず、ずるずると先延ばしにした挙句に当日を迎えてしまった。

「ならいいわ。時間もないし、さっさと始めましょう。場所はアンタの部屋がいいわね」

「ん？　リビングのほうがスペースあってよくないか？」

「馬鹿ね。途中で妹さんが来たらマズいでしょうが」

「それはお前だけだろ……」

　特に見られて困るようなものもないので、大河は素す直なおに自室へと案内する。廊下を歩いているときも何が珍しいのか、巴夜はあちこち見回していた。

「ふーん、結構良い家じゃない。相当高かったでしょ？」

「貯金が吹っ飛ぶくらいにはな。っと、ここが俺の部屋だ」

「……随分と殺風景ね」

　巴夜の言う通り、そこは誰だれかの部屋というには小ざっぱりしすぎていた。目につくのは中央に置かれたテーブルと、壁に飾られた数振りの日本刀だけ。

　物が少ないだけではない。全てが綺き麗れいにまとめられており、いつでも引き払える───そんな印象を受ける。この少年は今までどんな暮らしをしてきたのだろうか。

「物は持たない主義なんだよ。趣味もないしな」

「あの刀は？　模造刀なんて趣味以外の何物でもないでしょ？」

「あー……まあ唯一の楽しみ、みたいなもんだ」

　それ本物の日本刀です、と言ったら驚くだろうか。彼女の驚いた顔というのも見てみたいが、さすがにカミングアウトする気にはなれない。

「イオラ、出てきて」

〈了解しましたです〉

　端末が光り、空中にイオラが映し出される。いつかのように黒ぶち眼鏡めがねを装着した彼女は、手に持った指し棒をビシッと向けてきた。

〈今日はビシバシ教えるですよ。覚悟しやがれです〉

「イオラも教師役なのか？」

「何だか妙にやる気でね。別にいて困ることもないでしょ。って、あ───？」

　そうして床に座ろうとしたときだった。

　ふらりと巴は夜やの身体からだが揺れたかと思うと、ゆっくりと倒れていく。大たい河がは咄とつ嗟さに反応し、彼女を受けとめる。

「おい、大丈夫か？」

「ちょっと眩暈めまいがしただけよ。心配いらないわ。……ったく、一日徹夜したくらいで倒れるなんて……」

〈マスター、やはり昨日の疲れが……？〉

「平気だから、そんな顔しない。ほら、大河もいつまで支えてるのよ」

「っと、悪い───」

「兄ー、飲み物を持ってきました。入りま、す……よ……」

　大河が巴夜から離れようとした、まさにその瞬間、扉が勢いよく開け放たれた。

　冬ふゆ姫きはカップの載ったお盆を持ったまま、ゆっくりと視線を下げる。そこには巴夜を優しく（冬姫の主観）抱きかかえている大河の姿が。

「ふ、冬姫……これは、その、事故で」

　冷や汗を流しながら言い訳する大河を見下ろし、冬姫は可か憐れんな、それでいて背筋が凍るような笑みを浮かべる。そして、カップをお盆からどかし───。

「なああああああにしてるんですかあああああああっっ、この馬鹿兄いいいいいいいっ！」

「ぉごぅッ!?」

　ズガンと小気味のいい音を立て、後頭部にお盆が叩たたきこまれた。

　ちなみに巴夜はお盆が振り上げられたときには部屋の隅まで逃げていた。倒れたはずなのに、逃げ足だけは素早い。

「まったく……やはり見に来て正解でした。妹があそこまでしたというのに、別の女を部屋に連れ込んで、あまつさえ密着するなんて兄この野郎……ッ」

　冬ふゆ姫きは倒れた大たい河がに何度も何度もお盆をぶつける。

　所しよ詮せんはお盆なのであまり痛くないが、叩たたかれるたびに頭の中でパーカッションが鳴ってやかましい。ひとしきり叩いて満足したのか、冬姫は姿勢を正すと巴は夜やに向き直り、一目で愛想笑いとわかるそれを浮かべる。

「お久しぶりですね、切きり燈とう巴夜さん。死神事件以来ですか？」

「ええ、そうですね。あのときはお世話になりました」

　一方の巴夜も瞬時に猫かぶりモードになり、柔和な笑みを携える。二人とも目が笑っていないように見えるのは……多分気のせいではないだろう。

「今日は兄に勉強を教えるとか。会長さんも試験勉強で忙しいんじゃないですか？　よければ帰ってもらっても構いませんよ？　あとは妹が引き受けますので」

「ご配慮ありがとうございます。でも彼は同じ専門科目の後輩ですし、それに……失礼ですが、妹さんでは少々心こころ許もとないので」

「……へえ」

　遠回しどころか真正面から「帰れ」と告げる冬姫に、巴夜はぴくりと眉まゆを動かしながらもたおやかな仮面を崩さない。それでも微妙に喧けん嘩か腰ごしなのは、冬姫につられてのことだろうか。

「……似た者同士か」

　ぼそりと呟つぶやいた大河に、二人の視線が突き刺さる。

「失礼なこと言わないでもらえますか？　こんなお腹なかの中ドス黒そうな人と同じだなんて、心外です」

「そういう貴女あなたこそ失礼ですよ……けど内容には全面的に賛成ですね。家族とべったりしている人は、あまり好きではありませんので」

「そうですか。奇遇ですね」

「本当にそうですね」

　にこやかに笑いあう少女たちだが、傍はたから見ている大河は冷や汗を流しっぱなしだった。

　冬姫が敵意を露あらわにすることも珍しい（おそらく昨日の一件が拍車をかけているのだろう）が、猫かぶりモード時の巴夜がここまで言うのも珍しい。普段の彼女なら笑って誤ご魔ま化かしそうなものだが。

　そんなことを思っていると、視界の端でイオラが手招きするのが見えた。大河は二人の注意を引かないように気をつけて耳を寄せる。

〈あの二人、仲悪いでやがりますか？　面識はほとんどないと記憶しているですが〉

「相性が悪いんだろうな。ほら、何となく似てるし」

〈なるほど、同族嫌悪というやつでやがりますか〉

　外見もそうだが（長い黒髪に和風の顔立ち）、なぜだろう。醸し出す雰囲気もどことなく似通っている───大河はそんな風に感じていた。

「大河くん。時間も勿もつ体たい無ないので、そろそろ始めましょう。あ、妹さんはお部屋にお戻りください。勉強の妨げになりますので」

「そうですか。ではこのコーヒーを飲み終わったら帰ります。せっかく注いできたのに冷めてしまいますから」

　そう言うと冬ふゆ姫きは何な故ぜか三つ持ってきたカップの一つを手に、大たい河がの隣に座り込む。

　迷惑そうな巴は夜やの視線もどこ吹く風といった様子の冬姫に、巴夜は小さくため息をつくと、改めて大河に向き直る。

「赤点回避だけを考えて、苦手科目を重点的にやりましょう。まずは現国ですね」

〈ビシバシいくですよ〉

　こうして若干一名、予定外の人間を交えて「天てん陵りよう大河の赤点脱出勉強会」が始まった。

〈……最初の長文問題から全滅でやがりますか。さすがに驚きましたです〉

「もういっそのこと小学生からやり直してはどうですか？」

　初しよっ端ぱなから不安しかなかった。





　　　　　　　◆　◆　◆






　静かな部屋に、シャープペンシルを動かす微かすかな音が響く。

「…………」

　大河は時折迷いながらも何とか答案用紙を埋めていく。駆けこむような勢いで最後の空欄を埋めたちょうどそのとき。イオラが声をあげた。

〈ピンポンパンポーン。タイムアップでやがりますよー〉

「……はー、危なかった～。何とか全部解き終わった……」

「本当にギリギリでしたね。模擬テストなんですから、見直しの時間くらいは残さないとダメですよ」

「無む茶ちや言うな。時間が足りなすぎるっての」

　横で見ていた冬姫が至極もっともなことを言うが、解答するのに精一杯でそんな余裕はどこにもない。

　ありがたいことに、冬姫とはいつの間にか普段通りに話せるようになっていた。勉強会を提案してくれた巴夜に感謝するべきかもしれない。

　イオラは答案用紙をスキャニングして電子データに変換、いつからか壁に寄りかかって静かに寝息を立てていた巴夜に呼びかける。

〈マスター、終わったです。マスター！〉

「……ん？　あー……」

　巴夜は気だるそうに目ま蓋ぶたを開ける。

　読みかけの本は床に落ちてページが折れ曲がってしまい、気が抜けているのか、口調も普段のそれに戻っている。明らかに寝ね惚ぼけていた。

「巴夜？」

「……ちょっと顔洗ってくる。イオラ、戻ってくるまでに採点済ませておいて」

　巴は夜やはそう言って立ち上がると、覚おぼ束つかない足取りで部屋を出ていった。

〈あの様子ではフユキがいることをガチ忘れしてやがりますな？　素が出てますです〉

「お前はお前で口調がどんどんおかしなことになってるけどな」

　大たい河がは立ち上がると、凝り固まった身体からだをほぐすように軽く捻ひねる。

　ふと窓の外を見れば空は分厚い灰色の雲で覆われ、小粒の雨が降り始めていた。

「天気、崩れてきたな……」

「予報だと夕方から激しく降るそうですよ」

　現代の天気予報は精度が上がっており、的中率は99％以上と言われている。外れる可能性は限りなくゼロに近い。

「……そういえば、そこのＡＩと顔を合わせるのは初めてですよね？」

〈はいです。ＡＩ・アイオライト、イオラと呼んでくださいです〉

「イオラですか。ふむ、感情表現が素晴らしいですね。とても作りものとは思えません。ちょっと精神構造なかを弄いじりまわしていいですか？」

〈止やめやがれです〉

　初対面な二人が雑談に興じる中、大河はコーヒーを飲んで頭の中をリセットさせる。

　いつの間にか冬ふゆ姫きまで教える側に加わっていた上、巴夜と冬姫の仲が険悪で精神的に疲れてしまった。

（けどタメにはなったな。模擬テストも手ごたえあったし）

　さすがに高得点とはいかないだろうが、赤点は充分回避できるだろう。これなら明日から始まる中間テストも問題ないはずだ。

　採点も終おわり、見直しと復習をこなすと三十分近く経たっていた。

　しかし、顔を洗いに行ったはずの巴夜がまだ戻ってこない。さすがに遅すぎる。

「……ちょっと見てくるか」

　大河に続いて、冬姫とイオラも部屋を出る。

「あの人、さっきふらついてましたよね。どこかで倒れてるかもしれませんよ」

「嫌なこと言うなよ……って、あ」

　洗面所に向かう足が止まる。

　視線の先はリビングに置かれたソファ。その上に、目的の人物がいた。

「すぅ……すぅ……」

　途中で睡魔に負けてしまったのか、巴夜はクッションを枕代わりにして眠り込んでいた。

　身み嗜だしなみを気にしている余裕はなかったようで、服は折れて皺しわが付き、長い黒髪も変な癖がついてしまっている。

「人の家で何を堂々と寝てるんでしょうかね、この人は。遠慮とかないんですか？」

　冬姫が呆あきれた声をあげる。

　確かに恋人でも何でもない他人の家、それも勉強を教えると言って半ば強引に押しかけた身で眠りこけているのだから、ため息をつかれても仕方ないだろう。

　しかしつい先日、涙るいの膝の上で熟睡したばかりの大たい河がは言葉を濁す。

「あー……ま、まあそうだけど。ほら、疲れてるみたいだしさ」

「何を甘いことを言ってますか。ここは妹と兄の家なんですよ？　さっさと叩たたき起こして……いえ、このまま外に放ほうり出しましょう。清掃ドローンがゴミとして片づけてくれますから」

「やめなさい！」

　冗談じゃなさそうなところが本気で怖い。どれだけ巴は夜やのことが嫌いなんだ。

　しかし冬ふゆ姫きの案は却下としても、このままというわけにもいかない。とにかく起こそうとするが、イオラがその間に割って入ってきた。

〈待ってくださいです。少しの間、このまま寝かせておいてもらえませんですか？〉

「……イオラ？」

〈マスターはこちらに来る直前まで仕事に追われていて、一睡もしてやがりません。切きり燈とうに帰れば、またいつ仕事が入るかわかりませんです。ちゃんと休ませてあげたいですよ〉

　そう言って、イオラは慈しむような眼まな差ざしで巴夜を見つめる。

　それは大切な人を心配している表情そのもので、作られた心などではない、本物の「人間」にしか見えなかった。

「そんなこと言われても、休ませてあげる義理なんて……兄？　何をしているのですか？」

「ソファよりもベッドのほうがよく寝られるだろ。冬姫、寝室の扉を開けてくれ」

「本気ですか？」

「色々と世話になってんだよ。それに、切燈のお嬢様に恩を売っておくのも悪くない」

　もっともな建前を並べ連ねる。

　本心は、ただ疲労を積み重ねた彼女を放っておけなかっただけだ。自分が涙に癒いやしてもらったように、コイツも誰だれかに休ませてもらってもいいんじゃないかと、そう思っただけ。

（……軽いな）

　抱えあげた彼女の軽さに驚きながら、起こさないように注意して寝室へと運ぶ。幸い眠りは深いようで、目を覚ますことはなかった。

〈大きいベッドでやがりますね。毎晩よろしくしてますですか？〉

「お前ほんと変な進化しすぎだろ」

　真顔でふざけたことを言うイオラに呆あきれつつ、巴夜をベッドに寝かせて部屋をあとにする。イオラは部屋を出る直前で振り返り───。

〈……お休みなさいませ、マスター。良い夢を〉

　仮想人格らしからぬ感情を宿した声で、そう呟つぶやいた。




（……あ、これ夢だ）

　明めい晰せき夢む───夢だと自覚しながら見ている夢。

　一部では自分の意思で夢の内容を変化させられるとも言われているが、彼女が見ているのは過去の記憶。今となっては再現することもできない、失われた光景。

　幻の視界、その中心にいるのは一人の少女。

　青を刷はいた長い黒髪を無造作に束ね、黒いジャージの上に白衣を羽織った少女。折せつ角かく整った顔立ちをしているというのに、服装と気だるそうな瞳で台無しにしている。

（…………青あお子こ）

「───、──、────」

　記憶の中の彼女は何か話しているが、ノイズ混じりでほとんど聞き取れない。得意げに口元を歪ゆがめる彼女の横には、真っ白な人体模型が置かれている。

（……ああ。これ、電子体が完成したときだ）

　ＡＩイオラの開発を始めて間もない頃の記憶。

　まずは仮想人格を入れる素体を用意することになって、青子が張り切って作ってきたときの光景だ。ふふんと自慢げな表情を浮かべていたのをよく覚えている。

（思えば無駄に高性能な素体を用意したものね……）

　仮想縮尺の変更能力や高耐久、膨大な演算領域など、世界中探してもここまで性能の高い電子体はない───そう断言できるほどの素体だった。

　そういえば、このときだったはずだ。電子体の外見を決めることになって、勝手に青子の身体情報を使ったのは。

（あいつ、私の顔を使うつもりだったのよね）

　巴は夜やの顔のほうが万人受けしていいとか、自分は目つきが悪いからダメだ、とか色々言っていたが、単に自分の顔にするのが恥ずかしかっただけだろう。

　だから、青子の身体情報を入力した上で変更できないようにロックをかけた。

（青子アイツなら簡単に解けたのにね）

　そうしなかったということは、まんざらでもなかったのだろう───巴夜は勝手にそう思っていた。彼女が病死した今となっては、確かめようのないことだが。

（───あ、起きる）

　意識が急速に浮上していく。

　もっと続きを───しかし願いは届かず、夢の景色は少しずつ色を失ってモノクロに支配される。

（……また、見れたらいいな）

　目覚める直前まで、彼女は二度と会えない友人に思いを馳はせていた。




「ふむふむ……なるほど。イーちゃんの解釈は独特ですね。妹と発想が違って大変参考になります」

〈えっへん、それほどでもありますですよ〉

　大たい河ががリビングに戻ってくると、冬ふゆ姫きとイオラが楽しげに話しこんでいた。

　誰だれに対しても物もの怖おじしないイオラはともかく、人見知りの激しい冬ふゆ姫きがこの短時間で仲良くなっていたのは意外だった。まあ、イオラは人じゃないわけだが。

　時刻は夜の七時をまわっており、真っ暗な空からは大粒の雨が嵐のように降り注いでいる。窓を叩たたく雨音がその激しさを物語っていた。

（予報じゃ明日の朝には止やむらしいけど……こりゃ朝練は無理だな）

　そんなことを考えていると、背後でバン！　と寝室の扉が開いた。

　漆うるしを塗ったような深い黒髪に、避暑地に出かけるお嬢様のような服装。ゆっくりと姿を現したのは切きり燈とう巴は夜や───であるはず、なのだが……。

「……え～っと」

「゛あ～……頭、重いぃぃ……」

　淑しゆく女じよから遠くかけ離れた呻うめき声ごえ。

　何な故ぜそんなに荒すさんでいるのかと言いたくなるほど、目つきの悪い瞳。

「……亡者？」

　ふらふらと今にも倒れそうな身体からだを引きずるその姿は、冬姫でなくともそれが切燈巴夜であることを疑うような有り様だった。

　何と言うか、二日酔いの人間でもこれよりはマシと言いたくなるレベル。

「は、巴夜？　どうしたお前？」

「っさい、だぁってろ……顔、洗ってくる……」

　呆あつ気けにとられる兄妹の前を、巴夜はあちこちに身体をぶつけながら通りすぎていく。その後ろ姿が完全に見えなくなったところで、冬姫がぽつりと呟つぶやく。

「……誰ですか、あれを大和やまと撫子なでしこのお嬢様とか言った大馬鹿は」

〈マスター、寝起きはいつもあんな感じですよ？〉

「まじで!?」

　よくもあれが清せい楚そで可か憐れんな大和撫子に変化できるものだ。そこだけは本気で感心する。

〈あれは熟睡できたときにしか見せない顔でやがります。ゆっくり休めたようで何よりなのですよ〉

「人の家のベッドで熟睡するのはどうかと思いますけどね」

　イオラがほのかに笑みを浮かべる一方で、冬姫の言葉は厳しい。

　数分し、すっきりした様子の巴夜が戻ってくる。といっても、先ほどまでの死んだ魚のような瞳に比べれば幾分マシといった程度で、とてもじゃないが大和撫子とは呼べない。

「……のど渇いた」

「待て、それ俺おれの水───って聞いてねえし」

　躊ちゆう躇ちよなく冷蔵庫を開けた巴夜は飲みかけのミネラルウォーターを一気に飲み干す。そして空になったペットボトルを投げ捨て、半眼で言い放つ。

「おかわり」

『やりたい放題（です）か！』

　傍ぼう若じやく無ぶ人じんすぎる振る舞いに、思わず兄妹で突っ込んでしまう。だが巴は夜やは気にする素振りも見せず、むしろ「アンタたちがおかしい」とばかりに胸を張る。

「なによ、そんなに高いものでも大切なものでもないでしょうが。だったらアタシのために使われることを光栄に思ってほしいわ」

　暴論ここに極まり。大たい河がもそうだが、冬ふゆ姫きも唖あ然ぜんとしている。

〈口が悪くなって思考が単純になるのも寝起きの特徴でやがります。……マスター、マスター。しゃんとするです〉

「あ？　何よイオラ？」

〈冬姫が見てますですよ。猫かぶらなくて良いですか？〉

「面倒だからいいわ」

　今までは何だったのかというくらいに、巴夜はあっさりと仮面を投げ捨てた。寝起きで思考が単純になっている、というのは本当らしい。

「随分と寝ちゃってたみたいね。大河の成績もこの調子なら大丈夫そうだし……そろそろお暇いとましようかしら」

　模擬テストの結果を一いち瞥べつし、巴夜は手で乱れた服や髪を直していく。そして思わず見み惚とれてしまうほどに優雅な一礼を見せ、一瞬のうちに品の良い笑みを浮かべる。

「それではお二人とも、本日は大変お世話になりました。今日見聞きしたことを外部に漏らした場合、あらゆる手段を使って物理的・精神的に口を塞ふさぎますので、よろしくお願いしますね？」

『もう帰れ！』

　品が良いのは外面だけだった。

「言われなくとも帰ります。行きますよ、イオラ」

〈はいです。それではタイガ、フユキ、また次の機会に───〉

　一人＋一体が帰ろうと玄関に向かう、そのときだった。

　何の前触れもなく明かりが消え、室内が暗くら闇やみに包まれた。

〈あらら？〉

　停電───あらゆる光が失われる中、唯一イオラだけが燐りん光こうを放って淡く輝いている。窓の外を見れば、部屋だけでなく街全体が闇色に覆い尽くされていた。

「どうやらここだけではないようですね。この大雨で発電所がやられましたか？」

「そんなヤワな造りじゃないはずよ。これは管理側の───っと、言ってるそばから来たわ。本社からよ、電力制御システムがダウンしたみたい」

　新都市の電力は大規模構造体によって管理制御されている。どうやらそちらのほうで問題が起こったらしい。

「……例の不具合の一環ですか。まったく、切きり燈とうは何をしているんですか。こんな大規模な停電を引き起こすなんて」

「アタシに言わないでもらえる？　その件には一切関わってないんだから。……けど、これはさすがにまずいわね。このご時世、電力がないと何もできないわよ」

　そうこうしているうちに非常用電源が起動、室内に明かりが灯ともるが、かなり薄暗い。

「……ま、こうなるわよね」

〈この部屋は電力消費が激しすぎでやがりますね。フユキ、カスタマイズしすぎでありますよ〉

「う……仕方ないじゃないですか。こんなことになるなんて思いませんし」

　あらゆるものがネットワーク上で制御されている現代、各家庭の消費電力も莫ばく大だいだ。非常用電源といってもマンション全体を補えるほどではない。ましてや天てん陵りよう家は一般家庭よりも消費電力が多く、セキュリティにほとんどの電力を持ってかれてしまっていた。

　外の状況も概おおむね似たようなもので、街灯も信号機も全て消えている。

　おそらく構造体の管理にほぼ全ての予備電源を使ってしまっているのだろう。おまけにこの大雨。天然の光源である月明かりも遮さえぎられ、外の視界は最悪と言っていい。

〈マスター。この中を帰るですか？〉

「……できれば遠慮したいわね。交通システムもやられちゃってタクシーは使えないし、歩いて帰るとずぶ濡ぬれになりそう」

　天陵家から切きり燈とう本社までは徒歩で十五分ほど。決して歩けない距離ではないが、風もかなり強い。歩きは極力避けたかった。

　と、イオラが何か思いついたように、ポンと手を叩たたいた。

〈でしたら、今日はここに泊まるというのはどうですか？〉

「は？」

　何だか妙なことを言い出した。

〈どうせ帰っても停電の対処に駆り出されてまた徹夜でやがります。ならば明日からのテストに集中するため、この家で一晩過ごすのもアリですよ〉

「ちょっとイーちゃん、何を勝手なことを言っていますか。そんなこと許しませんよ」

「…………」

　冬ふゆ姫きが慌ててイオラに詰め寄る。そんな二人を横目に、巴は夜やは黙って考え込む。

〈何か不都合でも？〉

「大ありですよ！　友とも達だちでもなんでもない、ただの知り合いをどうして泊めなくちゃいけないんですか！」

〈でも、すでにベッドを貸していますですよ？　あまり変わらないですが？〉

「全然、違いますっ！　いいですか、そもそもこの家は兄と妹が思う存分愛し合うための場所であって───」

〈……あ、申し訳ありません、フユキ。所用ができましたので、少し席を外します〉

「はあっ!?　ちょっと、イーちゃん!?」

　イオラは冬姫の力説から逃れるように虚空へ溶けていく。

　その一方で、巴夜は顔を俯うつむかせてぶつぶつと呟つぶやいていた。

「……そうね、そういう手もありね。ずぶ濡ぬれになって帰ってもこき使われるだけ、今日くらいはゆっくり休みたいもの。コイツなら迷惑かけてもなんとも思わないし……」

「いや、そこは思えよ」

　小声で突っ込むが、巴は夜やは聞こえないとばかりに顔を上げる。

「……決めた。今日はここで厄介になるわ。拒否権はないから、よろしくね大たい河が♪」

　そう言って、巴夜は腹立たしいほどに良い笑みを浮かべた。
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「眠らないの？」

　午前三時。

　豪雨と暴風で窓が揺れる中、囁ささやくような小さい声が耳に届いた。黙って天井を見上げていた大河は首を傾け、声の主に目をやる。

　馬鹿みたいに大きいキングサイズベッドの端───一メートルほど離れたところで、巴夜がこちらをじっと見つめていた。

「……一応謝っておくわ。もしアタシのせいで眠れないのなら、ごめんね」

「そんなんじゃねえよ……つーか、感謝したいくらいだ」

「……？」

　意味深な物言いに巴夜が首を傾かしげる中、大河は腕の中で眠る冬ふゆ姫きを引き寄せる。

　柔らかい身体からだの感触や女の子特有の甘い香りが一層強く感じられ、それだけで否いや応おうなしに体温が上がっていく。

（本格的に終おわっちまってるな、俺おれ……）

　先日の海での一件。あれで、完全に理性のタガが外れてしまった。

　一ヶか月げつ近く一緒に寝ていたと言うのに、今はもう近くにいるだけで抑えが利かなくなりそうになる。昨晩は結局一睡もできなかった。

　だから、第三者がいてくれるのは正直ありがたかったりする。

「そっちは？　まだ寝ないのか？」

「中途半端に寝ちゃったからね。それに……このシチュエーションはさすがに緊張するわ」

　こんな状況───それが三人同じベッドに寝ている状況を指していることは、さすがに察しがついた。確かに珍しいというか、普通はないだろう。

　───最初は大河が一人、ソファで眠るつもりだった。

　しかし冬姫が「なら自分も」と言って聞かず、かといって客人である巴夜をベッドから追いやるわけにもいかない。結局全員揃そろって寝られるベッドの大きさが仇あだとなり、こうして三人並んで横になっている、というわけだ。

　しかし───。

「……嘘うそつけ。緊張してるやつが、そんな格かつ好こうで寝るかよ」

　巴は夜やがパジャマ代わりに着ているのは、男物のワイシャツ一枚だけ。

　サイズが合っていないのか、大きく開かれた襟元は鎖骨まで晒さらし、程よく膨らんだ双丘も顔を覗のぞかせている。下に至っては下着以外穿いておらず、短い丈のせいで少し動くだけで見えそうだった。

　正直、目の毒以外の何物でもない。

「これ？　仕方ないでしょ、替えの服なんて用意してなかったんだから」

「他にも色々置いておいただろうが。なんで選よりにも選ってそれなんだよ」

「これが一番寝やすそうだったから。それに……このほうがアンタも嬉うれしいでしょ？」

　巴夜はにやにやと意地の悪い笑みを浮かべ、シャツの裾すそをほんの少し摘み上げた。

　咄とつ嗟さに目を逸そらす大たい河がだが、一瞬だけ淡い水色の生地が見えてしまう。

「布切れ一枚で顔真っ赤にしてんじゃないわよ。みっともない」

「……お前はもうちょっと慎つつしみを持て」

「あら、それは妹さんに言うべきじゃない？」

　冷ややかな視線が大河の腕に抱きついている冬ふゆ姫きに向けられる。

　確かに露出度というか、単純なエロさでは下着まで透けて見える冬姫のネグリジェのほうが上だ。しかし巴夜の格かつ好こうは少々ベクトルが違う。

　見えそうで見えない、そんなギリギリのラインが人の目を惹ひきつける。特に巴夜は普段肌を隠すような服装をしているため、その破壊力は凄すさまじい。

「……と、そうだ。お前に渡す物があったんだ」

　話を逸らす意味も込めて、端末からプログラムを取り出して巴夜に渡す。

　受け取った巴夜はすぐさまウィンドウを開いて内部情報を一いち瞥べつし、疑うような目で大河を見据える。

「何これ？　攻性プログラムじゃない。アタシに使えとでも？」

「んなわけあるか。ここ最近《アリエス》を含めた切きり燈とう管理の構造体で流は行やってる新型プログラムだよ───《天使》作の、な」

　最後の単語を聞いた瞬間、巴夜の目が一気に真剣なものに変わった。どうやら彼女もプログラムの存在は認知していたらしい。

「どうやって手に入れたの？」

「知り合いに情報通がいてな」

　大河がレオンからこれを受け取ったのは、彼女がお風呂に入っていたとき。

　それなりに苦労したようで「三回じゃ割に合わねえっ！」と追加報酬を要求されてしまったが、たった一日でやってくれたのだ。それくらいは受け入れるつもりだった。

「……んにゃ……おにぃ……」

　と、二人の声に反応したのか、冬姫が甘えるように顔を擦こすりつけてくる。

　まるで「取られたくない」と言っているようなその姿に、巴夜は何とも言えない表情を見せた。

「……仲、良いのね」

「そりゃまあ、たった一人の家族だしな」

　嘘うそだ。もうとっくに、ただの家族じゃなくなってる。

　だが巴は夜やは誤ご魔ま化かされてくれたようで、目を伏せると呟つぶやく。

「……家族だからって仲が良いわけじゃないわよ。それが唯一の肉親であろうとね」

　巴夜は陰を感じさせる、もの悲しい笑みを浮かべる。

　大たい河がの知っている巴夜の家族構成は父親だけだ。そして「唯一の肉親」───その言葉の意味は嫌でも理解できた。

「……もう寝るわ。これの解析はやっておくから、アンタもちゃんと休んでおきなさい」

　そう言うと、巴夜は大河に背を向ける。寝付きは良いのか、十秒ほどで微かすかな寝息が聞こえてきた。

「……だから眠れないんだっての」

　大河は無理やり目を閉じる。眠れないにしても、明日に備えて頭を休めておかなければ。

　しかし、その決意はものの数秒で打ち破られた。

　雨風に紛れて小さな電子音が聞こえ、大河は薄目を開く。それと同時に、視界の端に淡い燐りん光こうが映り込んだ。

（……イオラ？）

　そこにいたのは、冬ふゆ姫きとの会話の途中で消えたイオラ。そういえばアレから姿を見ていない。もしかして今になって戻ってきたのだろうか。

「イオラ、おーいイオラ」

〈…………〉

　呼びかけにも応じず、イオラは焦点の合わない瞳で虚空を眺め続ける。まるで魂が抜け落ちているかのように。

　大河が不安になって手を伸ばしたところで、ようやく彼女の瞳がこちらを捉とらえた。

〈……あ、タイガでやがりますか。どうしましたですか？〉

「こっちの台詞せりふだよ。急にどっか行ったと思ったら、いきなり戻ってきやがって。何してたんだ？」

〈急にどこかへ行った……？〉

　イオラは「覚えがない」とでも言いたそうに首を傾かしげる。

　彼女の姿が見えなくなったのは約八時間前。こんな停電の中で何をしていたのか、と聞いただけなのだが……まさか本当に覚えていないのだろうか。

〈そうでやがりますか。いなくなっていたですか……〉

　イオラは呟くと、空中で器用に身体からだを捻ひねって大河の胸の上に座り込んできた。投影された映像なので重さは感じないが、くすぐったいような錯覚を覚える。

　その顔に暗い感情を見て取り、大河は優しく問いかけた。

「どうした？　何だか不安そうな顔してるが？」

〈不安……イオラは不安なのですか？〉

「いや、聞き返されてもな。俺おれにはそう見えたってだけだし」

　多分に感覚的なものだ。根拠があるわけではない。

　だがイオラはその言葉に何かを感じたのか、迷うように視線を彷徨さまよわせると、おもむろに話し始めた。

〈……少し、心配事があるです〉

　イオラの表情は真剣そのもので、大たい河がも静かに耳を傾ける。彼女はまるで言葉を探しているかのように口を開いては閉じ、やがて一つの問いを投げかけてきた。

〈もし自分が大切な人に迷惑をかけたとき、タイガならどうするですか？〉

「……また妙な質問だな」

　ちらりと横で寝ている巴は夜やに目をやる。「大切な人」というのは彼女のことだろう。

　とはいえ、質問が曖あい昧まいすぎて明確な答えは出せない。大河は少し悩んだ末、自分に当あて嵌はめて答えることにした。

「そうだな……たぶん、自分一人で何とかしようとする」

　天てん陵りよう大河とはそういう人間だ。自分が原因なら間違いなく一人で解決しようとする。

〈そうですか……それしかありませんですか〉

　大河の答えに、イオラは諦あきらめたような表情を浮かべる。そんな彼女を見て、大河はいったん言葉を切ると小さく呟つぶやく。

「そんでもって……全部背負いこんで、潰つぶれるだろうな」

〈……え？〉

　ぽかんとするイオラに笑いかけ、大河は言葉を続ける。

「絶対に失敗するとは言わないけどな。でも人には限界がある。全部一人でやるなんて無理なんだよ。俺みたいな人間は、そんな簡単なことにも気づかない」

　頼れる人なんていなかった。自分で切り開くしか道はなくて、それが当たり前だと思っていた───一ヶか月げつ前の自分なら。

　でも、今は違う。

　冬ふゆ姫きと再会して、涙るいや紫し緒おと出会って、誰だれかを頼る強さを、支え合うことの尊さを知った。甘えてもいいと言ってくれた。

　だから、それを真正面から伝える。

「お前のマスターはそう簡単に潰れるほどやわじゃない。ある程度の迷惑ならかけちまえ。それでも安心できないなら、約束する。俺が何とかしてやるよ」

〈……タイガ〉

「これで答えになったか？」

　イオラは両手をそっと胸に当てる。まるで大切な何かを、そこにしまい込むように。

〈───はい。もう大丈夫です〉

　そう言って、彼女は零こぼれるような淡い笑みを浮かべた。

〈これで安心なのですよ。何かあってもタイガが何とかしてくれますから〉

「待て待て、全部俺おれ任せかよ」

〈ダメでやがりますか？〉

　不思議そうに首を捻ひねるイオラに、大たい河がは小さくため息をつく。

「どうにもできないなら仕方ないけどな。でも自分でどうにかする努力は怠おこたるなよ」

〈了解です。悪あがきくらいはしてみますです〉

「悪あがきって……まあいいや、また明日な」

〈はい、また明日なのです〉

　大河は目を閉じると、意識を闇やみの中に埋没させていく。

　イオラはそんな大河をじっと見下ろし、やがて巴は夜やの端末の中へ帰っていく。

〈……これで安心なのです。何があっても、タイガが止めてくれるですから〉

　小さく、本当に小さく囁ささやかれたその言葉は誰だれの耳にも届くことなく、雨風の音にかき消された。
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　四日後、中間試験最終日。

「───はい、そこまで。全員筆記用具を置いて」

　チャイムの音と同時に、教室内がにわかに騒がしくなる。

　あちこちで好き勝手に喋しやべり始める生徒たち。四日間拘束された反動からか、「この後の予定」を決めていく中で、大河は一人机に突っ伏していた。

　帰り支度を終おえた冬ふゆ姫きと涙るいが近寄ってきても、わずかに顔を上げるだけ。

「何だか疲れきってるね～、大丈夫？」

「あんまり大丈夫じゃない……」

「情けないですね。たかだか四日間じゃないですか。それより、肝心の出来のほうはどうでした？」

「赤点はないはずだ……多分」

　断言できない理由は最後の現代国語。模擬テストよりも問題数が多く、かなりてこずった。点数も相当悲惨なことになっているだろう。とはいえ、あとは結果が出るのを待つしかない。

「返却日って一週間後だよね？」

「ええ。全科目まとめて返ってきますね。兄はそれまで悶もん々もんとして過ごすことになるわけです」

「……そういうお前らはどうだったんだよ？」

「愚問ですね。全科目パーフェクトに決まってるじゃないですか」

「決まってるのか」

「涙るいさんも九割がたできたかな～って」

　大たい河がはさすが、と心の中で称賛の言葉を贈る。周りがとびきりの優等生ばかりだと自分が格別劣っているように感じてしまうから不思議だ。

　教室から人が捌はけてきたところで、涙がぱちんと両手を合わせる。

「じゃあ、涙さんたちも遊びに行こっか！　どこがいいかな？」

「そうですね。たまにはレジャー施設のほうに行ってみるのも───」

「あ、悪い。これからちょっと用事があるんだ。先に帰っててくれ」

　試験終了すぐに手伝い開始ということで、大河は朝のうちに巴は夜やから呼び出しのメールを受けていた。初日は教師棟に集合とのこと。

「……そうですか。なら、るっちゃんと二人で行ってきます」

　露骨に不満げな冬ふゆ姫きに見送られ、大河は教室をあとにする。少しだけ罪悪感を感じてしまうが、今の自分は冬姫と距離を取ったほうがいい。

　それからの数時間は、まさに地獄だった。

　合流した巴夜に連れられて教師棟に向かい、そこで今日搬入予定の精密機器を運ばされ、続いて連れて行かれたのは電脳科三年棟に近い場所にある生徒会室。他の役員は別の仕事があるということで、溜たまっていた膨大なデータ処理を巴夜と二人でこなす羽目に。

　ひたすら仮想キーボードを打ちながら時間だけが過ぎていき───。

「お、終おわった……」

　終わる頃には、外はすっかり暗くなっていた。

　五時間にも及ぶ作業で疲弊しきった大河は間借りしている机の上に突っ伏す。他の役員は全員帰ってしまい、生徒会室に残っているのは大河と巴夜の二人だけ。

「生徒会ってのはこんなふざけた量の仕事をこなしてんのか……よく過労死しないな」

「全員が選ばれた精鋭なのよ。このくらいは余裕でこなせるわ」

　誰だれもいないということもあって、巴夜の口調も素に戻っていた。

　大河の作ったデータをざっと確認した巴夜はデータを端末に保存、軽く伸びをすると弾みをつけて立ち上がる。

「それじゃ今日は帰りましょうか。明日からは三連休だし、続きは週明けね」

「うーい……」

　戸締まりを済ませた二人は並んでリニア駅へと向かう。

　遅くまで練習しているスポーツ科はともかく、生きつ粋すいの文化系である電脳科には全くと言っていいほどひと気がなく、薄暗い大通りを二人だけで歩き進める。

「……静かだな」

「この時間だとリニアの本数も少ないしね。寮に住んでいる生徒以外はとっくに帰ってるわよ」

　切きり燈とう学園は全国から生徒を募集しているため、寮設備も充実している。

　北に行けば何十棟もある学生寮が立ち並んでおり、毎年新入生の申し込みが殺到しているとかなんとか。ちなみに大たい河がと冬ふゆ姫きも最初は経済的に楽な寮住まいを検討していたのだが、「一緒に住めないじゃないですか！」という理由から却下された。

「そういえばイオラはどうしたんだ？　今日は見てないけど」

「あー、なんかアンタの家から帰ったあとで急に大人しくなっちゃってね。滅めつ多たに表に出てこなくなったのよ。今度はどんな変な知識を仕入れてるのやら……」

　巴は夜やは本当に困ったように遠い目をする。確かに先日の彼女は非常にユーモラスな性格になっていた。

「どんな形であれ、成長してるなら喜ばしいことじゃないのか？　そういう目的でイオラを作ったんだろ？」

「そーなんだけどねー……前の死神化を見てると、素す直なおに喜べないのよ」

　以前、イオラは謎なぞの軍用プログラム《ジェイル》によって意識を失った傀かい儡らい───大河たちは死神と呼んでいる───へと変へん貌ぼうした。その前兆として急激な感情表現の発達があったのは事実だ。

「……そういえば、《死神》についてはあれから何かわかったか？」

「何も。イオラの内部に《ジェイル》のプログラムコードを仕込める人間は限られてるけど、外部からのハッキングの線がないわけでもない。証拠もない状況じゃ絞りようがないわ……っと、そうだ。はい、これ」

　巴夜が渡してきたのは、一つの文書データ。

「前にもらった攻性プログラムの調査結果よ。ついでに今わかっている《天使》の情報についてもまとめておいたわ」

　大河は文書にざっと目を通す。

　まとめると「攻性プログラムの中に本来不要なプログラムが組み込まれており、分析結果から推察するに、話に聞いていた《ザイゴート》の可能性が高い」と記されていた。

「……《ザイゴート》。あれが仕込まれてるのか」

　電子体に感染して漆黒の騎士を作り出す寄生型プログラム。二週間前にも紫し緒おの電子体に感染し、大河たちを苦しめた。

「凄すごく高度なプログラムよ。電子体に感染して別の素体を作り出すなんて、並のプログラマーにできる芸当じゃないわ」

「冬姫も同じようなことを言ってたな。自分に匹ひつ敵てきするか、それ以上だって」

　巴夜は切きり燈とう社内でも数少ない上級プログラマーと、かなり優秀な人間だ。

　そんな彼女であっても《ザイゴート》の構成情報は半分も理解できなかった。このクラスのプログラマーはそういない。

「唯一まともに接触したアンタや西さい園おん寺じさんの証言を信じるなら、《天使》は管理者権限マスターコードを使っていた。ハッキングして奪ったか、あるいは切燈の関係者なのか、今のところ判断はできないわね」

　そう言いながら、巴夜の脳裏には一人の少女が浮かんでいた。

　おそらく冬ふゆ姫きをも凌りよう駕がする並外れたプログラミングスキルを持ち、なおかつ切きり燈とうに関係している人間───思い当たる人物が一人だけいる。

　だけど、あり得ない。あってはならない。だって彼女は、もう───。

（……馬鹿馬鹿しい）

　軽く頭を振って、思考の端に浮かんだ最悪の想像を棄却する。

「一応、会社にも報告しておいたけど……正直、動いてくれるとは思えないわ。今は例の不具合で手いっぱいだし、『よくわからないけど対策しろ』なんて無む茶ちやな話、聞いてくれるはずないもの」

「だよなー……」

　大企業を動かすには情報が足りなすぎる。

　それにしても、不具合の時期が重なっているのも気になる。もしかするとこちらも《天使》の仕業かもしれない───そう邪推してしまう。

「それで巴は夜や。死神事件と天使、この二つが関係している可能性は？」

「………………」

　巴夜は考えをまとめるように目を閉じる。

　その可能性は二週間前、天使の存在を知ったときに思い浮かんでいた。なにせ天使が切燈関係者ならばイオラに細工することも可能、おまけに時期が重なりすぎている。結びつけるなというほうが無理な話だろう。

「……五分五分、ってところかしら」

　やがて彼女が絞り出したのは、熟考した割には自信のない答えだった。

「五分って、そんなに低いか？　俺おれはほぼ間違いないと思うんだが」

「アタシも心情的には九分九厘って言いたいけどね。どうにも《天使》の目的が見えてこないのよ」

　帰りのリニアに乗り込んだ二人は向かい合って座る。新都市中央駅まで約十分。夜の街を静かに駆け始めた列車の中で、会話は続く。

「ただの愉快犯という可能性もあるけど、それにしては手が込みすぎてる。特にイオラに細工するなんてリスクが高すぎるし、《ジェイル》を仕込んだ意図もわからない。判断材料が少なすぎて確かなことは何一つ言えないわ」

　天使についてわかっていることは極端に少ない。

　電脳世界である以上、声や体格はいくらでも変えられる。それに管理者権限を使われているならログインポイントを逆算することもできない。こんな状況では判断のしようがないだろう。

　やがてリニアは駅に到着し、二人は改札を通って外に出る。

　切燈本社に仮住まいしている巴夜と大たい河がでは帰る方向は正反対。ここでお別れだ。人で溢あふれる駅前を抜けたところで、巴夜はいつも通り淑しゆく女じよの仮面をかぶり直す。

「それでは大河くん。また月曜日にお会いしましょう」

「明日は何もしなくていいのか？」

「私も暇ではありませんから。明日からはさっそく例の不具合の対処に駆り出されることになっています。三連休とはいえ、休める時間はほとんどないでしょうね」

　素の彼女ならば億おつ劫くうそうにため息をついていただろうが、猫かぶりモードの今は柔和な微笑ほほえみを崩さない。それが当然だと割り切っているように見せるための、嘘うそで塗り固められた仮面。

「……なあ、俺おれにもなにか手伝えることはないか？」

　気がつけば、大たい河がは自然とその言葉を口にしていた。少し驚いた様子の巴は夜やは周りに聞こえないよう、顔を寄せて囁ささやきかけてくる。

「なに？　まだ仕事がしたいわけ？」

「この前みたいに倒れられたら目覚めが悪いってだけだ。お前は自分の体調も管理できないみたいだからな」

「あら、平気で無む茶ちやするようなやつが言ってくれるじゃない」

　ころころと笑う巴夜だが、大河にしてみれば彼女だけには言われたくない。

　少なくとも刹せつ那な的に無茶をする大河よりは、長期的に無理をする巴夜のほうが色んな意味で危険だ。

「手伝いね……確かにアンタでもできる単純作業は山積みよ。でも根本をどうにかしないと仕事が増える一方なのよね」

「そっちのほうはどうしようもないのか？」

「残念ながら対策チームが結成されたけど、未いまだに解決の目め途ども立ってないわ。青あお子こが生きてたら、さっさと片づいたんでしょうけど……」

〈───ならば、フユキはいかがでしょうか〉

　と、何の前触れもなくイオラが二人の間に現れた。

「……いきなり出てきた上に突然ね。どうして冬ふゆ姫きさんの名前が出てくるわけ？」

〈フユキの電脳技術はかなりのものです。彼女なら、どうにかできるかもしれません〉

「……確かにあの娘この技術は大したもんだわ。青子ほどじゃないにせよ、アタシよりは確実に上だし……」

　イオラの提案を受け、巴夜は顎あごに手を当てて考え込む。大河は面倒なことになりそうな予感をひしひしと感じながらも、諦あきらめて空を見上げる。

「うん、決めた。日取りは……明後日がいいわね。冬姫さんを連れて切きり燈とう本社に来てちょうだい。アンタの望み通り、仕事を手伝わせてあげるわ」

　こうして、兄妹の切燈訪問が半ば強引に決められた。





　　　　　　　◆　◆　◆






「さてと、これで仕込みは充分かな」

　青白い光に包まれた一室に、小さな呟つぶやきが反響する。

《天使》は今まで弄いじっていたウィンドウを閉じると、部屋の中央に浮かぶ直径十メートルほどの巨大な球体を見上げる。

「切きり燈とうグループ本社構造体、メインサーバーか……さすがに大きいね」

　特別なパスキーを持たなければ入れない、切燈グループの中枢。あらゆるシステムを管理している電脳空間に、《天使》の姿はあった。

「しかしいくら不具合の対処で手いっぱいとはいえ、こうも簡単に忍び込めるとはね。わざわざ停電まで起こした甲か斐いがあった」

　新都市が停電を起こせば、切燈本社の演算能力を他に回すだけではなく、大量の苦情が寄せられる。それは回線が一時的に麻ま痺ひするほどの膨大な情報の洪水。そこに一握りの異物が紛れ込んでいたとしても、誰だれも何も気づかない。

　おかげで自由に動き回ることができ、天てん陵りよう冬ふゆ姫きを閉じ込める《監獄》も完成した。準備は完了、あとは実行するだけ。

「む……」

　ふと、右腕に違和感を覚えた。

　ピリッと電気が奔はしったように神経が麻痺し、力の抜けた右腕はだらりと垂れる。

「……まだ抵抗しているみたいだね。自我はほとんど潰つぶしたと思っていたけど……存外しぶといじゃないか」

《天使》は「無駄な努力だ」と言わんばかりに嘲ちよう笑しようすると、右手首を掴つかむ。パチッと微かすかな火花が散れば、それだけで右腕の支配権はこちらに戻ってくる。

「……これで、やっと終おわる。誰にも邪魔はさせない」

　計画の実行まで、あと二日。

　煮にえ滾たぎった憎悪を吐き出して、《天使》はメインサーバーから消えていった。









　　第三章　カウントダウン






　ピピピピピ───ッ。

　それは朝八時のことだった。

　切きり燈とう本社ビル三十三階、巴は夜やのプライベートルーム。安らかに眠っていた巴夜の周りで数十ものウィンドウが展開、凄すさまじい音量を掻かき鳴ならす。

「……あ……う、あー……？」

　耳を塞ふさぎたくなるほどの喧やかましさ。

　ベッドの上で丸くなっていた彼女は一分ほど身体からだをよじった後、ようやく起き上がる。

　ただし、その動きは「ゾンビのほうがもうちょっと素早い」というほどに緩慢で、覇気の欠片かけらもない。

「……あー……時間、か……起きなきゃ……ぁてっ」

　ベッドから降りようとして体勢を崩し、床に強く頭を打ちつける。そのまま数十秒が経たち、ようやく身体を起こす。

「……………………太陽なんて滅びろ」

　もはや日課となっている台詞せりふで日輪に呪じゆ詛そを吐きかけた巴夜は、あちこちにぶつかりながら洗面所へと向かった。

　顔を洗い、ぼさぼさの髪を整え、適当に朝食を食べ終おえれば、時刻は九時。いつも通りスーツに着替えながら、頭の中で今日の予定を反はん芻すうする。

（午前中は不具合の対処、たぶん細こま々ごまとしたクレーム処理でしょうね。原因も何もわかっていない以上、できることは少ない……ま、仕方ないか）

　先週の大停電を受けて、切燈はすぐさま対策チームを結成、相次ぐ不具合の対処に当たっている。が、成果はあまり芳かんばしくない。そのせいで休日だというのにほぼ全ての職員が本社構造体に駆り出されていた。

　巴夜は扉の前に立つと、大きく深呼吸する。

　───ここから一歩でも外に出れば「職場」。そう自分の頭に深く刻み込む。

「……今日も一日頑張りましょうか」

　午後二時には天てん陵りよう大たい河がが来る手て筈はずになっている。それまでに急ぎの仕事だけでも何とか片づけなくてはならない。なかなかハードなスケジュールだ。

（そういえば、妹さんの説得はできたのかしら？）

　昨日の時点で天陵冬ふゆ姫きが随伴するかどうかは未定だった。巴夜としては大河よりも彼女に来てほしいのだが、そこはあちらの事情もある。無理強いするつもりはなかった。

（あの娘こ、アタシのこと嫌いみたいだしね～。仕方ないか）

　エレベーターに乗って本社ビルを降りながら、端末を指で小突く。すると内部にいるイオラが投影機で映し出され───ない。

（あれ？　いないの？）

　端末の内部を覗のぞくも、そこにＡＩの少女は見当たらない。昨日の夜いないことは知っていたが、まさか帰ってないとは思わなかった。どこに行ったのか探そうとしたところで別の職員が乗ってきて、巴は夜やはウィンドウを閉じる。

（ま、そのうち帰ってくるわよね）

　自分で納得すると、巴夜はエレベーターを降りて研究室へと向かっていった。





　　　　　　　◆　◆　◆






　同日、午前十時。

「うんしょ、っと……ふう」

　空調の効いた車内から降りた銀髪の少女は、よく晴れた青空を見上げる。

「……やっとついた」

　小さくひとり言を漏らし、紫し緒おは持ち慣れないキャリーバッグを引きずって、改札へと歩き始めた。

　本日の服装は涙るいと相談して新しく購入した、薄い黒のカッターシャツに白のハーフパンツ。可愛かわいいよりも、かっこいいと評されるようなコーディネート。

　スタイリッシュな出いで立たちは彼女の涼やかな風貌と相まって通行人の視線を誘うものの、当の本人は荷物を運ぶのに夢中で気づかない。

　バッグは一応車輪の付いたタイプなので、非力な紫緒でも充分運べる。が、パンパンになった荷物は相当重く、おまけに動くたびに身体からだの節々が痛み、紫緒は苦労して改札を通り抜けて一息つく。

「え、と……迎えに来るって言ってたけど……」

　休日で人の出入りの激しい改札口の横で、迎えに来ているはずの友達三人の姿を探す。

　ついでに街の景色もざっと見渡すと、見えてくるのは真新しい街並み。

「……やっぱりいいなー」

　羨せん望ぼうの言葉が口をつく。

　新都市は切きり燈とうグループと共に発展してきた街、その名の通り、まだまだ新しい。もし何か始めるとしたら───これほど相応ふさわしい街はないだろう。

（逃げ場所、のつもりじゃないんだけど……そう見えちゃうのかな）

　鴉からす羽ばに、彼女の居場所はない。

　いてもいなくても変わらない幽霊のような扱い。そこから抜け出すための第一歩として、彼女は新都市ここにやってきた。

　その選択が正しかったのかどうか、まだわからない。迷いと不安は少しずつ心の中に堆たい積せきしていく。

「あっ、いたいた。おーい、紫し緒おちゃーん！」

　見知らぬ土地に来て感傷的になっていたのか、人ごみの中でもよく通るはきはきした声で我に返る。気がつけば、探していた三人がこちらに向かって歩いてきていた。

（……こんなこと考えてたら、心配かけちゃうよね）

　紫緒は迷いを己の中にしまいこむと、荷物を引いて歩き始めた。




　なぜ紫緒が新都市に来ているのか───その理由を語るには、少し時間を遡さかのぼらなければならない。

　結果はどうあれ、無事に中間試験を突破した大たい河がたちは三連休の初日となる昨日、四人パーティーでの初陣として強力な討伐対象ウィルス《三日月の黒龍クロウ・クルワツハ》と戦い、激戦の末、これに勝利した。

　ちょっとした騒動が起こったのはその後、中央街の一角を貸し切って行われた打ち上げの席でのことである。

『一人で暮らしたい!?』

　驚きの声が重なった。

「そ、そんなにおかしいかな？」

　鮮やかな朱色のジュースを飲んでいた紫緒は三人の思わぬ反応に慌てる。

　紫緒にしてみれば宴うたげの席の軽い雑談のつもりだったのかもしれないが、聞かされた三人からすれば寝耳に水。当然といえば当然の反応だった。

「……まさか鴉からす羽ばに出て行くよう言われたとか？」

「違うよ、自分で決めたこと。家から離れて暮らしてみようって。これから先、新しい生き方を見つけるために」

　その言葉は真実でもあり、嘘うそでもあった。

　確固たる意志があるわけではない。ただ何となく現状から抜け出さなくてはならないと思っただけ。明確な目標もなければ、未来のビジョンも持ち合わせていない。

　それでも、行動しなくては───そう思ったから、迷いながらも決断した。

「……そうですか」

　紫緒の瞳をじっと見据えていた冬ふゆ姫きはとりあえず言葉を収める。

　確かにこのまま家族と暮らしていくのは精神的にもつらいだろうし、家を出ていくこと自体は彼女も賛成だった。しかし、一人で暮らすとなると話は別だ。

　鴉羽紫緒はお嬢様だ。それも頭に「箱入り」が三つくらい付くほどの。

（一人になんかさせたら、あっという間に食い物にされちゃいます）

　自分が何とかしなくては───冬姫は使命感に燃えていた。

「住む場所は決めたのですか？　もし決めてないのなら、新都市をオススメしますが」

「最初はそうしようと思ったんだけどね。皆住んでるし。でも空いてる部屋が見つからなくて……」

「あー、それはあるかも。最新システムを導入している最先端都市ってことで、居住希望者も多いんだよ」

　天てん陵りよう兄妹が購入したマンションも、最上階が空いていたのは単なる偶然だった。

　普段から空きが出てもすぐに埋まってしまうため、部屋を探すのも一苦労なのだ。切きり燈とう学園の生徒が寮に殺到するのには、こういった事情もある。

「一応聞いておくけど、金はあるのか？　一人暮らしとなるとそれなりにかかるぞ」

「いっぱいあるから大丈夫。伊だ達てにずっと引き籠こもってたわけじゃないよ」

「や、胸張って言うことじゃないよ、それ」

「ちなみに金額はどのくらいですか？」

「え～と、これくらい？」

　紫し緒おが預金データをウィンドウに映し出す。それを見た冬ふゆ姫きは数秒固まり───。

「……しーちゃんには色々とおごってもらう必要がありそうですね」

「なんで!?」

　なにか不条理なものを見たような、荒すさんだ瞳だった。

　納得いかないのか、冬姫が紫緒の全身をくすぐり始める。その横で涙るいがこっそり耳打ちしてきた。

「どのくらいだったんだろうね？」

「想像したくないな」

　鴉からす羽ばでそれなりに稼いでいた冬姫があんな反応をするのだから、相当な額だったのだろう。ずっと仕事をしていた冬姫と、（言い方は悪いが）ずっと引き籠っていた紫緒。その二人で差が生まれるのだから、世間とはかくも不条理である。

　やがて冬姫のくすぐりから抜け出してきた紫緒が二人のところにやってくる。

「わ、笑い死ぬかと思ったよ……」

「当然の刑です」

　幾分すっきりした顔の冬姫が腰に手を当てて言い放つ。

「……とりあえず、金銭面の心配は必要なさそうですね。でも世間知らずのしーちゃんに一人暮らしなんて無理です」

「世間知らずって……姫ひめちゃんに言われたくないんだけど」

　紫緒の言葉はもっともだが、それ以上に冬姫の言に一理あった。涙も追随するように質問を重ねる。

「掃除、洗濯、炊事。全部一人でやらないといけないんだよ？　できるの？」

「んと、ここ数日色々と調べてたから。たぶん大丈夫だと思う」

「調べてた、って……不安だな～」

「では、試験をしましょう」

「試験？」

「はい。一人で暮らせるだけの生活能力があるかどうか、妹たちが審査するんです。合格したら妹たちは何も言いません。でも不合格なら……ちゃんとできるようになるまで一人暮らしは諦あきらめてもらいます」




　無事に合流した四人は中央駅をあとにして、まず紫し緒おのチェックインを済ませる。

　三連休ということで宿泊施設の空きが心配だったが、新都市にはビジネスホテルも多く、問題なく部屋をとることができた。

　実は大たい河がと冬ふゆ姫きは「数日なら自分たちの部屋で寝泊まりすればいい」と誘っていたのだが、断られてしまった。紫緒が言うには「ホテルに泊まってみたかった」とのこと。

　それから、三人は紫緒を新都市のあちこちへと連れて行った。時間はあっという間に過ぎ、太陽が頂点に達した頃。

「さ。どうぞ遠慮なく上がってくださいな」

「う、うん。お邪魔します」

　紫緒はどことなく緊張した様子で靴を脱ぐと、天てん陵りよう兄妹が住んでいるマンションの一室に足を踏み入れた。その後ろから《パラディス》で拝借した食材を持った涙るいが続く。

「お兄さんと姫ひめちゃんはここで暮らしてるんだ……」

　冬姫と涙が食材を冷蔵庫にしまい、大河がコーヒーを用意している一方で、紫緒は室内をじっと眺める。ほとんど鴉からす羽ばの敷地から出たことのない彼女には、誰だれかの家というのが珍しくてならなかった。

　ふと、半開きになっている扉が気になって、中を覗のぞいてみる。

（大きなベッド……寝室かな？　でも、どうして枕が二つ……も、もしかして一緒に寝てるのっ!?）

　その光景を想像してしまい、両りよう頬ほおが熱くなる。

　慌ててリビングに戻れば、ちょうど大河がコーヒーを淹いれ終おわったところで、顔を紅潮させた紫緒を見て首を傾かしげる。

「どうかしたか？」

「あ、ううん！　何でもないよ！」

　咄とつ嗟さに誤ご魔ま化かすと、カップを受け取って一気に飲み干す。しかし砂糖もミルクも入っていないブラック、苦くて顔をゆがめてしまう。

「何やってんだよ。ほら、こっち飲め」

「ありがと……」

　冬姫用に作ったカフェオレを渡すと、今度はちびちびと飲み始める。そうこうしていると冬姫と涙もやってきたので、四人で一息つく。

　と、大河は紫緒の様子に違和感を覚えた。

　一見するとソファに座ってリラックスしているように見えるが、時折足を気にするような不自然な仕草をしている。動きもぎこちない。

　涙も気づいたようで、こっそり大河に耳打ちしてくる。

「……もしかして足痛めてるのかな？　お昼は涙るいさんが作ったほうがいい？」

「だな。頼めるか？」

「任せて。冬ふゆ姫き、お昼御飯作るから、手伝ってくれる？」

「はい？　今日はしーちゃんのテストのはずじゃ───」

「それはまた今度ってことで。ほら行くよっ」

　そう言うと、涙は冬姫の手を引いてキッチンへと向かった。大たい河がは二人がいなくなるのを待ってから、静かに問いかける。

「……紫し緒お。お前、今日トレーニングで無む茶ちやしたろ？」

「う……っ」

　大河の指摘に、紫緒は目を逸そらす。

　二時間歩き回っただけにしては疲労しすぎている。新都市に来る前から体力を消耗していたとしか思えない。よく見れば二の腕やふくらはぎがぷるぷると震えているし、おそらく筋肉痛だろう。

「最初に言ったろ。身体からだを痛めつけるのが目的じゃない、毎日一定のペースで長く続けることが大事なんだ。まずは体力つけないと」

「ごめんなさい……現実世界リアルでお兄さんと会うの初めてだから、トレーニングの成果を少しでも見せたくて……」

　紫緒はこちらの顔色を窺うかがうように上目遣いで見上げてくる。

　無意識なのだろうが庇ひ護ご欲を誘うような仕草に、大河は小さくため息をつくと、彼女の前で両膝をつく。

「紫緒、足出せ。軽くマッサージしてやる」

「え、ええっ!?」

「このままじゃ歩くのもつらいだろ。簡単にほぐすだけで結構楽になるもんだぞ」

　筋肉痛のつらさはよく知っている。身体を鍛える上では避けて通れないとはいえ、慣れないうちはかなり痛い。

　紫緒は迷うように視線を右往左往させるも、やはり相当痛むのか、ゆっくりと右足を大河の前に差し出してきた。

「靴下脱がすぞ」

「……うん」

　予告してからアンクルソックスをそっと脱がす。

　雪のように真っ白な素足が露あらわになり、大河は両手で包みこむようにして足裏のつぼを指先で押していく。

「ん……ぃた……っ」

　指が押しこまれるたびに奔はしる痛いた痒がゆく、それでいて凝りが解ほぐれていくような奇妙な感覚に、紫緒は小さく悲鳴をあげる。

「最初は少し痛いかもしれないけど、我慢してくれ。すぐに気持ち良くなるから」

「き、気持ち良くって……」

　違う意味で言ってないことは理解している。だがどうしてもそういう行為を想像してしまい、恥ずかしくなって俯うつむいてしまう。

　自分が何を言っていたか気にも留めていない大たい河がは、念入りに足の裏や甲を揉もみほぐしていく。

（……紫し緒おの足、本当に綺き麗れいだな）

　絹のように滑らかな肌。

　走ったこともないのだろうか。あり得ないとわかっていながらそう思ってしまうほど、彼女の足には全く硬さがない。触れるだけで指がわずかに沈み込み、いつまでも触れていたいとまで思ってしまう。

　自然と、マッサージにも熱がこもる。

「ふ……っ。ぁ、く……」

　次第に、痛みがなくなってきた。あとにやってきたのは心地よさ。

　お風呂に入っているときのようにじんわりと温かさが広がっていき、頭の芯がぼーっとなって何も考えられなくなる。

（あ……この体勢……）

　見下ろす先には、膝を床につけ、自分の足を手に取る大河の姿。

（何だか、お兄さん……私に、跪ひざまずいてるみたい……）

　そう考えた瞬間、ピリッと背中に電流が奔はしった。

　思考が蕩とろけるような熱が身体からだの奥で灯ともり、紫緒は乱れた呼吸を繰り返す。しかし熱は一向に冷めてくれない。

（姫ひめちゃん、あのベッドでお兄さんと一緒に寝てるんだよね……きっと抱き合うくらい密着してるんだろうな……）

　二人が重なるように眠る光景が、脳内で鮮明に描き出される。

　───そして、そんな人が自分の前で跪いて足に奉仕しているという事実に、たまらなく背筋がぞくぞくした。

　キッチンにいる冬ふゆ姫きと涙るいから二人の姿は見えない。けど、もし振り返ったら？　きっと彼女は嫉しつ妬とするだろう。もしかしたら怒るかもしれない。

　そんな際どい状況が、親友の想おもい人と隠れてこんなことをしているという現実が、心をさらに熱くさせる。

「ぁは……♪」

　自分の口から出たとは思えないほど、艶つややかな声だった。

「……お兄さん。もっと上のほうも、お願い」

「了解」

　紫緒の言葉に従い、大河は足首を伝って指を上に滑らせる。少し力を入れたら折れてしまいそうな華きや奢しやな足を、丹念に揉みほぐす。













「ん……ふ……っ」

　何を思ってか、紫し緒おは右手の人差し指を自分の口に入れた。

　興奮してどろどろになった口内をかき回し、己の中の熱を発散するように舌で指を舐なる。

　その行為の中でも「お兄さんに気づかれたらどうしよう」という考えが思考を占め、彼が少しでも顔を上げればバレてしまう綱渡りの状況に、頭の中が痺しびれてわけがわからなくなる。

（頭の中、ぐちゃぐちゃで……おかしく、なりそう……）

　初めての感覚に抑えがきかない。

　もう、どうにでもなっちゃえ───そう思った直後、大たい河がの指が離れた。紫緒は咄とつ嗟さに口から指を引き抜く。

「ど、どうしたの？」

「ん？　右が終おわったから足を変えようと思って」

「あっ。そ、そっか……よかった……」

「何がよかったんですか？」

　突然キッチンのほうから声をかけられて、紫緒は心臓が飛び出しそうになった。

　慌てて振り返れば、サンドイッチが載ったお皿を運んでいた冬ふゆ姫きが訝いぶかしげな瞳でこちらを見ていた。

「……二人で何をしていたんですか？」

「筋肉痛で足が痛いみたいだから、ちょっとしたマッサージをな。ほら、もう片方の足もやるぞ」

「うぇっ!?　も、もういいよっ」

「いや、両方やらないと意味が───」

「もう痛くないから！　本当にありがとね！」

　さすがに冬ふゆ姫きの前で続ける勇気はなく、紫し緒おは急いで靴下を履くと洗面所に駆けこんでしまう。大たい河がと冬姫はそんな彼女の背中を見つめて、同時に首を傾かしげた。




「はー……はー……」

　洗面所に入った紫緒は深呼吸を繰り返す。

　今になって羞しゆう恥ち心が湧わきあがってきたのか。心臓は張り裂けそうなほどに暴れ、鏡に映りこんだ彼女の顔は、熟れた林りん檎ごのように真っ赤に染まっていた。

「わ、私……なんで、あんなこと……」

　思い出せば思い出すほど身体からだの奥が熱くなっていく。冷水で顔を洗っても、先ほど感じた脳のう味み噌そが蕩とろけるような感覚は消えてくれない。

　───あのとき、自分は何を考えていた？

　親友から想おもい人を奪い取る。そんな倒錯した幻想に、どうしようもないほど興奮してしまった。奪われてばかり、抑えつけられてばかりの自分が、誰だれかのものを奪う───それを想像をしただけで、ドクンと鼓動が跳ね上がる。

「……また、マッサージ……してもらおっかな……」

　紫緒はちろりと指を舐なめると顔を真っ赤にし、もう一度冷水をかぶった。







　その後、四人は涙るいお手製のサンドイッチを食べ、一時間ほど天てん陵りよう家でゆったりとした時間を過ごした。そして午後二時、少し前───。

「……相変わらず馬鹿みたいにでかいビルだな」

　大河の目の前にそびえ立つのは、高層ビルが多い新都市でも最も大きな建物。

　新都市の象徴にして、この街と共に発展してきた大企業。

　───切きり燈とうグループ、総合本社ビル。

「新興とはいえ、四大企業の一角ですからね。これくらいの規模がなければ話になりませんよ。鴉からす羽ばはこれの数十倍の敷地を持ってましたし」

　大河の横に立って同様にビルを見上げていた冬姫が答える。声に若干不機嫌な色が残っているのは、これから会う少女に対する感も情のだろうか。

「……ついてきてくれるとは思わなかった。巴は夜やのこと嫌いなんだろ？」

「嫌いですよ。でも、兄とあの女を二人っきりにさせたくないので」

　冬姫が一緒に行くと言い出したのは、昼ご飯を食べたあとのこと。

　何度も誘って断られていたので半分諦あきらめていたのだが、どういう心境の変化があったのだろうか。

「妹が来たからにはちゃちゃっと済ませて帰りますよ。るっちゃんやしーちゃんも待ってるんですからね」

　そう言って、冬ふゆ姫きは袖そでの先に付いた小さな鈴をちりんと鳴らす。出かける前に着替えたようで、彼女の服装は午前中から一変していた。

　先ほど涼やかな音を鳴らしたのは、赤と黒のチェック柄のパーカー。長袖で手首のあたりには鈴、フードの上には何とネコミミが付いている。膝上二十センチほどのミニスカートとニーハイソックスの間の絶対領域が眩まぶしい。

　全体的に、何となく猫を思わせるようなコーディネートだった。

「その服、初めて見るな」

「これですか？　この前るっちゃんに選んでもらったものです。似合ってますか？」

　冬姫は見せつけるようにくるりと一回転する。その姿がたまらなく可か憐れんで、大たい河がは目を逸そらしながら話をはぐらかす。

「そ、そんなの着てよかったのか？　もっと大事なときにとっておけばいいだろ」

「いえ、今がいいんです。これは、勝負服ですから」

　こちらをじっと見つめてくる瞳に、大河は気け圧おされたように一歩引く。と、端末にセットしていたアラームベルが機械的な音を鳴らす。時間のようだ。

「……行くか」

「はい。さっさと終おわらせましょう」

　二人は巨大ビルの一階、エントランスホールへと足を踏み入れる。

「───遅い。遅刻よ、大河」

　と、いきなり横から責めるような声が飛んできた。反射的に時間を確認すれば、約束の時間から三十秒ほど過ぎている。

「……一分以下の誤差は見逃してくれないか？」

「ダメよ。時は金なりって言葉を知らないの？　このクソ忙しい時期にアタシを待たせるようなヤツは罰せられてしかるべきよ」

　相変わらず似合わないスーツを着た巴は夜やは、弾みをつけてソファから立ち上がる。

　広大なエントランスに三人以外の人影はなく、他には接客用ドローンが何体かいるだけ。巴夜の言葉遣いも素のそれだった。理不尽な物言いに、冬姫が堪こらえきれず前に出る。

「人にものを頼んでおきながら随分偉そうですね、女め狐ぎつね。このままＵターンして帰ってもいいんですよ」

「あら、本当に来たのね。確かに頼んだのはアタシだけど、一度引き受けた以上はきっちりこなすのが人として当たり前だと思わない？」

「ぐぬぬ……この腹黒はいちいち癇かんに障る物言いを……っ」

　あっさり言い負かされ、冬姫はくやしそうに巴夜を睨にらみつける。しかし巴夜は全く気にする様子もなく、二人に背を向けて悠然と歩き始めた。

「それじゃ時間もないことだし、早く移動しましょ。とりあえずアタシの部屋で詳しい説明をするから、ついてきなさい」

　大たい河がと冬ふゆ姫きは彼女の後ろに続き、ホールの中央に設置された高速エレベーターではなく、端のほうにある緊急避難用の出入り口を通って貨物エレベーターに乗り込む。

「なんであっちのエレベーターを使わないんですか？」

「一応アンタたちは部外者だからね。あとになって面倒なことにならないよう、セキュリティに引っ掛からないルートを選んだのよ。余計なお世話だったかしら？」

「……いえ、ありがたいです」

　冬姫は素す直なおに礼を言う。

　同じ四大企業「鴉からす羽ば」から逃げ出した身としては、映像などに顔が残るのは避けたかった。彼女が最後まで切きり燈とう行きを渋った理由の一つである。

　エレベーターで三十三階まで一気に上がり、無人の廊下を進む。エントランスホールもそうだったが、人の気配というものが全く感じられない。

「他の社員は？」

「皆自分の研究室から本社構造体にログインしてるわ。普通なら数十人は現実世界で作業してるんだけど、ここ最近は不具合の対処に追われて忙しいからね」

「不健康そうな職場だな……」

「電脳企業なんてどこも似たような感じですよ。鴉羽も基本的に作業場は構造体内部でしたし」

　話している間に目的の部屋に辿たどりつく。

　端末でロックを外して中に入ると、巴は夜やは若干疲れた様子でソファに座りこんだ。大河と冬姫は興味深そうに部屋の中を見回す。

「……一応言っておくけど、レディの部屋をじろじろ見るのは失礼よ」

「いやわかってるけど……まさか本社ビルの中にこんな私的な部屋があるとは思わなかったから」

「同感です。ベッドに冷蔵庫、テーブル、食器にキッチン……制服までここにあるじゃないですか」

「そりゃまあ、ここで暮らしてるからね」

　大河と冬姫の疑問に、巴夜は面倒くさそうに答える。

「最後に自宅に帰ったのは……六、いや七年前？」

「七年前って、まだ小学生の頃じゃねえかよ」

「どうせ自宅でも一人だもの。大差ないわ」

　確かに部屋には生活感が漂っており、長い間ここで暮らしていたことが窺うかがえる。

　下へ手たなマンションよりも広いし、三十三階ということもあって見晴らしも抜群。リビングやキッチンの仕切りがないことに目をつむれば、住み心地はいいだろう。

「食事はどうしてんだ？」

「自炊よ。材料は業者に毎日届けさせてるわ。いちいち買い物に行くのも面倒だしね……って、そんなことはどうでもいいのよ」

　パンッ、と両手を打ち合わせて兄妹の注意を自分に向ける。雑談するために彼らを呼んだわけではない。

「それぞれの行動を確認するわよ。特に冬ふゆ姫きさんは別行動だから、しっかり聞いておくように」

「妹だけですか？」

「貴女あなたにはメインサーバーを調べてもらわなくちゃいけないからね。知ってるかどうかわからないけど、メインサーバーっていうのは普通の方法じゃログインできないのよ」

「それくらい知っています。ロックを解除した上で、直接座標を入力してログインするんですよね」

　サーバーマシン自体は地中深くに設置されているため、直接アクセスすることはできない上、電脳世界エリユシオン内で《転移》することもできない。では、どうすればメインサーバーにアクセスできるのか？

　そのために必要となるのが、二つのセキュリティの解除。

　一つはメインサーバーを構成する小規模構造体を覆っている電子防壁フアイアーウオール。これは切きり燈とう本社構造体から解除することができる。

　そして二つ目が、サーバーの位相そのもの。

　メインサーバーの操作盤コンソールがある小規模構造体は本社とはつながっておらず、通常はアクセスを試みることさえできない。切燈でも限られた職員だけがその座標を知っており、アークライトに直接座標を入力することで初めて侵入できる。

　この二つのセキュリティによって、メインサーバーは外部から完全にシャットアウトされているのだ。

「サーバーの座標はアタシが知ってるわ。問題は電子防壁のほう。こればかりは直接セキュリティルームから解除するしかない」

「社長令嬢の権限でどうにかならないのか？」

「さすがにそこまで甘くないわよ。だからアタシが忍び込んでロックを解除するわ」

『……は？』

　いきなり飛び出した不穏な台詞せりふに、兄妹の声がシンクロする。

「……なに変な顔してるのよ。まさか真っ当な方法で部外者がサーバーにアクセスできるとでも思ってたの？」

「いや、そこら辺はお前の権限でどうにかなるもんだと……っていうか、それ犯罪だよな？」

「バレたらね。バレなきゃ何の問題もないわ」

　極論すぎる言葉に兄妹が呆あきれ果てる中、巴は夜やは顔を俯うつむかせると、黒い笑みを浮かべて呪じゆ詛そを漏らす。

「この不具合のせいでアタシがどんだけ迷惑してると思ってるのよ……昨日も結局三十分しか寝られなかったし、あのクソ親父おやじにもネチネチせっつかれて……こちとらもう限界だっつうの……っ」

　どうやら疲れや苛いら立だちがピークに達して思考が単純化しているらしい。

　すなわち「解決できれば手段は問わない」状態。

「……まあ、ここまで来て何もせずに帰るというのも時間の無駄ですし、これ以上被害が広がって《アリエス》に問題が起こったら困りますからね。乗ってあげましょう」

「いいのか？」

「元々犯罪とか気にする身じゃありませんし」

「……それもそうだな」

　よく考えたら冬ふゆ姫きは日常的に不正アクセスハツキングを繰り返しているし、大たい河が自身も少し前まで「そういうこと」をしていた。今さら気にしても仕方ない。

「で、巴は夜や。俺おれたちは具体的にどう動けばいいんだ？」

「……まずアタシが一人で潜って、大河を自由に動けるようにするわ。そしたらアタシとアンタでセキュリティルームに忍び込んでロックを解除。冬姫さんが合図を受けてサーバールームにログイン、不具合の原因を見つけて対処……って感じかしら」

「ということは、妹はしばらく待機ですか？」

「準備ができたらメールで座標を送るわ。サーバールームで何をしようと本社からじゃ感知できないし、そこからは存分に時間を使って大丈夫よ」

「一時間で終おわらせてあげますよ」

「あら、頼もしいわね」

　一通りの行動指標を立てたところで、巴夜は端末で時間を確認する。

　二時十五分───確か二時半から社長と幹部役員による定例会議があるはずだ。念のため、サーバーへの侵入はそれが始まってからのほうがいいだろう。

「それじゃ、アタシは一足先に行くわ。大河は五分後に来て」

　巴夜は部屋の隅に置かれている三機のアークライト───椅い子すの中型機が二機、ヘッドギアの小型機が一機───から中型機を選ぶと、あっという間にログインプロセスを起動させて電脳世界へと潜っていった。

「……それじゃ、俺はこっちを使わせてもらおうかな」

　大河は迷うことなく小型機を手に取る。と、もう片方の中型機に刻まれていた文字が目に止まった。

（ＡＯＫＯ・ＡＳＵＭＩ……？　阿あ菫すみ青あお子こって、確か巴夜の友とも達だちだったよな）

　どうしてアークライトが三機もあるのか不思議だったが、どうやら中型の一つは阿菫青子のものだったらしい。しかし動かしづらい中型アークライトがこの部屋にあるということは、よく出入りしていたのだろうか。

（ま、どうでもいいか）

　大たい河がは思考を切り上げるとソファに深く背中を預ける。小型機はログイン時に身体からだが脱力しても支える機構がないため、座るか横にならないといけないのだ。

　指定された時間は五分後。大河は軽く目を閉じて時間が過ぎるのを待つ───と、膝に微かすかな重みを感じた。

「……冬ふゆ姫き？」

「…………」

　目を開ければ、冬姫が向かい合うような形で膝の上に乗っていた。

「どうしたんだ？」

　ふとももとお尻の柔らかい感触に鼓動が跳ねあがるも、平静を装って優しく問いかける。

　冬姫はしばらく逡しゆん巡じゆんすると、やがて躊躇ためらいがちに言葉を絞りだした。

「……兄は、妹のことをどう思っているんですか？」

「どう、って───」

「ここ最近、ずっと妹を避けているように思います……もしかして、あんなことをしたから、妹のことが嫌いになったのですか？」

　妹の瞳は、なみだで滲にじんでいた。

　確かにあの海の一件以来、大河は言葉をはぐらかしたり、二人っきりにならないよう、わざと第三者を間に入れることが多々あった。しかし、それは大河自身が理性を保つためであって決して冬姫を嫌っているわけではない。むしろその逆だ。

　だが、冬姫はそう思わなかった。いや、察しろというほうが無む茶ちやな話だろう。

　自分が暴走した結果、彼に嫌われてしまったのではないか───すでにいっぱいいっぱいだった感情はマイナス方向に彼女を追いつめていた。

（……何やってんだ、俺おれは）

　不安に押し潰つぶされそうな妹を前に、大河は自分の勝手な思い込みを恥じた。

　彼女は確固たる自分を持っていて、たとえこちらが応えなくとも変わらず近くにいてくれる───そんな都合の良い幻想を彼女に重ねていた。彼女が弱いことは、紫し緒おの一件で知っていたというのに。

　ずっと不安だったはずだ。勇気を振り絞ってアプローチしたのに、距離は近づくどころか離れてしまう。

　不安で不安でしょうがなくて、それでも逃げずに向かい合おうとした。

（俺のせい、だな）

　彼女は真まっ直すぐ自分の気持ちをぶつけてきた。

　ならば───ちゃんと応えなくてはならない。

「……ごめんな」

「あ……っ」

　震える妹をぎゅっと抱きしめる。

　小さな身体からだは柔らかく、艶つややかな黒髪から甘い匂いがいっぱいに広がり、鼓動が急激に速くなっていく。大たい河がは冬ふゆ姫きの手を取ると、自分の左胸にあてがった。

「心臓、凄すごいことになってるだろ？」

「……はい。ドクッ、ドクッ、って暴れ回ってます」

　冬姫はより強く鼓動を感じるように、手のひらをぴったりと押し付けてくる。自然と二人はさらに密着し、一際大きく心臓が跳ねた。

「……こんな風になっちまった原因は、お前だからな」

「え……？」

　困惑した表情でこちらを見る冬姫に、大河は軽い苛いら立だちを覚えた。

　なんでこの妹は普段鋭いくせに、こういうときに限って鈍にぶいんだろうか───焦じれた大河は冬姫の目を真まっ直すぐ見つめて、告げる。

「だから！　お前と一緒にいるとこうなっちまうんだよ！」

　大河の言葉に、冬姫はきょとんとした表情を浮かべる。

　そして不意に、大粒のなみだを浮かべた。大河は突然のことにうろたえながらも、あやすように頭を撫なでる。

「ど、どうした？」

「ぅ……あ、その……嬉うれしくって……」

　冬姫は子供のように泣きじゃくり続ける。嬉しくて嬉しくて仕方ない───その感情を直接ぶつけるように、大たい河がの胸に頭を預ける。













「やっと、おにぃに気持ち、伝わったぁ……」

　冬ふゆ姫きは目元を拭ぬぐうと両手を大河の首の後ろに回し、ゆっくりと顔を近づけてくる。

　今の大河に、それを拒む理由も建前もなかった。

「ん……」

　唇が軽く触れ合う。

　時間にして一秒ほどだっただろうか。すぐに顔を離した冬姫は大河を見つめ、再び唇を重ねてくる。今度は吐息を混ぜ合わせるような、情熱的なキス。

「ん、ちゅ……ふ、ぅ……ぁむ……」

　夢中になって互いを求める。

　止まらない。止めようとも思わない。

　ただ心を占める熱情を伝えたい───それだけを思ってキスを繰り返す。

「おにぃ……らいしゅき……」

　巴は夜やに指定された時間が来るまでの約五分間、二人の唇が離れることはなかった。
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　一方、天てん陵りよう兄妹と別れた涙るいと紫し緒おは、新都市の一角に建つインテリアショップにいた。

「紫緒ちゃん、このテーブルはどうかな？　値段もお手頃だし、デザインもいいでしょ？」

　紫緒は顎あごに指を当てながら、涙が薦めるアンティークテーブルを様々な角度から観察する。相場を知らないので値段は何とも言えないが、落ちついた木目調の家具は悪くないように思えた。

「……うん。良いと思う」

「よしっ、それじゃリストに追加ーっ」

　涙はメモウィンドウにテーブルの写真と値段、店の名前を入力する。メモにはすでにいくつかの商品が記されており、店内を一通り見て回った二人は先ほどのテーブルを買わずに店をあとにした。

「着々と家具候補が決まってきてるねっ」

「涙ちゃんが案内してくれたおかげだよ。私一人じゃ選ぶこともできなかったと思う」

　知識も何もない自分ではそもそも「家具を選ぶ」という発想自体が浮かんでこなかっただろう。それを提案してくれた涙には感謝すると同時に、申し訳なくもあった。

（……本当は自分で全部決めなくちゃいけないんだよね）

　一人暮らしすると言っておきながら、自分では何もしていない。家族から逃げたいとか、自分本位の理由で友達に迷惑をかけている───そんな自分が嫌だった。

「さっきから難しい顔してるけど、何か悩みごとかな？」

　涙がそう尋ねてきたのは、公園のベンチに座って休憩しているときだった。紫緒は自分の顔をぺたぺたと触り、おずおずと問いかける。

「……そんな顔してるかな」

「うん。涙るいさんでよかったら相談に乗るよ？」

　涙はそう言って優しい笑みを浮かべる。包み込むような微笑ほほえみに、紫し緒おは心の中にしまっていた悩みを自然と打ち明けていた。

「……そっか。自分の選択が合ってるかどうか、自信がないんだ」

「結局、また逃げだそうとしてるだけじゃないかって……一人で暮らしたい理由なんて、家族から離れる以外にないから……」

　それが彼女の迷い。

　前に踏み出そうとする彼女の足にまとわりつく、泥のような感情。

「───ならさ、もっとポジティブな理由にしちゃえばいいんじゃないかな」

　その足あし枷かせを、涙はあっさりと断ち切った。

「離れるとか逃げるとか、マイナスイメージの言葉ばっかり使ってるから気持ちが沈んじゃうんだよ。例えば……紫緒ちゃん、新都市で家を探してたよね？」

「う、うん。やっぱり皆と一緒のほうが楽しそうだし……」

「ならそれを理由にしちゃえばいいんだよ。冬ふゆ姫きでも大たい河がでも誰だれでもいい。『一緒にいたいから』。ほら、凄すごく前向きでしょ？」

「……でも」













「それと、これは涙るいさんの勝手な意見。逃げるっていうのはそんなに悪いことじゃないと思う。少なくても逃げた先に何かを見みい出だせたなら、それはとっても良いことだよ」

　逃げてもいい───涙の言葉はストンと胸の中に落ちていった。

　迷いがなくなったわけではない。涙はあくまで見方を変えただけ。しかしそれは、彼女に一歩踏み出す勇気を与えてくれた。

「……ありがと。涙ちゃん」

「どういたしまして。───さてと！　そうと決まれば、まずは冬ふゆ姫きを納得させるために試験を突破しないとねっ。帰って特訓しよう！」

「と、特訓？」

「試験のことがなくても家事全般はできたほうがいいからね。さ、行くよ～っ！」

「あ、あわわ……っ」

　涙は紫緒の手を掴つかみ、強引に引っ張っていく。

　二人の少女はわいわいと騒ぎながら、喧けん騒そうの中に消えていった。





　　　　　　　◆　◆　◆






「……さてと、これで電子防壁のほうは何とかなったわね」

　電脳世界エリユシオン内部、切きり燈とうグループ本社構造体の一角。

　セキュリティルームに忍び込んでシステムを弄いじっていた巴は夜やが顔を上げる。出入り口で人が来ないか見張っていた大たい河がはようやく肩の力を抜く。

「やっとか……随分かかったな」

「そりゃ仮にもサーバールームを守る防壁だしね。それなりに複雑な工程を踏まないと解除できないわよ。っていうか、予定より時間かかったのはアンタが遅れたせいなんだけど？　一体何してたわけ？」

　じろりと睨にらみつけられ、大河は思わず唇に手を当てる。まさか冬姫とのキスに夢中で時間を忘れてた、などと言うわけにはいかない。

「……まあいいわ。それより、さっさと出るわよ。いくら社員全員が忙しいからって、誰だれも来ない保証はないんだから」

　本来ならばセキュリティルームには社員が常駐しており、巴夜と言えども自由に動くことはできない。しかし今は多発する構造体不具合の対処に追われて、その最低限の人員も駆り出されてしまっている。おかげで楽に忍び込むことができた。

「にしても……アンタのその格かつ好こう、何度見ても笑えるわね」

「悪かったな。どうせ似合ってねえよ」

　不機嫌そうにぼやく大河が着ているのは、何と黒のフォーマルスーツ。ネクタイまできちんと付けており、一見すると社会人のように見えなくもない。

「あら、似合わないとは言ってないわよ？　ただアタシは学生服に見慣れちゃってるからね。背伸びしてるようにしか見えない、ってだけ」

「やっぱ馬鹿にしてんじゃねえか」

「そう拗すねないでくれる？　スーツの必要性は説明しておいたはずよ」

　いくら巴は夜やと一緒であっても、切きり燈とう本社構造体を私服で歩き回るわけにはいかない。

　そこで服飾データを使ってスーツに着替えたのだが、やはり着なれない服。どうにも落ちつかない。長く着ていたくはなかった。

「それじゃ行くわよ。妹さんの作業が終おわるまで、アンタにも働いてもらうから」

「へいへい……」

　冬ふゆ姫きに防壁解除の連絡とサーバールームの座標を送り、二人は足早にセキュリティルームをあとにする。大たい河がが気配を察知していたので、誰だれとも鉢合わせすることなく廊下に出ることができた。

　上に戻るため、エレベーター代わりの転送陣（転移できるポイント。無制限に転移を許可するとあちこちで人が現れたり消えたりするため）を目指す。その間にも数十人の職員とすれ違い、現実世界の本社ビルと違って人に溢あふれていた。職員が全員構造体にログインしているというのは本当のようだ。

　ちなみに人の目があるため、巴夜は猫かぶりモードになっている。

「現実世界リアルはあんなに静かだったのにな」

「職員は全員ログインしていますから。現実世界にいるのは受付用のドローンだけです」

「誰か訪ねてきたらどうするんだ？」

「本社構造体こちらに回線をつないで対応します。来客のたびにログアウトしていては手間ですから」

「ものぐさだな」

「電脳企業は差こそあれど、どこも似たような感じですよ？　研究員の中には数日の間ログアウトしない人もいますし」

「よく体調崩さないもんだ……あ、そっか。中型機にはサポートデバイスが付いてたっけ」

　中型機以上のアークライトには生命維持装置ほか、様々な機能が付属されている。

　そのおかげでログインしたままでも最大一週間は生きられる。とはいえ、電脳世界に潜ったまま衰弱死、あるいは突然死する事故はあとを絶たない。

　話しているうちに転送陣に到着する。

「……あれ？　戻るんじゃないのか？」

「いえ、あそこではできることも限られますから。別の作業部屋に向かいます」

　ログイン地点である三十三階に戻るのかと思っていた大河だが、巴夜が転送場所に設定したのは一つ上の三十四階。全三十五階なので、最上階の一つ下に当たる。

「……っと、そうだ。イオラ、そろそろ戻ってるでしょ。出てきなさい」

　転送陣を起動させる直前、巴夜はいつもの口調に戻って虚空に呼びかける。

　すると声に応えるように淡い燐りん光こうを放ってイオラが出現、ぺこりと頭を下げた。その所作に、大たい河がはどことなく違和感を覚える。

〈何か御用ですか、マスター〉

「御用ですか、じゃないわよ。今まで姿を見せないで何してたの？」

〈外の構造体に出ていました〉

「ったく……ちょっと自由にさせすぎたかしら」

　ため息をつきながら転送陣を起動させると、仮想現実らしく目的の階までの約六十メートルを一瞬で移動する。どうやらこの階には研究室の類たぐいがないらしく、廊下にもほとんど人通りがない。見える限り、前から歩いてくるスーツ姿の男女だけ。

　と、巴は夜やの動きが止まった。

「……？」

　いきなり立ち止まった巴夜の視線を辿たどると、その先は男女のうち、男のほう。そしてその男のことは大河でも知っていた。

（……切きり燈とう昂こう夜や）

　切燈グループ総帥であり、巴夜の父親。

　学園の創立者ということで写真を見たことがあるが、実物ははるかに冷たい目をしていた。隣にいる女性は秘書だろうか。あちらもこっちに気づいたのか、秘書の女性が切燈昂夜に耳打ちする。

　顔を上げた昂夜と、巴夜の視線が交こう叉さした。

「……まだそのガラクタを処分していなかったのか」

　口火を切ったのは切燈昂夜。その瞳は巴夜の肩に浮かんでいるイオラを向けられている。

「以前にも言ったはずだ。ＡＩなどという役に立たないものはさっさと廃棄しろ」

「……申し訳ありませんが、お父様。その命令は承服しかねます」

　氷のように冷たく鋭い声に、巴夜は静かに反論する。

「このＡＩ・アイオライトの稀き少しよう性せいは貴方あなたも理解されているはずです。保管しておけばこの先、必ず役に───」

「その必要はない。ＡＩから得るべきものなど何もない」

　聞く価値もないと巴夜の言葉を途中で遮さえぎる。そして巴夜が反論しようとしたところで、事態を見ていた秘書が割り込んできた。

「社長、もうすぐ定例会議の時間です。お急ぎください」

「わかった」

　昂夜は短く応えると、これ以上議論は無駄とばかりに無言で巴夜の横を通り過ぎていく。後ろに立っていた大河にも一瞬だけ視線を向けるが、すぐさま興味を失って転送陣へと消えていった。

　廊下に静けさが戻ってくる。

　大河はかける言葉が見つからず、黙って巴夜を見つめる。十秒ほど経たっただろうか、巴夜は拳こぶしを握ると力任せに壁を叩たたき、小さく息を吐き出す。

「……行きましょう。大たい河がくん」

　顔を上げた彼女は、もう先ほどまでと同じ柔和な笑みを浮かべていた。

　いや、全く同じではない。

　本性を隠すためにかぶっている大和やまと撫子なでしこの仮面とはいえ、最近は裏にある「本当の彼女」を読みとれるようになっていた。しかし今の彼女からは何の感情も推し量ることができない。

　徹頭徹尾、隙すきのない完かん璧ぺきな社長令嬢───今の彼女は、その体現者だった。

「あそこの角の部屋です。ついてきてください」

「……ああ」

　感情の消えた空虚な笑みを浮かべた巴は夜やに続き、大河は部屋の中に入っていった。




　静せい寂じやくに包まれた室内に、データを動かす電子音だけが響く。

「……………」

　二人して言葉なく作業を進める。バラバラになったデータを順番通りに直すという途方もない作業を、凄すさまじい速度でこなしていく。

「……よし、これで終わ───」

「こっちは終わったぞ」

　大河が一歩先んずる形でデータを仕し舞まうと、巴夜が感心したような声をあげた。

「この前の手伝ってもらったときから思ってたけど、大河って反射神経と動体視力が抜群にいいわね。こういう単純作業に向いてるわ」

「それは……喜んでいいのか？」

　作業開始から十五分。当初結晶体データで溢あふれかえっていた室内はすっきりとしていた。三人がかりとはいえ（イオラは一言も喋しやべらず、黙々と作業を続けていた）これを自分が片づけたかと思うと何だか感慨深いものがある。

「……ねえ大河。アンタってさ、妹さんと二人で暮らしてるのよね？」

　不意に、巴夜がそんなことを尋ねてきた。大河は質問の意図がわからなくて、答えると同時に問い返す。

「そうだけど、それがどうかしたか？」

「両親との仲はどうなの？」

　この質問で、ようやく巴夜の意図がわかった。先ほどの切きり燈とう昂こう夜やとの一幕に起因しているようだ。

「お前な。人がせっかく気を使って踏み込まないようにと……」

「お気遣いどうも。余計なお世話だけど。で、どうなの？」

「……二人とも八年前に死んだ」

　特に隠すようなことでもないので、正直に答える。

「……そう。悪いこと聞いたわね」

「別に構わねえよ。ガキの頃の話だしな。そういうお前は？　見た感じ、良好とは言えなさそうだったけど」

「仲が良いとか悪いとか、そういう次元じゃないわ」

　巴は夜やはふうっとため息をついて天井を見上げる。その瞳に宿っていた感情を何と表現すればいいのか、大たい河がにはわからなかった。

「生物学的には間違いなく親子だけど、あれを父親だと思ったことはない。あっちもアタシのことを娘だなんて思ってないでしょう」

「……随分と嫌ってるんだな」

「好きと嫌いにわけるなら、間違いなくそうね。でもその表現は適切じゃないわ。あえて言葉にするなら……存在そのものが相あい容いれない、とでも言うべきかしら」

　性格、思想、理念、目的、行動指標───ありとあらゆる要素において、切きり燈とう巴夜と切燈昂こう夜やは天と地ほどかけ離れている、少なくとも巴夜自身はそう思っていた。養女だと言われたほうがまだ納得できる。

「母親は？」

「アタシを生んですぐ亡くなったらしいわ。だから家族なんてものにありがたみを感じたことはない。正直、アンタと妹さんの関係が羨うらやましいわ。あんなにも無条件に人を信じることができるなんて」

　冬ふゆ姫きとの関係、と言われて一瞬ドキッとしたが、すぐにそういう意味で言ったわけではないことを察して安あん堵どする。そして同時に呆あきれた。

「お前、そんなこと考えてたのか？　もしかして冬姫と仲が悪いのも……」

「半分正解。あとの半分は、単純に気にくわないからよ」

　切燈巴夜はずっと一人だった。

　家族も傍そばにおらず、淑しゆく女じよとして相応ふさわしい風格と教養を身に付けるため、厳しいレッスンをこなす毎日。学校に行っても友達と呼べるような存在は皆無。そういう意味では、彼女と冬姫は似ているのかもしれない。それなのに───。

「妹さんにはアンタがいる。何よりも強い絆きずなで結ばれた家族が。それが妬ねたましかったのかもしれないわね……情けなくて認めたくないけど」

「……でも、お前だって親友がいたんだろ？」

「そうだけど……それでも、隣の芝は青く見えるものよ」

　ああ、こいつはきっと家族に憧あこがれてるんだな───大河はそう思った。自分に与えられなかったからこそ幻想し、決して得られないから夢を抱く。

「……なあ、阿あ菫すみ青あお子こってどんなやつだったんだ？」

「何よ、藪やぶから棒ぼうに？」

「お前みたいな偏屈なやつの友達がどんな人間だったのか、興味が湧わいた」

「すっごいムカつく言い方ね……まあいいわ。休憩のついでに話してあげるわよ」

　そう言って、巴夜は一枚のウィンドウを差し出してきた。

　それは以前、大たい河がが学園の教室で覗のぞき見みた写真だった。被写体は切きり燈とう学園の制服を着た二人の少女。一人は巴は夜や、そしてもう一人は、青みがかった長い黒髪の女生徒。

「その娘こが青あお子こ。歳としはアタシと同じで、この数年前から切燈に所属していた技術者よ」

「本当にイオラそっくりだな」

「逆、イオラが青子にそっくりなのよ」

　写真の中の二人は腕を組んで笑いあっており、後ろには桜が舞っている。時期から考えて入学式に撮られたものだろう。

「どんな人間だったのかって言われると……簡単には説明できないわね。一つ確かなことはアイツがまぎれもない天才だった、ってことかしら」

「天才、か」

　その単語は大河にとってありふれたものだった。しかし冬ふゆ姫きを知っている巴夜が言うのでは、言葉の重みが違う。

「お前がそこまで言うんだから、よっぽど凄すごかったんだろうな」

「そうね。少なくともアタシはアイツの足下にも及ばなかったわ。イオラも共同開発ってことになってるけど、ほとんど青子が一人で作ったようなもんだし」

「そうなのか？」

「アタシはバグ取りとか細かいところ担当。青子、そういうのは苦手だったから。ほらいるでしょ。凝るところはとことん凝るくせに、それ以外は全く興味がないやつ。あれの典型みたいな感じで、一緒にいるアタシは苦労したわ」

「……その割には嬉うれしそうに話すんだな」

　口では文句を言いながらも、巴夜の表情から隠しきれない笑みが零こぼれていた。大河や冬姫と話しているときとはまた違う、心からの感情。

「……ま、色々あったけど楽しかったからね」

　色々と言った瞬間に表情が曇ったのを、大河は見逃さなかった。どうやら楽しい思い出ばかりというわけではないらしい。

「さてと、それじゃ次の部屋に行きましょうか」

　話は終おわりといった様子で巴夜が立ち上がる。

　これで手伝い終了だと思っていた大河は不満を隠そうともせず、嫌そうな声で問う。

「……まだあるのか？」

「当然でしょ。少なくとも冬姫さんが不具合の原因を見つけて対処するまでは手伝ってもらうわよ。彼女は一時間で何とかするとか言ってたけど……ま、控えめに見積もっても三時間はかかるでしょうね」

「マジかよ……」

　まだ冬姫にサーバールームの座標を送ってから二十分ほどしか経たっていない。これから三時間となると、終わる頃には日が暮れているだろう。

（こりゃ涙るいたちと合流するのは諦あきらめたほうがいいな）

　大たい河がはウィンドウを開いてメールソフトを起動する。そして涙るいと紫し緒お宛あてに「明日また会おう」という趣旨のメールを送り───。

「あれ？」

　パキンと硝子がらすがひび割れるような乾いた音がして、送信がキャンセルされた。画面に記された文字は〈送信失敗〉。

　もう一度同じ作業を繰り返す。しかし結果は変わらず、送信失敗の四文字が虚むなしく表示されるだけ。試しに送信先を冬ふゆ姫きに変えてみても変化はない。

「……壊れたか？」

　現実世界ならば大河の言うように故障もあり得たかもしれないが、ここは電脳世界。そもそも故障するようなものは存在しない。

「大河、どうしたの？」

「いや、メールが送れなくて……悪いけど、そっちから送ってくれないか？」

「仕方ないわね。───って、アタシのほうも駄目ね。もしかしたら回線が混雑してるのかも。ログアウトして現実世界から送りなさい」

「わかった」

　巴は夜やの言葉に従って、大河はログアウトプロセスを起動させる。

　電脳世界から精神構造を離脱させるための工程は少しずつ進んでいき───再び硝子が割れるような音と共に、キャンセルされた。

「……おいおい」

　まさかこっちまで失敗すると思っていなかった大河は呆ぼう然ぜんと呟つぶやく。

　───待て。

　瞬間、直感が警鐘を鳴らした。

　以前に一度、同じような状況を体験したことがあったはずだ。あれはそう、紫緒と冬姫のもとに駆けつけ、《天使》と対たい峙じしたとき───。

「──────」

　すうっ、と頭の芯が冷えていく。

　違う。回線の混雑なんかじゃない。外部との連絡を断たれた───その事実を突き付けられ、背中に冷や汗が流れる。

「巴夜。ここから別の構造体に転移できるか？」

「別の構造体？　対応した転送陣に行けばできるわよ」

「よし、今から行くぞ」

「はぁ？　なんで？」

「理由はあとだ。とにかく急げ。早くしないと手遅れに───」




〈───無駄だよ。ここはもうボクの支配下だ。簡単には逃がさないさ〉




「…………」

　耳じ朶だに響いたのは、忘れもしないあの声。

　だが違う。あってはならない。だって、そこにいるのは白いローブの電子体ではなく、淡い光を身に纏まとう小さなＡＩのはず───。

〈準備は整った……これでもう誰だれもボクを止められない〉

　振り返った大たい河がの目に飛び込んできたのは、彼女らしからぬ酷薄な笑みを浮かべたＡＩ・アイオライト。その姿がぐにゃりと歪ゆがんだかと思うと、顔形はそのままに、サイズだけが数倍に膨れ上がる。

「やはり小さな身体からだは慣れないね。動きづらくて仕方ない。ボクが作った素体とはいえ、こういった点での利便性は考えるべきだった」

　一瞬のうちに大河や巴は夜やと同程度の大きさに巨大化したイオラ───全身を白いローブで覆った電子体《天使》は、軽く肩を回す。

（……落ちつけ。動揺すれば相手の思うつぼだ）

　突然の「敵」にも動揺せず、大河は素早く状況を確認する。

　部屋の出入り口は天使の後ろ、出るためには横を通り抜けなければならない。大河は天使に聞こえないよう、巴夜に囁ささやきかけ……異変に気づいた。

「俺おれが隙すきを作る。その隙に外へ───巴夜？」

「……この、声……まさか……でも……そんなはずない、だってアイツは───」













　震えているのは声だけではない。いてはならない、見てはならない何かを目の当たりにしたように、彼女の全身が震えていた。

　外見がそっくりなのは当たり前だ。イオラはそういう風に作られた。

　だけど声は、どことなく人を馬鹿にしたような声は、彼女だけのもの。

「……ああ、そうそう。挨あい拶さつがまだだったね」

　そんな彼女を見て、天使は薄く微笑ほほえむ。

「天てん陵りよう大たい河がはこれで二度目だね。そして───久しぶりだね、巴は夜や。ボクのことを覚えていてくれたようで、何よりだよ」

「───青あお子こ！」




　天使───否いや、死んだはずの少女、阿あ菫すみ青子は無む垢くな笑みを携えて、二人の前に立つ。









　　第四章　亡者の饗宴






「……どこですか、ここ？」

　予想を斜め上に外れた現実に、冬ふゆ姫きは困惑の声をあげる。

　彼女の目の前に広がるのは、ただひたすら真っ白で何もない空間。単一色で構成された色彩に遠近感覚が狂い、どこまでも広がっているように見える。

（おかしいですね。座標を打ち間違えましたか？）

　ちゃんと巴夜からのメールに記載されていた座標をログインポイントに設定した。予定通り電子防壁が解除されていたのなら、サーバールームに侵入できたはずだ。しかし、ここはどこからどう見ても目的の場所とは違う。

　となると、座標を間違えたとしか考えられない。

（ちょっと浮かれすぎてましたね）

　普段の冬姫なら絶対にしないミス。しかし先ほどまで彼女は甘い時間を過ごしており、頭がとろとろになっていた。その余韻を引きずっていたのなら充分あり得る。

　ぱんっと両りよう頬ほおを軽く叩たたいて活を入れる。たとえ気に入らない相手からの依頼であっても、一度引き受けた以上は仕事だ。完遂しなければプライドに関わる───のに、頬が緩むのを止められない。

（……帰ったら、もう一度しましょう。それまでは我慢です）

　今は集中しろと自分に言い聞かせる。

　もし失敗したら、あの女め狐ぎつねが何と言うか。その光景を思い浮かべると思考が切り替わっていく。兎とにも角かくにも、まずはサーバールームに入らなければ話にならない。一度ログアウトして座標を確認しなければ───そう思ってログアウトプロセスを起動させた瞬間だった。ウィンドウに紅あかい結晶体が張り付き、プロセスが強制的に中断させられる。

「つれないね。折せつ角かく招待したというのに、もうお帰りかな？」

　同時に背後から聞こえてきた声に、冬ふゆ姫きは弾はじかれたように振り返る。

「まあ、帰さないけどね」

　いつからいたのか。離れること五メートルの距離、そこに真っ白なローブを着た電子体が立っていた。忘れるはずもない、紫し緒おを利用した忌々しい敵。

「……どうしてここにいるんですか、《天使》」

「ついさっき言わなかったかい？　ボクが招待した、と」

　招待した───繰り返された言葉の意味を瞬時に思考する。ここがサーバールームでないことは明白。そして座標が正しかったとすれば、考えられる可能性は一つ。

「……アークライトにハッキングして、妹が入力した座標を書き換えましたね」

「正解。話が早くて助かるよ」

（何が「正解」ですか。無む茶ちや苦茶してくれますね）

　心の中で毒づく。

　アークライトへのハッキング。可能か不可能で言えば可能とはいえ、難易度は果てしなく高い。冬姫でもてこずるレベルだ。さらにログアウトがキャンセルされたことから、この空間には防壁が張り巡らされている。

　だが、そこまでする理由が見当たらない。

「目的は何ですか。まさかお喋しやべりしに来た、というわけでもないでしょう」

「お喋りか。それもいいかもしれないね」

　天使はおどけた態度を崩さない。特に行動アクシヨンを起こす素振りも見せず、本当にただ会話するために来たと言われたら信じてしまいそうだった。その様子が、さらに疑惑の念を深めさせる。

　目的がないはずはない。冬姫が潜った瞬間に座標を書き換えるなんて、こちらの動きを見張っていなければ不可能だ。そこまでして閉じ込めるからには、何か理由が───。

（……閉じ、込める？）

　違う。根底から間違っていた。

　目的はないわけじゃない、もう達成しているんだ。ここに天てん陵りよう冬姫がいること、それ自体が《天使》の目的。つまり───足止め！

「……っ！」

「させないよ」

　向こうで何か起きている。兄が危ない───咄とつ嗟さにそう判断して防壁を突破しようとする冬ふゆ姫きだが、天使が投げた紅あかい結晶体にウィンドウを破壊されてしまう。

「キミに出てこられると色々面倒なんだ。悪いけど、ボクが用意したこの《監獄》で遊んでいてもらうよ」

「……あなた、《天使》本人じゃありませんね。自律稼働型のプログラムですか？」

「へえ。もう見破ったんだ……やはりキミは危険だ」

　冬姫は目の前にいる天使の正体を見抜いていた。

　制作者の思考ルーティンを植え付けられ、意に沿って行動するプログラム人格。おそらく冬姫を足止めするために用意されたのだろう。やはり《天使》は何か危険なことを画策している。

「一度しか言いません。廃棄処分スクラツプになりたくなければ、今すぐ消えなさい」

「それはできない相談だね。もし天てん陵りよう大たい河がのもとに行きたいのなら───力ちから尽つくでボクを排除することだ！」

　冬姫と《天使》が同時にウィンドウを展開し、蒼あおと紅の結晶体がぶつかり合う。





　　　　　　　◆　◆　◆






「───久しぶりだね、巴は夜や。ボクのことを覚えていてくれたようで、何よりだよ」

「───青あお子こ！」

　巴夜が口にしたのは、もう存在しない少女の名。

　生きているはずがない。彼女は間違いなく一年前に病死している。遺体もちゃんと埋葬した。目の前にいる少女が「阿あ菫すみ青子」であるはずがない。

　だが、巴夜は一目見ただけで確信してしまった。

　彼女が阿菫青子本人であることを。

「…………どうして」

「どうして生きているのか、という質問なら無駄だから止やめてくれよ？　キミも知っている通り、阿菫青子という人間はとうに死んでいる。それは変えようのない現実だ」

　呆ぼう然ぜんとする巴夜に《天使》───阿菫青子は親しみの情を込めた笑みを向ける。

　生きていた頃と何も変わらない、綺き麗れいな笑顔。

　だが何な故ぜだろう。巴夜は懐かしいと思うはずの彼女の笑みに、得体の知れない恐怖を感じていた。

「親友にそんな顔をされると、さすがのボクも傷つくんだけどなあ」

「……冗談。アンタがアタシの知ってる青子なら、この程度でヘコむはずがないでしょう。むしろアタシが引いてるのをいいことに好き勝手言うはずよ」

「違いない」

　青あお子こは愉快そうに喉のどを鳴らして笑う。巴は夜やはそんな彼女を油断なく見据え、問う。

「───アンタは一体何なの？」

「……その言いかた、どうやら見当くらいはついてるようだね……まあ当然か。キミはボクの研究を最も間近で見ていたんだから」

「…………」

　そう、巴夜は知っている。

　死人が現世に留とどまる方法、それは他でもない阿あ菫すみ青子本人が見つけたものだ。

　だから、その可能性はずっと頭に浮かんでいた。浮かんでいながら、考えないようにしていた。

　絶対に使わない───そう彼女が約束したから。

「青子……アンタ、自分が何をしたかわかってるの!?　越えちゃいけないラインがあるって言ってたのはアンタ自身でしょうが！　それを───ッ」

「わかっているさ。これが間違ってることくらい、ボクだってよくわかってる」

　巴夜の言葉を遮さえぎるように、青子は己の覚悟を告げる。

「だけど、ボクはこの道を選んだ。切きり燈とうを、このくだらない小さな世界を破壊する。そのためなら何だってする」

「……切燈を、破壊する？　何を言って───」

「悪いけど、無駄話はここまでだ。そろそろ始めさせてもらうよ」

　宣言と共に、指がパチンと乾いた音を奏でる。

　それが合図だった。




【構造体《切燈本社ビル》全システム制御完了】

【防衛壁フアイアウオール無効化。各構造体との接続を限定回復】

【ウィルスプログラム《ザイゴート》を並行転移、電子体排除開始】




　音に揺らされ、壁が、床が、扉が波打つ。

　三十四階の一角から放たれた不可視の波動は瞬く間に構造体全域に広がり、無数の黒い穴を作り出す。大たい河がと巴夜がいる部屋でも同様で、青子の左右に出現した黒い染みは少しずつ肥大化していく。

「何をしたの!?」

「なに、ちょっとした地獄絵図を作り出そうと思ってね。すぐにわかるさ……それより天てん陵りよう大河。ずっとボクを睨にらみつけてるけど、何か言いたいことでも？」

　青子の目が大河に向けられる。

　先ほどまで───というか今でも全く状況が理解できていないが───差し当たって確認したいことは一つだけ。

「天使、いや阿菫青子か。お前、イオラをどうした？」

「イオラ？　ああ、この身体からだに入っていた仮想人格か。ボクに呑のまれて消えたよ。最後まで抵抗してたみたいだけど、無駄な努力だったね」

「……そうか」

　大たい河がの脳裏に、いつかの夜の会話がよみがえる。

　もしかすると、彼女は青あお子この存在を感じ取っていたのかもしれない。だから「何かあったら」なんて予期するようなことを言ったのだろう。

「約束、守らねえとな」

　大河はコキンと肩を鳴らすと一歩前に踏み出す。

「ちょ、ちょっと大河っ!?」

「巴は夜や。話はあとだ。今ここでコイツを止めないと手遅れになるぞ」

　未いまだ混乱の最中にいる巴夜を言い含める。

　それは憶測などではなく確信。

　幾千幾万の死地を踏み越えてきた第六感が訴えていた───この少女は道を踏み外している。ここで止めなければ、取り返しのつかないことになる、と。

　大河を真まっ直すぐ見据え、青子は不敵に笑う。

「ボクを止める？　残念だけどキミたちには無理だよ。電脳世界エリユシオンはボクのホームグラウンド。唯一の危険因子である天てん陵りよう冬ふゆ姫きは無力化した。ボクを止める術すべはない」

「……てめえ。冬姫に何かしたのか？」

「少し閉じ込めさせてもらった。なに、危害を加えるつもりはないさ。事が終おわったら解放するよ」

　冬姫の名前を聞いて、大河は全身から殺気を放つ。

　しかし常人なら耐えきれずに気絶するほどの殺気を前にしても、天使は余裕の笑みを崩さない。

「怖い怖い。怖いから……ボディーガードでも呼ぼうかな」

　タン、と青子のつま先が床を打つ。

　すると床に広がっていた黒い染みが立体化し、泡立つように膨張していく。以前にも見たことがある光景に、大河は巴夜を庇かばうように身体を低くする。

　予想通り、変幻の果てに現れたのは漆黒の騎士───《ザイゴート》。それも二体。すでに外殻が数段階強化されている。

「またコイツか……っ」

「懐かしいだろう？　鴉からす羽ば紫し緒おの一件はボクにも得るものがあってね、戦闘能力が低ければキミは止められない。ということで、少し時間を置いて育ててみたのさ。ああ、この前みたいに壊したら誰だれかが傷つく、なんてことはないから安心していいよ。……もっとも、壊せたらの話だけどね！」

　その声を合図に、《ザイゴート》が凄すさまじい勢いで突撃してきた。

　大河は反射的に腰に手を当てるも、そこに引き抜くべき武器はない。

「……っ！　くそっ」

　咄とつ嗟さに徒と手しゆ空くう拳けんに切り替え、黒騎士を殴り飛ばす。

　忘れていた。ここは《アリエス》ではなく切きり燈とうの本社構造体。《アリエス》に特化して作られている攻性プログラムは使えない。

　殴り飛ばされた黒騎士は勢いよく壁に激突する。しかし鎧よろいを砕くほどの力を込めたにもかかわらず黒鎧には傷一つなく、瞬時に立ち上がると再び突っ込んでくる。

「大たい河が、引きなさい！　相手はウィルスよ、攻性プログラムじゃないとダメージは与えられない！」

「つっても、どこに逃げりゃいいんだよ！」

　大河は二対四本の斬ざん撃げきの嵐を掻かい潜くぐりながら言い返す。部屋の出入り口は黒騎士の向こう側。とてもじゃないが通り抜けることはできない。

　ひたすら回避に専念する大河だが、もともと動き回ることなど想定されていない小さな部屋。巴は夜や共々、少しずつ壁際に追い詰められていく。

「……さて、それじゃボクは失礼させてもらうよ」

　二人が追い詰められていくのを黙って見ていた青あお子こがウィンドウを開くと、その姿が薄くなっていく。どこかへ《転移》しようとする青子を見て、巴夜は咄嗟に駆け出す。

「待ちなさい、青子！」

「馬鹿、前に出るな！」

　周りが見えていないのか、巴夜は一いつ直ちよく線せんに駆け寄ろうとする。そんな無防備な彼女を黒騎士が見逃すはずもなく、脳天めがけて大おお鉈なたが振り下ろされた。

「ちっ───この阿あ呆ほう！」

　大河が間一髪のところで地面に押し倒し、鉈は空を掠かすめる。それでも巴夜は必死に手を伸ばす。

「青子！　青子───っ！」

「ボクは最上階にいる。用があるなら、そこまで上がってくるといい」

　冷たい目で言い残し、阿あ菫すみ青子は霧となって掻かき消きえた。伸ばした手が力なく落ちる。

　だが感傷に浸っている暇はない。身体からだを両断せんと薙なぎ払はらわれる大鉈に、大河は巴夜を抱きかかえると全力でバックステップして距離をとる。

「───ッ！　何してるの大河、早く青子を追って！」

「無む茶ちや言うなッ！」

　我に返るなりスーツの襟を引っ張って命令する巴夜だが、こればかりは無茶が過ぎる。

　二体のザイゴートには全く隙すきがない。互いにタイミングをずらして攻撃の手を休めず、決して無理な追いうちはしない。少しずつ少しずつ追いつめてくる。

（くそっ、このままじゃジリ貧だぞ……！）

　巴夜にもつを抱えたままではいずれ捕まる。かといって置いていくのは論外。突破するとなると───少し危険を冒さなければならない。

　躊ちゆう躇ちよはなかった。大たい河がは静かに腰を沈めると、抱えた巴は夜やを宙へ投げ飛ばす。

「何を───っ！」

　空中で文句を並び立てる巴夜を無視し、大河は一瞬で黒騎士との距離を詰める。

　巴夜に気を取られてコンマ一秒無防備になった腹を拳こぶしで一撃、さらに半歩踏み出して拳けん鎚つい打うちで追撃、床に叩たたきつける。そして勢いを殺さないように身体からだを半回転させ、もう一体の鉈なたの一撃を躱かわわすと同時に、首を刈り取る角度で回し蹴げりを叩きこんだ。

　二体の黒騎士が吹き飛ぶ。大河は素早く駆け出すと、落ちてきた巴夜を柔らかく受け止めた。

「……随分とふざけた真ま似ねしてくれるじゃない」

「緊急措置だ。さっさと行くぞ！」

　破壊したわけではない、黒騎士はすぐにでも追いかけてくるだろう。二人は急いで離れようと部屋を飛び出し───目の前に広がる光景に、言葉を失った。

「………………何よ、これ」

　───ちょっとした地獄絵図を作り出そうと思ってね───

　青あお子この言葉は真実だった。

　もし地獄というものがあるのなら、きっとこのような光景のことを言うのだろう。

　壁という壁を染め上げるのは、血のごとき鮮烈の赤。

　廊下には目視できるだけで十数体のザイゴートが立ち並び、その足元には夥おびただしい数の研究員たちがゴミのように投げ捨てられている。

　研究員の身体と黒騎士の大おお鉈なたから立ち上るのは、血のような紅あかいオーラ。

　───《ジェイル》。人間の魂である精神構造を捕らえることができる軍用プログラム。

　かつて涙るいを含めた数十人を昏こん睡すい状態に陥れたそれは、元々阿あ菫すみ青子が研究開発していたものだ。彼女が持っていたとしてもおかしくない。だが───数百単位の人間が倒れている光景は、あまりにも非現実的すぎた。

「……冗談きついっての……」

　巴夜の呻うめきに反応して、十数体の黒騎士の瞳が二人を射抜く。さらに背後では先ほど倒した二体が起き上がる音がした。

　逃げ場はない。幸い、大河はこのような状況に耐性があった。

　目を閉じて心を落ちつかせると、真っ青な顔をしている巴夜の手を掴つかむ。

「とにかく、いったん逃げるぞ」

「に、逃げるってどこに！　この感じだと他のフロアもコイツらで溢あふれかえってるわよ！」

「どこか隠れられる場所だ。ここに住んでるお前なら思いつくだろ」

　手首を掴む手に力を入れる。今にも気を失ってしまいそうな彼女の瞳をじっと覗のぞきこんで「落ちつけ」と視線で伝えると、巴夜は無理やり息を吐き出す。

「……三階の奥に、子供のとき作った秘密の部屋がある。そこなら隠れられるかも」

　気丈に振る舞おうとしているが、その身体は小刻みに震えている。彼女はまだ高校生だ。こんな地獄絵図を前に平静を保てというのが無む茶ちやな話だろう。

「よし。そこに行くぞ。転送陣は……使えねえだろうな」

　自分が侵略者なら、移動手段は真っ先に封じる。青あお子こが《転移》できたのはここのコントロールを掌しよう握あくしているからであって、二人は足で移動するしかない。

（確か階段があったな。そっちを使うしかねえな）

　記憶を掘り返し、頭の中で地図を思い描く。ただし相当距離がある上、かなり開けた場所を通ることになる。強行突破するしかないだろう。

「巴は夜や、悪いけど少し我慢してくれ」

「え……きゃっ!?」

　大たい河がは左手を巴夜の腰にまわし、強く抱き寄せる。力の抜けた身体からだは容易たやすく大河に身を任せ、首元に顔をうずめるような体勢を取る。

「ちょ、ちょっと!?　こんなときに何を───ッ」

「全速力で駆け抜ける。死ぬ気でしがみついてろ」

　巴夜の抗議を遮さえぎり、静かに腰を沈める。

　そして背後で鉈なたが振り払われた瞬間、大河はトップスピードで駆け出した。

　急加速に驚いた巴夜が図らずも両腕にぎゅっと力を込める。大河は立ちはだかるザイゴートの攻撃を最小の動作で次々と躱かわし、廊下を一いつ直ちよく線せんに駆け進む！

「ま、待って大河！　これ想像以上にキツ───」

「黙ってろ、舌噛かむぞ！」

　振り落とされそうな速度に巴夜が文句を言っているが、全て無視。

　少しでも速度を落とせば捕まる。黒騎士に《ジェイル》が搭載されている以上、鉈に掠かすっただけでも致命傷だ。

　前と同時に、後ろにも気を払う。

《ザイゴート》は倒したわけではないので当然追いかけてくるし、数段階強化された身体能力は大河に勝るとも劣らない。攻撃を先読みしなければ、あっという間にお陀だ仏ぶつだ。

　凄すさまじい速度で廊下を爆走する。だが、敵も烏う合ごうの衆ではない。階段を伝って上や下の階から増援がやってくる。これでは階段も使えない。

「ちっ……！」

　大河は舌打ちすると素早くあたりを見回す。目に入ってきたのは屋上からエントランスホールまで吹き抜けになっている中央テラス。

　迷っている時間はない。大河は覚悟を決める。

「巴夜！　一気に三階まで降りる、目ぇ閉じとけ！」

「ちょ、ちょっと待って！　アンタまさかっ」

　大河は一瞬だけ巴夜を支える手を放し、全力で床を蹴ける。

　前を塞ふさぐザイゴートは一体だけ。大河はその腹に拳こぶしを叩たたきこんで吹き抜けへと投げ飛ばすと、その上に飛び乗る。

　一瞬の停滞感。そして横への勢いが途絶えた後、一体＋二人は重力に引かれ、加速しながら落ちていく！

「きゃあああああああああ！」

　悲鳴が耳をつんざく。密着していた大たい河がの鼓膜が思いっきり揺らされるが、気にかける余裕は一ミリたりともない。

（目を凝らせ……タイミングを逃したら終おわりだぞ……ッ）

　高速で流れていく視界をスローで見切る。そして三階に差しかかる直前で足場を蹴けり、廊下に飛び移った。

　転がるように受け身を取った直後、下のほうで何かが潰つぶれる音がした。

「……よし、成功」

「何が成功よ！　死ぬかと思ったわ！」

　巴は夜やの右手が大河の頭を叩たたき、スパーンと小気味のいい音を立てる。

　確かに三十四階からの自由落下、いくら電脳世界であっても怖いものは怖い。

「無傷で逃げきれたんだ。文句言うな。それより、さっさと隠れるぞ。ヤツらも直じきに降りてくる」

「……わかってる。こっちよ」

　大河は巴夜の先導に従い、夥おびただしい数の電子体が転がる廊下を駆け抜けた。





　　　　　　　◆　◆　◆






　それは六年前の冬のこと。

　まだ彼女たちが互いの名も知らず、運命の出会いを果たした翌日。

　とある地方都市。その最上級ホテルの一室にて、十二歳の切きり燈とう巴夜はだらけきっていた。

「……なにをしてるんでしょうかね、私は」

　ごろごろと一時間近くベッドの上で転がり続けていた彼女は、ふと我に返ってそんなことを呟つぶやく。

　何な故ぜこんなことをしているのかと言われたら「暇だから」以外の何物でもないのだが、こんな時間の使い方はあまりにも非生産的ではないか。

「……といっても、何をすればいいのでしょう？」

　とりあえず起き上がった巴夜だが、空白だらけの脳内スケジュールに頭を悩ませる。

　趣味と呼べるようなものは何一つないし、出かけ先なので毎日の稽けい古こもお休み。端的に言ってしまえば、やることがない。こんな生活があと二日も続くことを思い、巴夜は大きなため息をついた。

　父親の付き添い。

　彼女がこの街に来た理由を挙げれば、その一言だけで説明がつく。そしてパーティーが終わって一夜経たった今もこの街に留とどまっている理由もまた、父親だった。

（仕事のトラブルで二泊するのはいいけど、アタシまで残る必要ないでしょ）

　文句を言えるのは心の中だけ。決して口にも態度にも出さない───それが十二年の短い人生で覚えた唯一の処世術。

　かくして、己を持たない少女は暇を持て余していた。

（そういえば、昨日のコソ泥はどうなったのかな）

　ベッド脇わきのデスクには、昨夜奪い返したお気に入りのブレスレットが光っている。金属部分が少し汚れており、昨日の一件が夢でないことを物語っていた。

　───結論から言えば、巴は夜やは盗人ぬすつと少女を見逃した。

　別に空腹の少女が可哀そうだったからというわけではなく、警察に事じ情じよう聴ちよう取しゆされたくなかったから。そんなことをすれば父親にパーティー会場を抜けだしていたことがばれる上、切きり燈とうの名前に傷がつく可能性もある。デメリットしかないのだ。

「ちょっと散歩してきましょう」

　表と裏───ちぐはぐな心に積もる鬱うつ憤ぷんに釣られるまま、巴夜は適当な私服に着替えると見知らぬ街へと繰り出していった。




　ありがとうございました。またのお越しをお待ちしています───教本マニユアル通りの台詞せりふと１００％の営業スマイルに見送られ、巴夜は浪なみ鷺さぎブランドの直営店をあとにする。

（うーん、やっぱり浪鷺のアークライト技術は凄すごいわね……追いつくだけでも十年以上かかるかも……）

　本日発売の新製品をたっぷり二時間物色した挙句に何も買わないという、店側からすれば迷惑この上ない客（まだ子供だが）だったが、当の本人に気にした様子はない。

　今の巴夜の思考を占めるのは、浪鷺と切燈の間にある明確な技術力の差。

（……結局、アタシにはこれしかないのよね）

　一人のときまで会社のことを考えている自分に嫌気がさす。

　気分転換のために外出したはずなのに、どうしても「切燈のお嬢様」という思考の枠組みから外れることができない。

　どこにいて何をしようと逃げられない───そう思い知らされる。

「……やめましょう。気が滅め入いるだけです」

　意図して口にした言葉は寒空に溶けていく。白く染まる吐息はやがて煙のように消えていき、そこに誰だれにも見てもらえない「自分」を幻視する。

　このまま歩いていても気は晴れない。そう思ってホテルに帰ろうとするが、帰路の途中で気になるものを見つけて、足が止まった。

「あの娘こ、昨日の……？」

　薄汚れたパーカー、フードで隠れているが、青みのかかった特徴的な髪。間違いなく昨夜とっちめた盗人少女だった。路地裏で身を潜めている。

（何してるんだろ？）

　気になった巴は夜やはしばらくその場に留とどまることに。

　動きがあったのは五分が経過した頃。一体の警備ドローンが少女の潜む前を横切ろうとした瞬間、彼女は動いた。

「───っ」

　少女はウィンドウを展開させると、凄すさまじい勢いで操作する。すると唐突に周辺の街灯が輝き始め、あちこちで緊急用のブザーが鳴り響く。それらに注意を引かれ、通行人の視線がドローンから外れる。

　その一瞬を狙ねらっていたのか、少女は素早く跳び出すとドローンに接触。あっという間に内部情報を書き換えたかと思うと、身を翻して路地裏へと消えていった。

「あれって……」

　巴夜は動きの止まったドローンの内部情報を調べる。

　予想通り、管理者権限によって行動アルゴリズムが変更されており、特定の時間になると「ある場所」に立ち寄るように設定されていた。

（これ、さっきの娘この仕業よね。あの一瞬で管理者区画までハッキングするなんて……）

　加えてその前の設備異常。あれも彼女の仕業だろう。

　だけどあれほど大規模なハッキングを短時間に、かつ端末の出力だけでやり遂げるなんて、技術の桁けたが外れている。

　確かめてみたい───そんな考えが脳裏に浮かんだ。これほどの技術を持つ少女が何を考えてこんな真ま似ねをしたのか、無性に興味が湧わいた。

（多分、この座標に行けば───）

　巴夜は地図を展開すると、小走りに裏通りを進んでいく。

　幸い治安の良い街だったので特にトラブルに巻き込まれることもなく、十分ほど歩いて辿たどりついたのは随分前に潰つぶれたと思われるバーの跡地。

「……ここですね」

　ドローンの巡回ルートに書き加えられていた座標はここで間違いない。

　巴夜は薄暗い階段を慎重に下り、錆さびついた扉に手をかけてゆっくりと開く。すると、突然視界に影がかかった。

「───くたばれ不審者っ！」

「な……っ」

　扉が開け放たれ、内側で待ち構えていたらしい少女が襲いかかってきた。その手には細い角材が握られている。

　危ない───そう思うや否いなや、巴夜は反射的に一歩踏み込んで少女の腕を掴つかんでいた。

「……え？」

「ふっ───やあっ！」

　掛け声と同時に、少女の小さな身体からだが宙を舞う。巴夜は少女を柔らかく床に落とすと素早く両足を絡め、その腕を締め上げる。

　俗に「腕うで挫ひしぎ十じゆう字じ固がため」と言われる関節技に、少女はたまらず悲鳴をあげる。

「いっったああああああぁぁぁぁっ!!?　ちょ、タンマ！　痛い痛い痛いってばぁっ!?」

「当たり前でしょ。痛くしてるんだから。それより！　いきなり殴りかかってくるなんて、どういうつもりよ！」

「人の家に無断で入ろうとするからだ！」

「……人の家？　なに、ここに住んでるの？」

「そうだよっ！」

　巴は夜やは腕を締め上げる力はそのままに、店内をざっと見回す。

　内装は少し古びているものの、椅い子すやカウンター、食器などはごく最近使われた形跡があり、生活感が漂っている。

「……泥棒に不法侵入、おまけに不法占拠。三コンボ達成じゃない」

「うるさいっ、キミには関係ないだろう！　とっととボクの手を放せこのオカッパ！」

「むかっ。あーそう、そんなにこの腕要いらないんだー、ふーん」

「ぎゃあああああああああああああああーっ！」

　ミシミシと腕が不吉な音をあげ、寂さびれたバーに少女の絶叫が響き渡った。




「……阿あ菫すみ青あお子こ。十二歳」

　名前を尋ねると、少女は渋々答えた。

　この三分足らずの間に幾度となく関節技を極められたせいか、疲れきった様子でカウンターに突っ伏す少女───阿菫青子を見下ろし、巴夜は小さくため息をついた。どうしてこんな少女に興味を持ってしまったのだろう、と。

　阿菫青子は、一言で言えば「家出少女」だった。

　三年前に義理の両親のもとを飛び出し、それ以来潰つぶれたバーを拠点に一人で生きてきたとのこと。当然学校には通っていないし、未成年で保証人もなしでは部屋を借りることもできない。

　それでも何とか暮らしていたのだが、三日ほど前に食料が底をついてしまい、それでパーティー会場に忍び込んだ───というのが彼女の弁。

「……で、なんでアタシのブレスレットを盗んだのよ？　お金目当て？」

「む……あれは事故だよ。キミを突き飛ばしたとき、偶然服に引っ掛かってしまったんだ。ボクにだってプライドはある、スリなんてみっともない真ま似ねはしないさ」

　食料を盗むのはみっともなくないのか、と思う巴夜だが、ひとまず置いておくことに。それよりも同い年にもかかわらず、たった一人で生きている彼女に興味があった。

「昨日のことはわかったわ。でもどうやって暮らしてるのよ？　寝床には困ってなさそうだけど」

「ここは電気も水道も通ってるし、シャワーもある。生きてくには充分だよ」

　もう抵抗する気力もないのか、青子は素す直なおに答える。

　確かに彼女の言う通り、店内には電力が供給されている。けど、どうして潰つぶれたバーにライフラインが通っているのか。そう考えたところで巴は夜やの脳裏に浮かんだのは、先ほども目の当たりにした青あお子このハッキング技術スキル。

「まさかアンタ、管理会社にハッキングして───？」

「…………い、生きていく上で仕方なかったのさ。緊急措置だよ」

「不正アクセスも追加、と」

　罪状がまた一つ増えた。警察に突き出すつもりはないので、無駄なカウントだが。

「そもそも、キミは誰だれなんだい？　あの会場にいたんだし、相当なお嬢様ということは想像がつくけど」

「ああ、そういえば名乗ってなかったわね。切きり燈とう巴夜、歳としはアンタと同じ十二よ」

「切燈……？」

　その姓にひっかかるものがあったのか、青子は立ち上がると店の隅で山積みになっている機械製品を漁あさり始める。近づいて見てみるが、どれもこれも壊れていたり汚れていたりとひどい有様。

「そんなにたくさんの機械、どこから調達したのよ？」

「これかい？　捨てられてたやつを盗───もとい、再利用してるのさ。あとは街中のドローンからこっそり拝借したりしてね」

「……そのためにドローンをハッキングしたわけ？」

　まさかそんな目的だったとは。巴夜は思わず呆あきれる。

「っと、あったあった。切燈って、これ？」

「うわ、また年代物が出てきたわね……」

　青子が差し出してきたのは小さなカード状の機械。切燈が台頭し始めた頃、約十年前に作られた初期の製品だ。巴夜は端末で内部情報を映し出し、その性能に驚く。明らかにスペックの桁けたが違っていた。当時の切燈に開発できるものではない。

「……これ、もしかしてアンタが改造したの？」

「ん？　あー、そういえば拾ったときに少し弄いじったような……二年も前の話だけどね」

　青子はそう言うが、「少し弄った」なんてレベルの改造ではない。これを学校にも通っていない齢よわい十二の少女が成し遂げたという事実に、巴夜は戦せん慄りつした。

「……なるほど、天才ってわけか」

「そうだね。自分で言うのもなんだけど、ボクは天才だよ」

「さらっと自慢したわね」

「事実なんだから仕方ないだろう。もっとも、ボクには他の色んな要素が欠けているから、総合的に見ればキミ程度の人間にも劣るだろうけど」

「よしわかった。まだ叫び足りないってことね！」

「え、いや違っ───ぎゃあああああああああああああっ！　腕が、腕がもげるぅぅぅ！」

　いつのまにか素の口調に戻っていることにも気づかず、巴夜はその後も青子と戯れた。

　煌きらびやかな世界に住むお嬢様と、その日の食糧にも困る家出少女。正反対な身の上の二人は互いにどこか似通ったものがあって、一緒にいて心地よかった。

「それじゃ帰るわ……また明日」

「……うん、また明日」

　その日、二人は生まれて初めて明日の約束を交わした。





　　　　　　　◆　◆　◆






「が───っ」

　ドスリと深紅の鉈なたに胸を貫かれ、役員の一人が倒れる。その身体からだから淡い光の球体───精神構造が抜け落ち、少女の手のひらに吸収されていく。

「……この構造体の機能は全て掌しよう握あくし、一万近い職員も全員始末した。あとはお前だけだ、切きり燈とう昂こう夜や」

「…………」

　本社ビル構造体、最上三十五階、役員会議室。切燈グループの幹部が会社の行く末と利益について語るための場は今、一人の少女に支配されていた。

　つい先ほどまで激しく弁論を交わしていた幹部連中は一人残らず床に倒れ伏し、生き残っているのは上座に座る男だけ。凄せい惨さんな光景の中、四体の《ザイゴート》を従えた青あお子こは悠然と歩を進める。

「貴様……阿あ菫すみ青子……何な故ぜここに……」

「何故？　くだらない質問だな。いちいち理由を説明しなければならないのかい？」

　昂夜は椅い子すに座ったまま動かない、否いや、動けない。

　彼の左右にはいつでも息の根を止められるよう、黒騎士が鉈を突きつけている。少しでも動けば床に転がる幹部たちと同じ目にあうことは、想像に難くなかった。

「ボクの目的は一つ。お前が知らないはずはないだろう」

　青子は動けない昂夜を見下ろし、冷たく言い放つ。

　彼女の目的はたった一つ。

　切燈昂夜が、阿菫青子という一人の少女をこの世から消した男が、それを知らないはずがない。

「……復ふく讐しゆう、か」

「正解。もっとも、キミに対するものだけじゃないけどね」

　そう言うと青子は黒騎士の鉈を手に取り、昂夜の首筋に当てる。

「───ああ、そうだ。これは復讐。お前も、お前が作り上げたこの城も、欠片かけらも残さず全て滅ぼす。そのためだけに、ボクは醜く生にしがみついた」

　禁きん忌きを破り、一万の人間を手にかけ、たった一人の親友を犠牲にし、二人で描いた夢の形を利用して、彼女はここに立っている。

　それがどれほど罪深いことか知ってなお、止まらない。止まれない。

「……何をするつもりだ」

「教えたところでお前には何もできやしない。黙って朽ち果てていろ」

　ゆっくりと鉈なたを振りかぶる。

「お前を地獄に送る……ようやく、叶かなえられそうだ」

　無造作に鉈が振るわれ、悲鳴をあげる間もなく昂こう夜やの首が刎はね跳ぶ。

　そしてそれが合図となり、数十数百ではきかない数のウィンドウが青あお子この周りで展開、連結して一つの巨大なプログラムを生み出す。

「論理爆弾ロジツクボム《インドラ》生成シークエンス───開始スタート」

　青子の命に従い、《ジェイル》で奪った切きり燈とう職員一万人分の精神構造が一点に収束していく。少しずつ巨大化していく淡い光に触れた瞬間、床や天井は塵ちりとなって霧散する。

「あと少し……あと少しで、全部終おわる……」

　阿あ菫すみ青子は静かに佇たたずみ、やがて訪れる終しゆう焉えんの時を待ち望む。





　　　　　　　◆　◆　◆






「……落ちついたか？」

「ええ。ありがと」

　簡易ベッドに座る巴は夜やの顔色は元通りとはいかないものの、かなり良くなっていた。大たい河がは安あん堵どの息を吐く。

　ここは本社構造体の三階、その隠し扉の先に位置する八畳ほどの小さな部屋。

　巴夜いわく、「小さい頃に秘密基地感覚で構造体の一部をくり抜いて作った」とのこと。青子もこの部屋のことは知らないらしい。

（さてと……これからどうしたもんかな）

　大河はこれからのことを考える。

　この部屋のことは知らないと言っても、しらみ潰つぶしに探していれば見つかるのは時間の問題だ。落下しながら各フロアの様子もざっと確認したのだが、どの階層にも大量の《ザイゴート》がいた。その総数がどれほどになるか───正直、考えたくない。

（阿菫青子の目的はわからないが、ここにいるのはまずい。冬ふゆ姫きのことも心配だし、早いとこログアウトしないと）

　───ボクは最上階にいる。用があるなら、そこまで上がってくるといい。

　青子は確かにそう言った。誘いとも取れる台詞せりふだが、彼女を何とかしなければログアウトできない以上、他に選択肢はない。

（……まずは攻撃手段を確保するか）

　ここから最上階に行くとなると、今度こそ無数の《ザイゴート》を突破するしかない。

　当然、一体も倒さず素手で突破するのは論外。前と後ろから挟まれでもしたら、それこそ一巻の終おわりだ。何としても黒騎士を破壊しなければ───巴は夜やに相談しようとした、そのときだった。

　不意に部屋が、いや構造体全域が激しく揺れ、大たい河がと巴夜はたたらを踏む。

「なんだ!?」

　大河が顔を上げた瞬間、構造体に電磁波パルスが奔はしり、壁という壁が透明になってはるか上空が見えた。そこにあったのは、少しずつ巨大化していく光の球体。空を切り取って濃縮させたような光球を見て、巴夜は叫ぶ。

「《インドラ》……ッ!?　青あお子こ、アンタそこまでして切きり燈とうを滅ぼしたいの!?」

　巴夜の表情には驚きよう愕がくと恐怖が張り付いていた。それだけで危険度は推し量れる。

　それに大河自身、本能的に察していた───あれは全てを等しく終わらせるものだ。人も物も関係ない。あれに呑のみ込まれたら、塵ちり芥あくたとなって消えるだけ。

「あれは何なんだ？」

「……論理爆弾ロジツクボム、って知ってる？」

「いや、聞いたことない」

「電脳兵器の一種でね。演算領域に負荷をかけて破壊的なエラーを引き起こすプログラムよ。《インドラ》はその中でも最悪のプログラム。大規模構造体を破壊することに特化した大量虐殺兵器」

「……また物騒な言葉が出てきたな」

　日常生活で聞くはずもない単語。しかしあの光球をそう称することに、大河は何の違和感も感じなかった。

「作ったのは、阿あ菫すみ青子か？」

「ええ。青子自身が言ってたわ。こんな非人道的なプログラム、生み出すべきじゃなかった、って」

「非人道的？」

「問題なのは大規模構造体を破壊する性質そのものじゃない……《インドラ》を構成する材料よ」

　巴夜は再び簡易ベッドに腰掛けるとウィンドウを展開する。

　切燈本社構造体の見取り図、その上には白い点と赤い点の二つが記されていた。赤い点は数えきれないほどある一方で、白い点は最上階に一つと、三階に二つだけ。

「……やっぱり。他の社員は全員やられちゃってるわね」

「これは……電子体の反応か」

　数と場所から察するに、白点は阿菫青子と大河たち二人。そして赤は黒騎士にやられた切燈社員だろう。黒騎士には《ジェイル》が搭載されていた。彼らの精神構造は全て捕らえられて───。

「……待て」

　点と点がつながる。

　非人道的。最悪のプログラム。そして以前聞いた、精神構造は解析不能情報ブラツクボツクスの塊という話。それらの情報を絡めると、答えは一つしかない。

「まさか……《インドラ》の材料って───人の魂か!?」

「正確には、大量の精神構造ね」

　巴は夜やは感情のない声で大たい河がの言葉を訂正する。

　そのことを前提に考えると、今の状況に辻つじ褄つまが合う。今日の本社構造体には不具合の対処で多くの社員が詰めていた。短時間で彼ら全てを狩るには大量の手て駒ごまが必要、そのための日取り、そのためのザイゴート、そのための───《ジェイル》。

「もし《インドラ》が発動すれば、構造体内部にいる人間は脳に過剰負荷がかかって全員死ぬ。文字通り、切きり燈とうは跡形もなく消し飛ぶわ」

「アレが完成するまでにどれくらいかかる？」

「詳しい時間まではわからないけど、そんなに長くはかからないはずよ」

　もはや一刻の猶予もないということだ。

　と、巴夜がおもむろに大河の腕を取り、無理やりウィンドウを開かせた。そして《アリエス》で使っている刀と衣装の複合攻性プログラム《天剣》を取り出す。

「何するつもりだ？」

「青あお子こを止めに行くんでしょ？《天こ剣れ》をここで使えるように改造するわ。少し待ってなさい」

　そう言うと、返事も待たずにプログラムの改変を始める。改変率を示すパーセンテージが１％、２％と少しずつ増えていく。

「……アタシも行くからね」

　巴夜が静かに告げる。その瞳に迷いはない。

「できるのか？」

　大河は彼女の目を見据えて問いかける。

　目を見ればわかる。今の阿あ菫すみ青子は説得が通じるような相手ではない。力ちから尽つくで止めることになるだろう。つまり───彼女を消滅させることになる。

「どんな理由があろうと、こんな真ま似ねを許すわけにはいかないわ。アタシはあの馬鹿を止めなくちゃいけないの」

　無理やりにでもついていく。そんな強い意志を感じさせる返答だった。しかし大河は難色を示す。

「つっても、さすがにお前を抱えていくのは無理だぞ」

「そこは大丈夫。ちゃんと考えてあるわ」

　そもそも巴夜を残してもザイゴートに襲われる可能性は充分考えられる。一緒にいたほうがまだ安全だろう。

「……一つだけ教えてくれ。今の阿菫青子はいったい何なんだ？　どうしてイオラの電子体をアイツが使っている？」

「……そうね。アンタには、知る権利があるわよね」

　巴は夜やは大たい河がに座るように促すと、遠い目で天井を見上げる。

「まずは始まり……青あお子こが切ウ燈チに来たときのことを、話しましょうか」
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　───切きり燈とう巴夜と阿あ菫すみ青子は、共に孤独だった。

　恵まれた家庭に生まれながらも「淑しゆく女じよたれ」と大人になることを強いられた少女と、劣悪な環境に生まれ堕おちて大人にならざるを得なかった少女。

　二人は互いに孤独で、正反対でありながら似通っていた。

　偶然の邂かい逅こうから始まった、短くも濃密な日々。生まれて初めて「友達」を得た彼女たちは際限なくお互いのことを話しあった。

　───ボクの身体からだは穢けがれている。それが阿菫青子の口癖だった。

　彼女は幼少期に両親と死に別れ、親しん戚せきに引き取られた。よくあることではないが、さして珍しい話でもない。

　彼女にとって不幸だったのは、義理の家族たちがひどく歪ゆがんでいたこと。

　毎日が地獄だった阿菫青子にとって、電脳世界エリユシオンは理想郷そのものだった。

　神話などという幻想ではなく、目の前に厳然として存在する理想の世界。醜い現実を否定して、思い通りに作り変えられる夢の場所。

　そしてある日、彼女は地獄から逃げ出した。

　生きるのに苦労しながらも、好きなものに囲まれた生活。そして───巴夜と出会い、彼女はさらなる幸福を望んでしまった。

　そんなとき、彼女の前に現れたのが切燈昂こう夜やだった。彼は巴夜の不審な動きを知り、秘書を使って密ひそかに探らせていたのだ。

　お前を雇いたい───青子の才能を目の当たりにした昂夜はそう言った。

　当時の切燈は四大企業の一角に名を連ねながらも、他の三つと比較すると見劣りする存在だった。新興企業が持ちえないブランド力、そして長年の研究開発による技術的差異。切燈昂夜が欲したのは、時間という絶対的な要素を覆す天才性ジヨーカー。

　阿菫青子はその誘いを受け、切燈所属の技術者となった。

　青子の存在は一部の幹部だけが知るトップシークレットとされ、巴夜は歳としが近いということもあって彼女の教育係兼、監視役に任命された。




　そうして彼女が切燈に来て二年が経たった、ある日のこと。

　巴夜がいつものように自分の研究室で仕事をしていると、これまたいつものように青子が《転移》してくる。その顔は、何だか興奮しているように見えた。

「巴夜！　見てくれ、凄すごいものを見つけた！」

「……青あお子こ。毎回言ってるけど、部屋のセキュリティを勝手に解除するの止やめてくれない？　心臓に悪いでしょうが」

「じゃあボクに突破されないセキュリティを作ってくれ。無理だろうけど」

「嫌みかコイツ……」

　もはや慣れ親しんだ軽口の応酬。

　巴は夜やはため息をついて仕事を中断、青子と向き合う。

　青子はそろそろ夏だというのに手首足首まで覆うような服の上に白衣を羽織っていた。巴夜は彼女が肌を隠す理由を思い返して、少し憂ゆう鬱うつな気分になる。

「……で、何を見つけたって？」

「おっと。ほらこれだよ。社内のデータを漁あさってたら、偶然見つけたんだ」

　空中に映し出されたのは、機械的な美しさを持つ可か憐れんな少女。

　生命の温ぬくもりが感じられない能面のような表情を浮かべ、眠るように瞳を閉じている。

「……仮想人格ＡＩ？」

　それは型版としては数世代前に当たる、古びたＡＩだった。巴夜は呆あきれたような目で青子を見据える。

「これのどこが珍しいわけ？」

「ボクは初めて見たんだ。もちろん知識としては知っていたけどね」

「あー……そういえばそっか」

　当時からＡＩは「あったら便利」という程度のものであり、成果が開発資金に見合わない代表格のような製品だった。当然、切きり燈とうでは扱っていない。

「ＡＩなんて機械的にプログラミングされた命令に従うだけの人形じゃない。どこが気になったのよ」

「確かにキミの言う通り、今の彼女は人形だ。物事を考えることも、自分で判断して行動することもできない」

　青子はまるで言い聞かせるように言葉を重ねる。その態度が何となく腹立たしいものの、黙って続きを促す。

「彼女に搭載されているのは単純な受け答えしかできない、極めて原始的な思考回路だ。過去に思いを馳はせ、未来を夢想し、幾星霜の今を絶えず思考する人間の脳とは比べようもない。そしてその最たるものが───感情だ」

「……その芝居がかった口調、恥ずかしくないの？」

「茶ちや化かさないでくれるかな。とにかく、彼女を見ていると思うんだ。もし感情を持ったＡＩがいるとしたら、それは人間と変わらないんじゃないかって」

「それこそ無駄でしょ。何の得にもならない」

　巴夜は青子の言を一刀で斬きり捨てる。

　ＡＩにはＡＩの役目があり、そこに感情などという不確定要素を介在させてしまえば、どんな影響を引き起こすか知れたものではない。機械としての本分を忘れてしまえば、そのあり方は根底から覆る。

　しかし青あお子こは何が気に入らないのか、盛大に肩をすくめる。

「は～や～。キミは少し企業側の視点に染まりすぎだよ。もう少し自由な発想で物事を考えたほうがいい」

「企業専属技術者のアンタがそれを言う？」

「それはそれ。これはこれさ。相変わらず公私の切り替えが下へ手ただね。……それより、考えてみなよ。ＡＩの存在意義は人の役に立つことだろう？」

「まあ、基本的にはそうね」

「つまり常日頃から所有者の傍そばにいるわけだ。なら友とも達だちのような関係だって築ける、そうは思わないかい？」

「……友達、ねえ」

　少し、想像してみる。

　青子と出会うまで常に一人だった切きり燈とう巴は夜やの人生、その傍に寄り添うＡＩ。ときに喧けん嘩かしながらも楽しく笑い合う日々───。

「羨うらやましいわね」

　我に返った巴夜は慌てて口を塞ふさぐも、青子はしっかり聞いていた。にやにやと意地の悪い笑みを浮かべ───。




「だから、ボクたちで作ってみないか？」




　そんなことを言い放った。

「……は？　なんですって？」

「鈍にぶいなあ。ボクと巴夜で感情を持つＡＩを作ってみないかって、そう言ってるんだよ。キミだって良いなって思っただろ？」

「そりゃ少しは思ったけど……アンタは自分の研究があるでしょうが。それにＡＩの開発研究なんて、上が許可してくれるとは思えない」

「ふーん。じゃあ許可をもらえれば協力してくれるかい？」

「もらえればね。絶対に無理でしょうけど」

　巴夜が適当に答えて、この話題は終おわった。

　しかしこの数日後、青子は宣言通りに上、つまり切燈昂こう夜やの許可を得てきた。

　そして二人は感情を持つＡＩの開発に着手することになる。

　開発主任・阿あ菫すみ青子。二人だけの小さな小さなプロジェクト。それは主任の名前をもじってこう呼ばれた───《菫青石アイオライト》と。
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　少しずつ、《天剣》の改変率が１００％に近づいていく。

　一度言葉を切った巴は夜やに、大たい河がはふと思い浮かんだ疑問をぶつける。

「阿あ菫すみ青あお子こはどうやって切きり燈とう昂こう夜やの許可を得たんだ？　そう簡単に説得できるような相手じゃないだろ」

　顔を見ればわかる。あれは人の言うことを聞くような人間じゃない。こうと決めたことは曲げないはずだ。

「ええ。アタシもあとから知ったんだけど、一度は断られたらしいわ。でも、どうしてもＡＩの研究をしたかったんでしょうね。青子は取引を持ちかけた」

「取引？」

「……前に話したわよね。ウチは利益至上主義。利益を出すためなら何だってする」

「ああ。それで軍用プログラムの開発にも手をだして───……そういうことか」

「ええ」

　阿菫青子が交わした取引。ここまで聞かされれば、その内容は推して知れた。

《ジェイル》や《インドラ》を生み出すことになる最悪の研究に、阿菫青子は足を踏み入れてしまった。己の、自由を得るために。

「ここからが本題よ。アタシと青子は本格的にＡＩの研究を始めた。仮想人格っていうのは、つまり人工的に作り出した精神構造。だけど人の手で作れるのはあくまでそれっぽくした何かでしかない」

　表層的な人格構成ならどうとでもなる。だけど魂の根底、命の在あり様、感情とそれを生み出す意思を一から作るとなると、それはもはや神の領域だ。

「アタシたちはゼロからの創造を諦あきらめた。代わりに目を付けたのが、世界中で盛んに行われていた電子幽霊ホロゴーストの研究」

「電子幽霊？　聞いたことないな」

「かなり有名な研究よ。なにせ電脳時代の終着点ともいえるテーマだからね。不要な現実の肉体を捨て、魂だけの存在になって悠久の時を生きる存在。一言で言えば、不老不死の研究よ」

　───不老不死。

　それはあらゆる時代、あらゆる場所で囁ささやかれ、誰だれもが一度は夢想する生命の極致。

　全てを手に入れた者たちが最後に望む、「死にたくない」という原始の願望。

「精神構造を電脳世界に固着させるという電子幽霊の考え方はＡＩの構築に役立つ。既存の発見から何か応用できないかと思って研究を始めたわ。そんな軽い気持ちだったのに……青子は、見つけてしまった」

　できるはずがなかった。

　電子の楽園エリユシオンが生まれたその日から、数えきれないほどの研究者がそこを目指し、皆等しく挫ざ折せつした。だけど偶然か、あるいは神の悪戯いたずらか───阿菫青子は誰も辿たどりつけないはずの神域に、辿りついてしまった。

「過剰負荷によって脳を焼き切り、肉体とのつながりを完全に切断。そして精神構造を電脳世界に固着させる……アイツが見つけたのは、そんな方法よ」

「つまり、死んで電子幽霊になるやり方か」

「簡単に言えば、そういうことね」

　阿あ菫すみ青あお子こもきっと予想していなかっただろう。しかし彼女の桁けた外れの才能が不可能を可能に変えてしまった。そんなこと、望んでいなかったのに。

「青子は研究で得た知識を使ってイオラを作り上げた。けど電子幽霊については、アタシと相談して決して口外しないって誓いあった。ろくなことにならないのは目に見えてたからね。なのに……」

「阿菫青子は、使ったんだな」

　人間だった阿菫青子は脳を焼き切って死に、電脳世界に生きる電子幽霊となった。そしてイオラの身体からだに入り込み、ずっと潜んでいた。

「……イオラの身体を使った理由は推測できる。電子幽霊は電子体がなければ動けない。身体としてあれほど適した素体はないわ。なにせ身体情報は青子を元にデザインしてるからね、適合率は相当高いはずよ」

　全てを語り終おえ、巴は夜やは重い空気を吐き出すように小さくため息をつく。

　大たい河がは頭の中で情報をまとめる。

　今現在、阿菫青子は構造体を破壊するプログラム・論理爆弾《インドラ》を発動させている。その材料は本社構造体にいた社員全員の精神構造。もしこれが発動すればゲームオーバー、大河たち諸もろ共とも全員死ぬ。

「《インドラ》を止める方法は？」

「完成する前に生成シークエンスを中断させるしかないわ。今の青子は電子幽霊、電子体を破壊すれば精神構造も一緒に消滅する。それで止まるはずよ」

　消滅する、と言った瞬間、巴夜の表情が一瞬だけ揺らいだ。それでも動揺はすぐに消え、彼女の瞳には「やらなければならない」という使命感が渦巻いている。その光が、どうにも危うく見えて仕方なかった。

「……よし、終わった」

　巴夜の呟つぶやきと同時にピコンという間の抜けた音が鳴り、大河の目の前に一振りの野太刀が出現する。それを掴つかんで引き抜くと大河の身体は光に包まれ、一瞬のうちに白のロングコートを着た《アリエス》の装いに変わっていた。

「それじゃ、行くわよ」

「……ああ」

　大河は何の感情も見せない巴夜の背中を見つめ、そのあとを追った。
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「はぁ……はぁ……」

「だいぶ息が上がってきたね。そろそろ演算速度が落ちてきたかな？」

「まさか。……行きますよっ！」

　叫びと同時に数十の結晶体が出現し、《天使》めがけて一斉に射出される。

　一つ一つが己を破壊する強力な攻性プログラム。文字通り必殺の矢を前に、天使はゆらりと片手を上げる。彼女の背後に全く同じ数の紅あかい結晶体が出現し、蒼あおい結晶体を迎撃。真っ白な空間が紅と蒼のツートンカラーに染まる。

「……あの一瞬でこれだけの数の攻性プログラムを作り上げるとは。演算速度だけならボクより上かもしれないね。やはり対処しておいて正解だった」

　過剰演算で息を荒らげる冬ふゆ姫きに対し、天使は余裕の笑みさえ浮かべている。

　すでに交わした攻防は五十を超えた。一回二十個のプログラムを使ったと仮定しても、単純計算で一千───それだけの演算を行っていながら全く負荷がないなんてこと、どんなに優れたプログラムであってもあり得ない。

「あなた……どこか外部から演算領域を借りていますね？」

　確信を持った冬姫の問いに、天使は「正解」とばかりに薄く笑う。

「ボク自身が相手するならともかく、プログラム程度ではキミを止められないからね。今ここにいるボクの演算領域は切きり燈とうのメインサーバーに直結している。大規模構造体を複数管理するほどの巨大なサーバーだ。キミがどれほど演算速度を誇ろうとも、突破するのは絶対に不可能だよ」

　すなわち、冬姫が天使を破壊することは切燈のサーバーと単純な力比べをして、超えることを意味する。

（蟻ありと巨象……という表現でも生ぬるいですね）

　勝てるわけがない。

　どれだけ優れていようと人間の頭で行える演算と、広大な世界を創造し維持するサーバーでは天と地ほどの開きがある。圧倒的な物量差の前には、どんな策も意味を為なさない。

「確かに、妹一人ではどうしようもありませんね」

　それでも、冬姫は再び攻性プログラムを構築する。

「……諦あきらめが悪いね」

　天使はため息をつくと迎撃準備を始める。結晶体の総数は先ほどの三倍近いが、メインサーバーのバックアップを受けている天使なら容易たやすく処理できるレベル。

　圧倒的な実力差から生まれる、油断とも言えないほどの小さな隙すき。

　だからだろう。天使は大量の結晶体の陰に隠れるように作られた小さな小さなプログラムを見落としていた。

　紅と蒼が火花を散らして激突し、瞬間だけ構造体を塞ふさいでいる防壁が歪ゆがむ。

　極小のプログラムはその歪みを正確に撃ち抜くと、防壁を超えて別の構造体へと《転移》していった。
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「あー、紫し緒おちゃん。そこはもっと手早くかき混ぜないと焦げちゃうよ？」

「え？　あ、わわっ!?」

　休日だというのにお客の一人もいないカフェ《パラディス》に、香ばしい匂いが漂う。

　カウンター兼厨ちゆう房ぼうに立つ紫緒は慌てて箸はしを持つと、どんどん固まっていく卵を急いでかき混ぜていく。お世辞にも「上う手まい」とは言えない手つきに、涙るいは頭を悩ませる。

「うーん。これはどう教えたものかなー？」

「ごめんね。迷惑かけちゃって……」

「や、練習しようって言ったのは涙さんだからね。とりあえずこの焦げたスクランブルエッグはポイして、次は涙さんがお手本を見せるよっ」

　そう言って涙がフライパンを手に取ったとき、端末から小さな電子音が鳴った。

「メール───冬ふゆ姫きからだ。内容は……え？」

「涙ちゃん、どうしたの？」

　ウィンドウを開くなり困惑の表情を浮かべた涙が気になって、紫緒が作業の手を止めて近づいてくる。涙は彼女にも見えるようにウィンドウをひっくり返し───。




「……力を貸してください、だってさ」




　どことも知れない座標が記されたメールに、二人揃そろって首を傾かしげた。









　　第五章　空に奏でる鎮魂歌






　阿あ菫すみ青あお子こは、異質な少女だった。

　彼女が生まれたのはコンクリートよりも自然のほうが多い、とある山村。

　農業を営む普通の家庭の一人娘として生まれた彼女は、電脳世界に触れることなく幼少期を過ごしていた。

　そんな彼女に転機が訪れたのは、五歳の誕生日。

　両親からプレゼントされた端末がきっかけとなり、青子の才能は開花した。

　誰だれもできないことを次々とやってのける少女。そんな彼女を両親は「天才」だともてはやしたが、村人の反応は対照的に冷ややかなものだった。もともと電脳技術に関しては最低限しか普及していない田舎。そんな小さな世界では、青子の天才的な技術は「異常」なものとしか扱われなかった。

　理解できない存在に対する根源的な恐怖。

　それは両親が事故で亡くなったとき、明確な悪意となって青子に襲いかかった。村を追い出された彼女は、母方の親しん戚せきに引き取られることになる。

　彼女はそこで掃除洗濯、炊事に従事した。

　一家が欲しかったのは子供でなく、便利な雑用係だった───もし本当にそれだけだったなら、彼女は人並みの生活を送れただろう。しかし、現実は残酷だった。彼らは自分たちが抱える鬱うつ憤ぷんを、暴力という形で青子に押しつけた。

　地獄のような日々の中、彼女は一つの真実に辿たどりつく。

　───自分は決して、光の中を歩くことはできないのだ、と。





　　　　　　　◆　◆　◆






「───はぁっ！」

　上から落ちてきた黒騎士をすり抜けざまに両断し、大たい河がは再び壁を蹴けって跳ぶ。

「ふざけた身体能力ね、まったく」

　一気に五メートル近く上昇する大河を後ろから見ていた巴は夜やは物申したい衝動を堪こらえ、小さく「跳べ」と命じる。すると白銀の騎士が巴夜を肩に乗せたまま大河のあとを追うように跳躍。二人と一体は十数分前とは逆に、中央テラスを上へ上へと登っていく。

「しかし、本当に安全なのか？　それ」

「ちゃんとこっちで制御してるから大丈夫よ。何ならここで踊らせてみましょうか？」

　そう言って、巴夜は白銀の騎士───わずか一分前まで黒騎士ザイゴートだったものを、つま先で軽く小突いた。

　これが巴は夜やの言っていた「考え」。

「まさかザイゴートの支配権を奪って改造しちまうとはな……」

「コイツが使われることはわかってたからね。念のために対策しておいてよかったわ。できれば複数体操れるとよかったんだけど」

　巴夜は以前大たい河がが入手した天使作の攻性プログラムを分析した際、後のことを考えてアンチプログラムを作っておいたのだという。だが、さすがに三ケタ以上の大群までは想定しておらず、一体にしか使えないとのこと。

　それでも戦力には変わらず、白騎士は立ちはだかるザイゴートを破壊して突き進む。私服の巴夜を肩に乗せていることもあり、まるで姫を守る騎士ナイトのようだった。

　すでにエントランスホールは遥はるか下、高度は八十メートルに達している。この調子ならすぐに辿たどりつけ───。

「───ッ!?」

　背筋に悪寒が奔はしり、咄とつ嗟さの判断で身体からだを捻ひねる。

　瞬前まで首があった場所を大振りの鉈なたが通りすぎていく。刹せつ那なでも反応が遅れていたら首と胴が生き別れになっていただろう。

「大河!?　くっ!!」

　重力に引かれて落ちていく大河に手を伸ばす巴夜だが、その間に《転移》してきたザイゴートの軍団が立ちふさがる。その数は優に二十を超えていた。

（なんて数……っ。こんなの白騎士コイツだけじゃ───）

　巴夜の改造によって白騎士のスペックは黒騎士ザイゴートを上回っている。が、それほど大きな差があるわけではない。このまま戦えば間違いなく負ける───なのに、黒騎士たちは巴夜には見向きもせず、大河を追って下に落ちていった。

「……見逃、された？」

　───違う。アイツが、アタシを呼んでるんだ。

　根拠はない。ただ直感的に、そう思った。

「───真まっ直すぐ最上階に向かいなさい」

　一瞬だけ下を見つめた後、白騎士に命令コマンドを発する。

（青あお子こはアタシが止める。アタシがやらなくちゃいけない！）

　天てん陵りよう大河は、言ってしまえば「運悪く巻き込まれただけの部外者」に過ぎない。

　もし自分と出会っていなければ、彼がこんな危険な目にあうこともなかった。これ以上、切きり燈とうの事情に巻き込むわけにはいかない。

　いったい、どこで歯車が狂ってしまったのだろうか。

　六年前に出会ったとき、青子が切燈に来たとき、イオラの開発を決めたとき、電子幽霊化を発見してしまったとき。自分たちは、どこで間違えてしまったのだろうか。

　わからない。どれだけ考えても答えは見えない。

　それでも───。

「……アンタを止めるわ、青あお子こ」

「できるものならやってみるといい、巴は夜や。文字通り、力ちから尽ずくでね」

　互いに譲れぬ願いを抱き、二人の少女は終おわりの舞台に立つ。




　光が収束していく。

　切きり燈とう構造体全域で回収された一万の精神構造───魂の輝きが凝縮され、一つの巨大な回路を形成する。神の領域と称される不可侵の情報を束ねて、あらゆる演算を根底から破壊する滅びの矢を作り出す。

「こうしてキミと敵対する日がくるなんてね。正直、驚いてるよ」

「……よく言うわ。賢いアンタが予想してなかったわけないしょう。アタシが邪魔するのも全部計算済み……違う？」

「さあ、どうだろうね」

　光の巨星───論理爆弾《インドラ》の下、二人の少女が対たい峙じする。

「……どうして、こんな真ま似ねをしたの？」

　ぽつりと、巴夜は小さく問いかける。

「ずっと考えてた。アンタが《インドラこんなもの》まで使って切燈を潰つぶそうとする理由を。答えて青子。どうしてアンタはそこまで道を踏み外したの！」

　二人で決めた約束を破り、魂だけの存在となって生きながらえた。

　一万の命をその手で刈り取り、自分もろとも全てを滅ぼそうとしている───その理由を、憎悪の根源を、切燈巴夜は知らない。知らなくてはならない。

「理由ねえ。教えてあげてもいいけど、そんなことをしてる余裕があるのかい？」

「……どういう意味よ」

「《インドラ》の生成は最終段階に入ってる。知ってると思うけど、あれを破壊するのは不可能だ。なにせ精神構造という《解析不能情報ブラツクボツクス》の塊だからね。キミと天てん陵りよう大たい河がが助かる道は、ボクを消滅させて発動を阻止するしかない。無駄話をしている時間はないはずだよ」

「その口ぶりだと、大人しく引き下がってはくれないみたいね」

「愚問だね。キミに言われて止める程度の覚悟なら、一年前のあのとき、素す直なおに死んでいたさ」

　一年前───その言葉で、巴夜は青子の葬式を思い返す。

　親族のいない彼女の葬式は非常に簡素で、参列者は巴夜だけだった。

　死因は持病の心臓疾患。実際、彼女は死ぬ一ヶか月げつ前に「余命半年」を宣告されていた。だから巴夜も彼女の死に疑問を抱かなかった。

　けど青子は、こうして電子幽霊になっている。

　ならば本当の死因は脳への過剰負荷。それはつまり───。

「自殺、したのね」

「……切きり燈とう昂こう夜やのことだ。自殺じゃ体面が悪いだろうし、嘘うその死因を用意することは簡単に予想できた。正直助かったよ、キミだけはボクの死因から電子幽霊化を察することができたからね」

「……あのクソ男」

　小声で切燈昂夜ちちおやを罵ば倒とうする。

　確かにあの男なら警察を黙らせるため、偽の死因を用意するくらいのことは平気でやる。青あお子こもそこまで読み切った上で電子幽霊化に及び、狙ねらい通り病死として処理された。

「さて、雑談はここまでだ」

　パチンと、青子の指が乾いた音を鳴らす。

　すると青子の真上に黒い淀よどみが生まれ、そこから《ザイゴート》が出現する。下で交戦した個体とは鎧よろいの形状が違う。おそらく青子が改造を施した特別製だろう。

「二人とも手て駒ごまを持ってるんだ。ちょうどいい。代理戦闘といこうじゃないか」

「……ザイゴート同士を戦わせようってわけね。いいわよ」

　二人の少女が一歩下がるのと同時に、白と黒、相反する二体の騎士が前に踏み出す。

「ああ、そうそう。一つキミに朗報だ。今、ボクは天てん陵りよう大たい河がを足止めするために意識の何割かをそちらに回している。ハンデだと思って受け取ってくれ」

「……そう。ありがたく頂ちよう戴だいしておくわ」

　切燈巴は夜やでは阿あ菫すみ青子に遠く及ばない。それは推測などではなく、厳然たる事実だ。

　だが青子の言葉が真実ならば、彼女は数十体の《ザイゴート》を遠隔操作して大河と交戦している。ならば付け入る隙すきがあるかもしれない。

　電子体にダメージを与える方法は二つ。攻性プログラムで攻撃するか、ウィルスで浸しん蝕しよくするか。そして手駒の白騎士は元《ザイゴート》、つまりウィルスだ。

　攻撃手段、そして勝機も見えた。

　あとは───実行するだけ。

「行くわよ、青子！」

　巴夜の命に従い、白騎士が大おお鉈なたを構えて飛び出した。

　同時に黒騎士も動きだし、二体の騎士が轟ごう音おんをあげて激突する。

　プログラムらしい計算し尽くされた動きで振るわれる二対四振りの鉈。それらが白と黒の軌跡を描き、激しい火花を散らす。

「あははっ、キミの手駒もなかなかやるじゃないか！」

「随分余裕じゃない！　アタシ程度にはその程度で充分ってことかしら！」

「まさか。キミの実力はよく知ってるさ。だから───ボクも、少し本気でやらせてもらうよ！」

　言葉と共に、五枚のウィンドウが出現する。

　青子はまるで指揮者のように両手を広げ、十指が踊るようにウィンドウを操作していく。すると黒騎士の鎧が禍まが々まがしく変化、白騎士を押し始める。

「ちっ───こなくそ！」

　巴は夜やもすかさずウィンドウを操作、白騎士を強化して対応する。

　より強く、より速く、より硬く、二人の少女は手て駒ごまの身体機能と装甲を次々と進化させていく。

《ザイゴート》の戦闘能力は極めて単純だ。

　その行動基盤は「状況に応じた最適な動き」。目の前の状況を正確に認識したうえで、条件下における最適な行動を導き出す効率的な動き。だから巴夜も青あお子こも《ザイゴート》の動きそのものには手を加えず、性能だけを向上させる。

　四の軌跡が入り乱れ、激しい剣けん戟げきを交わす。

　一見すると互角の戦闘。しかし少しずつ、巴夜が使役する白騎士に裂傷が刻まれていく。

「この化け物め……っ。本当に全力出せないんでしょうね！」

「化け物はひどいなあ。そもそも、キミがボクに勝ったことが一度でもあったかい？」

「腕相撲では負けたことないわよ！」

　必死に食らいつく巴夜だが、そんな彼女を嘲あざ笑わらうように青子の指先は踊り続ける。

　白騎士はもはや防戦一方。黒騎士が繰り出す剛撃をかろうじて捌さばいているものの、堅けん牢ろうな鎧よろいが黒い鉈なたによって砕かれ、剥はがされ、削り取られていく。

（簡単に勝てるとは思ってなかったけど、まさかここまで差があるなんて……っ）

　あまりに隔かく絶ぜつした才能に、巴夜は奥歯を噛かみ締しめる。

　───届かない。

　思考速度、演算領域、情報解析。あらゆる要素で阿あ菫すみ青子が勝っている。

　青子本人によれば、これでも思考領域の何割かを大たい河がのほうに割いているとのこと。もし彼女が全力だったら───一秒もっていたかどうか。

　決して巴夜が劣っているわけではない。

　冬ふゆ姫きにこそ一歩譲るものの、幼少期から徹底的に英才教育を叩たたきこまれた彼女の実力は切きり燈とう技術者の中でもトップクラスに分類される。阿菫青子が規格外すぎるのだ。

「電脳世界エリユシオンでボクに勝てる人間はいない……他ならぬキミ自身が一番よくわかっていると思っていたけど。相変わらず負けず嫌いだね」

「うるさい！」

　言葉を交わしながらも、黒騎士の進化はさらに加速していく。

　派手に追い込んで隙すきを作るような愚行はしない。少しずつ少しずつ、詰将棋のように白騎士の逃げ道を潰つぶしてくる。

「やれやれ……これはもう勝負あったかな？」

「まだ、終おわってないっての！」

　言葉を返す巴夜だが、勝敗はすでに決したも同然だった。あらゆる能力で黒騎士は白騎士を上回り、戦略面においても隙を与えない。

「強情だね……まあいいや。キミの相手も飽きたし、次も控えてる。ここらでそろそろ終おわらせてもらうよ！」

　青あお子この命に応じて、黒騎士が不気味な咆ほう哮こうを響かせる。同時に二振りの鉈なたが黒い瘴しよう気きとなって絡み合い、一つの巨剣を織り成す。

「幕引きだ」

　轟ごう音おんをあげて、黒剣が振り下ろされた。

　防御に回した鉈もろとも、白騎士の左半身が紙きれのように斬きり裂かれる。身体からだの約半分を失った白騎士は倒れ伏し、そのまま動かなくなった。

　黒騎士は間髪入れずに巨剣を振り回し、守護者のいなくなった巴は夜やを狙ねらう───巴夜の思惑通りに。

「甘いわよ───《強制割込インターセプト》っ！」

　大振りの一撃で生まれた隙すきを縫うように銀の結晶体を打ちこまれ、黒騎士の動きが不自然に止まる。

　動きが止まったのはわずか一秒たらず。それだけで充分だった。

　右半身だけになった白騎士が立ち上がり、無防備な黒騎士の胴体を一撃で薙なぎ払はらう。

「な……っ」

「終おわりよ、青子！」

　突然のことに動揺する青子。巴夜はそのわずかな隙を見逃さない。次の《ザイゴート》を召喚する時間を与えず距離を詰め、最短の動作で首を刎はねる！

　ギャインと甲高い金属音が鳴り響いた。

　巴夜は過剰演算によって痛む頭を押さえ、知恵熱を排出するように何度も荒い呼吸を繰り返す。

　かなり無む茶ちやをした。一瞬とはいえ、《強制割込》の二重行使という荒技。ただでさえギリギリの戦闘で消耗した脳に、疲労が重くのしかかってくる。

「けど、これでなんとか……」

　止めることができた───はずだった。

「───少しだけ、驚いたよ」

　涼やかな声が鼓膜を震わせ、慌てて身体を起こす。

「その《強制割込》とやらは、ボクの《ザイゴート》の制御を奪ったプログラムだね？　効果は管理者権限を一時的に上書きするってところか。一応警戒してたんだけど、まさかこのボクから一秒も制御を奪うとはね……さすがだよ」

　彼女の首を落とすはずだった巨大な鉈。それが、黒い棒状のもので防がれていた。

　青子の手でも握りこめる程度の細さ。しかし纏まとう漆黒の陽炎かげろうが、その不気味さを何十倍にも跳ねあげている。

　まずい───本能に近い部分が警鐘を鳴らす。

　巴夜は咄とつ嗟さに白騎士を戻そうとするも、それよりも速く、黒の斬ざん撃げきが白銀の鎧よろいを貫いた。白騎士は今度こそ存在を維持できなくなり、光の粒子となって消えていく。

「ボクは戦いなんて無粋な真ま似ねはしたことないんだけどね。それでも身体からだが覚えてるのかな？　武器を作り出したら、自然とこの形になったよ」

　青あお子この手に握られていたのは、闇やみよりも深い漆黒の大おお鎌がま。

　かつて死神と呼ばれたウィルスが持っていたものと瓜うり二ふたつ。しかし何な故ぜだろう。今彼女が構えているそれのほうが、何十倍も恐ろしく見えた。

「……行くよ」

　瞬間、青子が煙のように掻かき消きえた。

　見失った、どこに───慌ててあたりを見回そうとした瞬間、ゾブリと嫌な音が鳴った。同時に感じたのは、腸を掻きだされるような不快感。

「ボクは止まらないよ。全てを灰にするまで、邪魔する者は踏み越える。相手が誰だれであろうと変わらない」

　巴は夜やの耳元で、青子の唇が言葉を結ぶ。そして腹部を抉えぐった大鎌がゆっくりと引き抜かれた。力の抜けた巴夜の身体は地に転がる。

（ま、ず───）

　意識が遠のいていく。白く染まり始めた視界を鮮明にしようと、拳こぶしを握りこんで爪を喰くい込ませる。

　痛みはない。拳どころか抉られたお腹なかも、全く痛みを感じない。

　電脳世界の痛覚遮断。しかしそれは、刺された感覚までも消してくれるわけではない。心理的なダメージは確実に精神を蝕むしばむ。今の巴夜は「絶対に倒れない」という意志だけで、かろうじて意識をつなぎ止めていた。

「ごほっ、げほっ！」

　胃の中身が逆流しそうなほど深く咳せき込こむ。

　立ち上がるどころか動くこともできない中、必死に顔を上げて青子の姿を捉とらえる。青子はそんな巴夜を冷たい目で見下ろし、満足げに嗤わらう。

「うん、ちょうどいい瀕ひん死し具合だ。これなら良い餌えさになる」

（……え、さ？）

　かろうじて聞き取れたのは餌という単語だけ。しかし彼女がその意味を理解する間もなく、事態は次のステージへと移行する。

　突然、フロアの中央から爆音が轟とどろいた。

　同時に中央テラスから細切れになった黒騎士の破片が飛び出し、端から光の粒子となって消えていく。それに一拍遅れて、白い影が刀身を煌きらめかせて最上階に降り立つ。

「ようやく来たね、天てん陵りよう大たい河が。随分と遅かったじゃないか」

「…………」

　青子の挑発めいた言葉も耳に入らず、大河の目は大鎌、そして床に倒れている巴夜を順番に射抜く。

「……てめえ、そこまで踏み外したか」

　酷ひどく平へい淡たんな声だった。こみ上げる怒りを抑え込み、静かに一歩踏み出す。青あお子こはそんな大たい河がに見せつけるよう、上空に一枚のウィンドウを展開させる。

　そこに、天使と結晶体を撃ち合う冬ふゆ姫きの姿が映っていた。

「───冬姫ッ！」

　叫ぶ大河だが、声は届かない。

　画面の中の冬姫はすでに限界が近いようで、頭を強く押さえながらも必死に結晶体を撃ち続けている。

「御覧の通り、キミの妹はボクの手中にある。このまま甚いた振ぶり続けるのも悪くないけど、いっそのこと《インドラ》の材料にしてしまうのもありだね。燃料は多いに越したことはない」

　どろり、と黒く濁った感情が腹の中に積もっていく。

　そんなことはさせない。大切な人を守る───そのために生きてきた。そのために強さを求めた。もしそんなことになれば、自分で自分を許せない。

「……だけど、先にこっちだね」

　視界の端で、無造作に大おお鎌がまが振り上げられた。

　切っ先の下には、床に倒れたまま動けない切きり燈とう巴は夜や。助けを請うような彼女の瞳に、大河は叫ぶ。

「待───ッ」

「まず一人」

　ガシュ───ひどく生々しい音が響き、巴夜の口から小さな悲鳴が零こぼれた。

「……天てん陵りよう大河。計画に入り込んだ最初のイレギュラー。《ジェイル》、《ザイゴート》両方の性能テストで邪魔をしたキミへの対策は、この計画を遂行する上で必須だった」

　青子が何か言っているが、大河の耳には何も入ってこない。

　心を占めるのは、真っ赤に燃え盛る炎のような怒り。

　うつ伏せに倒れる巴夜の姿が、目の前で死んだ両親の姿と重なる。あらゆる感情が赤く染まり、視界から阿菫青子てき以外の全てが抜け落ちていく。

「色々と考えたよ。対策はいくつか思いついたけど、結局一番簡単な方法を取ることにした。人間というのは基本的に弱点を突かれると弱いものだからね」

　野太刀の柄つかを、強く強く握り締める。

　際限なく湧わきあがる殺意をそのまま武器に伝え、小さく宣告する。

「───殺す」

　瞬間、大河は凄すさまじい速度で飛び出した。

〈起ラ動ン───同調限界突破シンクロ・インフイニテイ!!〉

　激情が命ずるまま、切り札を切った。

　空色の結晶体が砕け、天陵大河を縛り付けていた枷かせが外れる。

　風を斬きって、風景を全て置き去りにする。そして見下したような笑みを浮かべる青子の首を一太刀で刎はね飛ばす！




「……周りの人間が傷つくと感情的になる。それがキミの弱点だ、天てん陵りよう大たい河が」




　首を刎ねるはずだった野太刀が黒い液体に防がれる。

　咄とつ嗟さに上を見上げれば、空間にヒビが入ったかのように直径二メートルほどの大きな穴があき、そこから黒い瘴しよう気きが溢あふれだしていた。

「さあ、第二幕の始まりだ」

　青あお子こが倒れる巴は夜やの首元を掴つかんで飛とび退のく。すると瘴気が大河の周りを囲み、次々と黒騎士へと変へん貌ぼうする。その数、三十以上。

　しかし、今の大河がその程度で止まるはずもない。

「邪魔を───するなッ！」

　五式《戦せん嵐らん》で数体まとめて引き裂くと、返す刃で〝音越〟三式《天あま霧きり》を放つ。十数体の黒騎士が一瞬にして光の粒子となって消えていく。

　以前に苦戦したのは、あくまで攻撃できなかったから。たかだか三十体程度、完全同調状態の大河の敵ではない。

「おっと、そうはいかないよ。まだまだ代わりはたくさんいるんだからね」

　しかし消えた分を補充するように、いやそれ以上の瘴気が空の穴から溢れだし、瞬時に十数体のザイゴートを形成する。大河は反射的に一歩引いて素早く応戦、あっという間に斬きり刻むが、供給は止まらない。

「こんなウィルス程度、何体集まろうと無駄だ！」

「だろうね。以前のように攻撃を封じてるわけでもない。今のキミなら同時に五十体でも用意しないと相手にならないだろう。だけど……時間はどうかな？」

「時間だと？」

　大河の動きは止まらない。鋭い鋼の一いつ閃せんが振るわれるたびに黒の鎧よろいが両断され、腕や首が斬り飛ばされていく。

　青子は一進一退を繰り返す大河を嘲あざ笑わらうように言い放つ。

「キミのそのプログラム……確か《シンクロ・インフィニティ》とか言ったね。それ、あと何分もつのかな？」

「───ッ!?」

　青子の言葉に大河の動きが一瞬だけ乱れる。

　確かに自分自身にハッキングし続ける《シンクロ・インフィニティ》は脳への負担が大きく、長時間は使えない。制作者である冬ふゆ姫きの話では五分前後が限界。だが、青子がそれを知っているはずがない。

「甘く見ないでほしいね。まさか以前にキミが《ザイゴート》と戦ったとき、ボクがただ見ていただけとでも？　キミの弱点を探していたのさ」

　二週間前の戦い。確かに大たい河がは最後の一撃を放つときに《シンクロ・インフィニティ》を使った。だが、発動したのは数秒程度。そんな短時間で欠点を見切ったというのか。

「ボクは見ただけでプログラムの性能がわかる。キミの使っているそれが相応のリスクを伴うことはすぐにわかったよ。それさえわかれば、対策は容易だ」

　パチン、と青あお子こが指を鳴らす。

　空の穴がさらに三つ増え、激流のように瘴しよう気きを落とし始める。その全てが夥おびただしい数のザイゴートと化し、大挙を為なして大河を押し潰つぶす。

「キミの頭が悲鳴をあげるそのときまで、ボクはただ指揮者に徹すればいい」

　───時間稼ぎ。

　青子の戦術を一言で言い表せば、そんな単純な極まりないものだ。

　だが時間制限を抱えた大河に、大規模構造体のプレイヤーを利用して用意した無尽蔵の兵隊をぶつける場合、この戦術は必殺となりうる。

「くそ……っ」

　四方八方から押し寄せるザイゴートを片っ端から斬きって捨てる。

《シンクロ・インフィニティ》を解除するという選択肢はない。これほどの大群、解除した瞬間に物量で押し切られる。

　残る選択肢は一点突破。しかし青子はそれすらも許さない。常に全方位から攻撃を仕掛け、人幕が薄くなるや否いなやすぐさま次の幕を補充する。

「それじゃ始めようか……終おわりの舞台を、キミが力ちから尽つきるまで！」

　青子の言葉に呼応して、黒騎士たちの動きが一気に活性化する。

　死闘が始まった。







「……撃破数四百五十を超えたか。さすがと言う他ないね」

　目の前の光景に、青子は思わず感嘆の息を吐く。

　そこに広がっているのは、まさしく戦場だった。たった一人の少年を潰すために、夥しい数の兵隊が群がる。少年は全方位から降り注ぐ黒の斬ざん撃げきを躱かわすと、切っ先が霞かすむほどの速度で野太刀を振るい、次々と黒騎士を両断していく。

「ペースとしては一秒に一体以上……アレを秒殺するとは恐れいる。やはり警戒して正解だったね」

　青子は多数の電子体に《ザイゴート》を寄生させ、育てた。その数、約千五百。

　大規模構造体に不具合が起こるほどの数を用意するのは骨が折れたが、おかげで戦力はまだまだ大量にある。さすがに三分の一を、それもたった一人に費やすことになるとは思っていなかったが。

「でもまあ───そろそろ限界かな？」

　青子はくすりと笑みを零こぼし、ゆっくりと戦場へ歩き始めた。




　思考が悲鳴をあげる。

「───はぁっ！」

　大振りの一撃を躱かわすと同時に胴を一いつ閃せん。さらに振り返りながら、背後にいた黒騎士の首を刎はねる。

　野太刀を手に、大たい河がはひたすら《ザイゴート》を狩り続けていた。

　円を描くように己の領域を作り、そこに一歩でも踏み込めば即座に反応して斬きる大軍相手の技、連れん城じよう流刀術八式《円えん空くう》。最初は半径二メートル以内には近づかせることさえ許さなかったのだが、今はもう頬ほおを掠かすめるほどのギリギリの距離で戦っていた。

「ぐっ……ぁ……っ」

　ズキンと、猛烈な痛みが奔はしる。

　大河の動きが目に見えて鈍にぶり、その隙すきをつくように四方八方から鉈なたが降り注ぐ。

　何とか致命傷だけはくらわないように受け流し、躱していく大河だが、その身体からだに細かい裂傷が刻まれていく。

　高熱にうなされたときのように五感がぼやける。

　キーンという耳鳴りは次第に高く大きくなって頭の中で鳴り響き、指先から感覚が抜け落ちていくような錯覚に襲われる。

　すでに《シンクロ・インフィニティ》の発動から七分が経過、大河の身体はとうに限界を超えていた。それでも戦い続けていられたのは、ひとえに意志の強さゆえ。だが状況は一向に好転しない。

　そして───そのときがやってくる。

「───っ!?」

　意に反して、膝から力が抜ける。同時にこれまでとは比べものにならないほどの激痛が全身を駆けめぐり、視界が色を失う。

「……チェックメイト」

　小さな宣告。それが合図だった。

　大おお鉈なたが完全に動きの止まった大河の両肩を深々と貫く。さらに背中を袈け裟さに、脇わき腹ばらを真一文字に斬られる。

「ぁが……ッ!!」

　大河の手から野太刀が離れ、カランと乾いた音を立てた。

　倒れこみそうになる大河だが、両肩を突き刺した鉈が楔くさびとなって身体を支える。地面に膝をつき、刑に処される罪人のように頭こうべを垂らす。

　全身がバラバラになりそうな痛みに耐えながら必死に顔を上げる。ぼやけた視界はそれでも、黒騎士を掻かき分わけてやってくる阿あ菫すみ青あお子こを捉とらえて離さない。

「よくここまで頑張ったね。まさかこれほど耐えるとは思わなかった。素す直なおに褒めてあげるよ」

「……ぅ……る、せえ……っ」

　パチパチと暢のん気きに拍手を送ってくる青あお子こを、ありったけの殺意をこめて睨にらみつける。

　無理やりにでも身体からだを動かそうと力を入れるものの、そのたびに頭の中で火花が散り、意識が遠のく。

「やれやれ、そんな目で見ないでくれるかなぁ」

　青子はゆっくりと漆黒の大おお鎌がまを振り上げる。

　顔こそ笑みを象かたどっているが、その瞳は冷徹で何の感情も映していない。

「そういう生意気な目をされると……潰つぶしたくなるじゃないか」

　透明な声と共に、鎌の切っ先が大たい河がの左目を貫いた。

「───があああああああああああああああああああああああああああッッッ!!?」

　絶叫。

　鼓膜が破けるほど叫ぶ大河を見下ろし、青子は鎌を持つ手に力を入れていく。

　ぐちゅぐちゅと不快な音を立てて、切っ先が奥へと入り込む。頭の中をかき回される不快感と神経を根こそぎ持っていかれるような激痛に、大河は叫び続ける。そうしなければ気が狂っていた。

　永遠にも感じられた十数秒のあと、ゆっくりと鎌が引き抜かれる。

　現実だったなら肉片がこびり付いていたであろう刃には一点の曇りもない。青子はそれを満足そうに眺めると、大河に背を向けて立ち去ろうとする。

「ま……て、よ……どこ……行く気……だ……」

「……驚いたね。まだ意識があったのか」

　肺から絞り出したようなか細い声に、青子は本気で驚いた表情を浮かべる。

　大河は磔はりつけにされた体勢のまま、残った右目だけで青子を睨みつけていた。とはいえ、息も絶え絶え、気力だけで意識を保っているような状態。

「プログラムの反動だけでも壮絶な痛みだろうに、呆あきれた精神力だ。まあ、素す直なおに気絶できたほうが幸せだったかもしれないけど」

　まともな人間ならとっくに気を失って、いやショック死していてもおかしくない───それほどの痛みだ。かつて己の脳を焼き切って自殺した青子には、その苦しみが少しだけわかる。

　青子は大河の前に立つと、髪を掴つかんで無理やり顔を上げる。左目の部分にはひどいノイズが奔はしっているが、残された右目は変わらず強い意志の光を携えていた。

（まだそんな目ができるのか）

　その瞳に、青子は少なからず驚嘆した。

　天てん陵りよう大河には、もはや顔を上げる力さえ残っていない。

　刀を握ることも黒騎士を倒すこともできないし、ましてや青子を止めるなんて夢のまた夢。この鎌を振り下ろす───ただそれだけで、彼の命は容易たやすく散り果てる。

「なん、でだ……？」

「ん？」

「……なんで……こんな、巴は夜やを……裏切る、ような……ことを……？　親友、だったん……だろ……」

　風に紛れて消えてしまうほどの小さな声だった。青あお子こは少しずつ肥大化していく論理爆弾に目をやると、大たい河がの髪から手を離す。

「理由か。そうだね、別に隠すようなことでもないし、《インドラ》の生成も予定より遅れている。少しだけ見せてあげよう」

　青子は大河の額ひたいに指先を当てた。

　すると鉛色の光が灯ともり、大河の頭に見たことのない景色が流れ込んでくる。

「キミにボクの記憶データの一部を植え付ける。ちょっと刺激が強いと思うけど、壊れたりしないでくれよ？」

　電子幽霊となった阿あ菫すみ青子は自在に、とはいかないが、ある程度自由に精神構造を操ることができる。二週間前、紫し緒おの感情を封じたように。

　そんな彼女だからこそできる、記憶の複製譲渡。大河の頭の中に、自分本来の記憶とは別に「阿菫青子」としての記憶がねじ込まれる。

　それは、凄せい惨さんな記憶だった。

「ボクはＡＩ・アイオライトを開発するために切きり燈とう昂こう夜やと取引し、軍用プログラムを開発することになった。あの業ごう突つく張りに収益性の低い研究を認めさせるには、それしかなかったからね。似たようなことはやらされていたし、抵抗はなかった」

　記憶が再生され、知らないはずの光景が現れては消えていく。

　───最初は、単なる警備プログラムだった。

　ノルマと言われて制作を命じられ、指示通りのものを作った。警察でも使われるようなまっとうなプログラム。しかし昂夜の指示は少しずつ、青子も意識しないほど緩やかに、過激になっていく。

　監視カメラ、動体感知などのセンサー、航空機の管制システム、切燈本社の防御壁や大規模構造体の基幹プログラム、防空システム───誰だれも知らないところで、彼女は少しずつ大きな仕事を任されていった。

「今思い返せば、巴夜をボクの傍そばに置いたのも策略だったんだろうね。はっきり言って、ボクは感覚が麻ま痺ひしていた。巴夜と過ごす毎日が楽しくて、表と裏の認識が曖あい昧まいになっていた」

　だから軍用プログラムの開発も引き受けた。その程度のことで親友と一緒に研究開発ができるなら、と軽い気持ちで。

「自分がどれほど愚かだったのか思い知らされたのは、三年前のことだ。自分の作ったプログラムがどう使われているか気になって……紛争地帯で人殺しの道具にされていることを知った」

　所しよ詮せんは子供が作ったもの、大事になることはない。

　そんな楽観的な考えは、いとも容易たやすく打ち砕かれた。

　自分が作ったプログラムが人殺しのために使われた───いや、自分のせいで、大勢の人間が死んだ。

「愕がく然ぜんとしたよ。奈な落らくの底に落ちていくような感覚だった。自分が光の中で生きる資格がないことを知っていながら、未練がましく手を伸ばした……その代償だ」

　大たい河がの脳裏に一つの情景が浮かび上がってくる。

　桜舞う季節、真新しい制服を着て笑いあう二人の少女。これからの未来に希望を抱いて光溢あふれる道を歩こうとしていた少女は、そこがまだ地獄だったことを思い知らされた。

「やめたいとは言えなかった。ボクが開発をやめると言えば、切きり燈とう昂こう夜やはすぐにでもアイオライトを破棄する。それに……ボクの手はとっくに血で染まっていた。なら、自分ができることをやるだけだ。たとえそこが地獄でも」

　また人が死ぬとわかっていながら、彼女は開発を続けた。

　せめてもの抵抗で《ザイゴート》や《インドラ》など、危険度の高いプログラムは構想段階で破棄した。それが偽善であることは、よくわかっていながら。

「そしてある日、ボクは医者から死を宣告された」

　余命半年───すでにどんな治療も手遅れだった。

「死に対する恐怖はもちろんあった。けどそれ以上に、ボクは安あん堵どしたんだ。これでようやくこの地獄から抜け出せる、残り短い時間を自分のために使える……それなのに、あの男は、切燈昂夜はなんて言ったと思う？」

　最後に用意された自由のはずだった。

　ずっと何かに縛られて過ごしてきた自分に対する、ほんのわずかな暇いとま。巴は夜やと共に光のさす場所に行ける、最後のチャンス。それを───。

「───『ならば、その半年でお前の持つ知識と技術を全て吐き出せ』。あの男は、余命を宣告されたその日に、そう言ったんだよ」

　お前は道具だ。壊れるまで使われろと、最後の時間を当たり前のように踏みにじった。

　そのとき、大河に流れ込んできたのは怒り、恨み、憎しみ……あらゆる負の想おもいが煮詰まった強すぎる感情。阿あ菫すみ青あお子こという少女の、復ふく讐しゆうの根源。

「全て壊す。切燈昂夜も、ボクを利用して作ったこのくだらない王国も、全部全部、欠片かけらも残さず滅ぼし尽くす」

「…………」

　何も言わない大河を見下ろし、青子は再び鎌の切っ先を向ける。

　もう語ることはない。邪魔者を排除し、終しゆう焉えんをもたらずだけ。

「じゃあね、天てん陵りよう大河」

　断頭の一いつ閃せんが振り下ろされる。

　闇やみ色の切っ先が無防備な大河の首筋へと吸い込まれていき───刃がめりこむ直前で、止まった。

「───!?」

　青あお子この目が驚きよう愕がくに染まる。

　大おお鎌がまを止めたのは、動くはずがないと思っていた大たい河がの左手。

　切っ先を握りつぶすような力で受けとめられ、青子が力をこめてもピクリとも動かない。

「……ようやく、わかった」

　大河は小さく呟つぶやくと強引に立ち上がる。

　両肩に刺さった鉈なたが神経を引き千切り、身体からだ中じゆうを焼き尽くすような激痛が奔はしる。だが、そんなことはどうだっていい。

（……似てるんだ）

　どうして出会った瞬間から青子を敵と認識したのか、その理由がようやくわかった。

　似ている。彼と彼女は、どうしようもなく似ている。そしてだからこそ───天てん陵りよう大河は阿あ菫すみ青子を認めない。

「───誰だれかが、終おわらせないといけないんだ」

「……なに？」

　ミシリ、と掴つかんだ鎌が音を立てて軋きしむ。

　肩に突き刺さった鉈を強引に引き抜く。痛みも何も感じない。怒りなんて、とっくに臨界点を超えていた。

「お前が自殺しようと知ったことじゃねえよ。でもな、そんなくだらねえことに親友を巻き込んでんじゃねえ！　死ぬなら勝手に一人で死ね！」

　叫ぶだけで意識が遠のく。潰つぶされた左目から毒のように激痛が走り、視界が赤く染まる。

　それでも倒れない。倒れるわけにはいかない。

　彼女には別の道もあったはずなんだ。

　それなりに幸せで、それなりに満ち足りた結末を選べたはずだった。それなのに───どうしてこんな、誰も救われない道しか選べなかったのか。

　こんな物語は認めない。こんな結末は認められない。

　天陵大河の全てを懸けて、この結末だけは絶対に変えなくてはならない。

「こんな虚むなしいだけの物語───今、ここで！　終わらせてやる！」

　真まっ直すぐ目を見て、言い放つ。

　天陵大河だけは阿菫青子を否定する───その意思を、叩たたきつける。

「……へえ」

　青子は大河の手を振り払って飛びすさると、鎌の柄で軽く地面を叩く。

　それまで硬直していた《ザイゴート》が起動し、あっという間に大河を囲む包囲網を作り上げる。

「キミの言ってることはよくわからないけど……とにかく、まだボクと戦う気ってことは理解できたよ。でも、そんなボロボロの身体でどうするつもりだい？」

　青子の言う通り、大河はすでに満まん身しん創そう痍い。重体といってもまだ生なま温ぬるいほどのダメージを受けている。こうして立っているだけでも奇跡に近い。

「すー……はー……」

　大たい河がは目を閉じ、深呼吸を始める。

　何度も何度も、より深く、より大きくなるように回数を重ねる。

　呼吸と一緒に全身の痛み、そして感情を呑のみ込んで、意識を己の内側、本能に近い部分へと沈みこませていく。

「……本気で人を殺しにかかるのは、二ヶか月げつぶりだ」

　時間を巻き戻す。

　彼女たちと再会し、出会う前の自分を目覚めさせる。

　ゆっくりと目を見開く。空色の瞳に宿るのは揺るぎない意志。




「───征いくぞ、阿あ菫すみ青あお子こ」




　瞬間、青子が感じたのは、血の気が凍るほど冷たい殺気。

　心臓を鷲わし掴づかみにされたようなおぞましい感覚に気け圧おされるまま、青子はパチンと指をかき鳴らす。

「やれ！」

　命に応じて、黒騎士たちが地を蹴けって飛び出す。













　大たい河がは地面に転がっていた野太刀を足で蹴けり上げ───その姿が一瞬でかき消えた。

　数メートル先、黒騎士の直前に出現した大河は、小さく拳こぶしを振り抜く。空くうを殴るだけだったはずの一撃は突撃してきた黒騎士の右側頭部を捉とらえ、頭を粉砕した。

「な……っ」

「───《雷らい十じゆう字じ》」

　間髪入れずに身体からだを捻ひねり、手首の返しだけで雷速の二連撃を放つ。

　一瞬で黒騎士の鎧よろいが四つに分解される。刀を振り切った体勢の大河めがけて、数十体の黒騎士が殺到し───閃せん光こうが、弾はじけた。

　霞かすむほどの超スピードで駆けながら、白刃が一瞬で十と重え二十重はたえの軌跡を描く。黒騎士はもはや鉈なたを振るうことさえ許されず、残ざん骸がいになり果てる。

「はあぁっっ!!」

　先ほどのように、怒りに任せた荒い戦い方ではない。

　全く無駄のない洗練され尽くした、対象を完全破壊することに純化された身体駆動。わずか数秒のうちに包囲網は壊滅させられ、次々と黒騎士が充じゆう填てんされていく。

（……落ちつけ、身体に負担がかからないよう最小の動作で戦っているだけだ。天てん陵りよう大河はとうに限界を迎えている。負ける要素はどこにもない）

　青あお子こは冷静に状況を分析する。

　口で何を言おうと、身体に蓄積されたダメージは消えない。

　倒れるほど脳に積み重なった疲労がこんな短時間で癒いえるはずがない───そんなことはわかっている。

（だけど、この感覚はなんだ？）

　片目を潰つぶした。全身を斬きり刻んだ。切り札である《シンクロ・インフィニティ》はとうに発動限界を迎えた。なのに、どうして押されている？

　阿あ菫すみ青子は天陵大河に勝てない───そんな何の根拠もない憶測が頭にこびりついて、離れない。

　閃光が翔かける。

　まるで彼以外の全てがスローで動いているかのように、黒騎士は反撃の機会さえ得ることなく一方的に蹂じゆう躙りんされていく。供給が間に合わないほどの圧倒的な速度で、ときに身体を粉砕され、ときに斬られて、その数を減らし続ける。

「───ッ！　体接続経路追加、連続転移！」

　我に返った青子は召喚点を一気に倍増させた。

　急激な負荷に鈍痛が奔はしるものの、大量のザイゴートが大規模構造体から続々と転移して大河に襲いかかる。

（───さらに、加速した!?）

　だが、それでもなお、届かない。

　大河の動きは鈍にぶるどころかより速く、より鋭くなり、瞬く間に黒騎士を斬り刻んでいく。

　その光景を見て、青あお子こは悟ってしまった。

　───この少年は自分を打ち倒すそのときまで、決して倒れない。どこまでもどこまでも、無限に強くなる。

「……っ。なんだ、これは？」

　不意に、青子の脳裏に知らない記憶が入り込んできた。

　仲良く歩く両親と妹、そこに突っ込んでくる大型トラック。逃げ出した兄妹、死んでいく両親───。

（ボクの記憶じゃない……回路が、逆流してる？）

　大たい河がに自分の記憶を植えつけるときに作った電子回路。

　本来一方通行であるはずのそれを遡さかのぼって、天てん陵りよう大河の記憶、中でも一番強い記憶が、青子の中に流れ込んでくる。

　───幼かった少年は全てを失った。

　両親と死に別れ、唯一残った妹とも離れ離れ。

　それでも彼は前を向いて生きようとした。もし次があれば、そのときは大切なものを守るために強くなろうと心に誓って。

　だが、少年は弱かった。

　彼が引き取られたのは武の一族。素人に毛が生えた程度の子供が、その宗家の姓を頂ちよう戴だいしたせいだろう。当たり前のように虐いじめられ、毎日ボロボロになるまで叩たたきのめされた。

　それでも少年は耐え、必死に努力した。強くなれば居場所ができる───それだけを信じて。やがて少年は自分の居場所を得た。

　しかし、少年はすぐにその居場所を追われることになる。簡単なことだ。弱い人間を認めない人間がいる一方で、強い人間を疎うとましく思う人間もいる。少年の場合、それは連れん城じよう宗家の人間だった。

　力こそ全て。それが連城の鉄の掟おきて。このまま少年が成長すれば、当主の座を奪われる可能性がある───そう危き惧ぐした彼らは、齢よわい九歳の少年を戦場に送りこんだ。願わくば、そこで死んでくれと祈って。

　それから先の記憶は、目を背けたくなるほどに凄せい惨さんで、血と死に溢あふれていた。

　殺さなければ殺される。そんな異常な環境の中で初めて人を殺あやめ、悔いる暇も懺ざん悔げする時間も与えられず、目に入る人間を片っ端から殺して殺して殺し尽くした。

　何百何千と、死を生み出す。

　戦場を回り続けた少年は死に慣れ、血に染まり、何の躊躇ためらいもなく命を奪える人間になっていた。そして初めて人を殺してから三年が経たったある日───両親の死を何とも思わなくなっていた自分に気づいて、絶望した。

　全てを憎んだ。

　自分をこんな環境に追いやった、自分をこんな人間にしたヤツらを皆殺しにしようとまで思った。

　それでも、少年は踏みとどまった。

　いつか一緒に暮らそう───たった一人残された家族、妹と交わした約束を守るために、少年は憎しみを捨てた。

「…………ふざけるな」

　記憶を垣かい間ま見みて、青あお子こは呆ぼう然ぜんと呟つぶやく。

　同じだった。

　居場所を奪われ、道具としてしか扱われなかった人生。そして───多くの罪を重ねて、それでも光に手を伸ばした。

　ただ一つ違うのは結果。彼は憎しみを捨て、彼女は復ふく讐しゆうを決意した。

「───ッ!!」

　ギリッ、と奥歯が音を立てて軋きしむ。

　認めない。この少年の存在だけは、何があろうと絶対に認めない───同族嫌悪なんていう生なま易やさしいものじゃない、身を焦がすような怒りが彼女の中に生まれる。

「全個体……収束装甲化アーマークリエイト！」

　激情に駆られるまま、天高く叫ぶ。

　大たい河がと戦っていた黒騎士たちが黒い瘴しよう気きに戻り、青子に纏まとわりつく。

　手足や胴を覆った瘴気は結晶化し、闇やみ色の装甲となる。青子はより凶悪に変へん貌ぼうした一メートル超の大おお鎌がまを片手で掴つかみ、空気を振り払う。

　殺意の塊のような視線を放つ青子を、大河は真っ向から迎え撃つ。

「なんでだ……同じなのに、お前とボクは同じなのに!!」

「───来い。いい加減、終おわらせようぜ」

「なんでお前だけ、光の中そこにいるんだああああああああああああぁぁぁぁぁっっ!!!」

　同時に地を蹴けって飛び出した二人が、爆音をあげて激突した。
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　大河と青子が死闘を繰り広げていた頃、青子が用意した特殊構造体《監獄》で行われていた電脳戦に、決着が迫っていた。

「いい加減、諦あきらめたらどうだい？」

　青子が用意した防衛プログラム───《天使》は醒さめた目で冬ふゆ姫きを見据える。

「はぁ……っ、はぁ……っ！」

　冬姫は答えない。いや、答える余裕がない、と言ったほうが正しいだろう。

　攻撃を仕掛けた回数は三ケタに達した。作った攻性プログラムの総数はもはや数えきれない。一度に百に達するプログラムを同時に打ちこんだこともある。それでも、全く通用しなかった。

　天使は荒く息を吐く冬姫を見下ろし、静かに告げる。

「さっきも言ったけど、大人しくしていれば危害を加えるつもりはない。なのに、どうして勝てないとわかっていながら突っ込んでくる？　理解に苦しむね」

　どんな手段をもってしてもメインサーバーのバックアップを受けている天使を突破するのは不可能なことくらい、聡さとい彼女ならわかっているはずだ。

　なのに、彼女は諦あきらめようとしない。

「……あなたが、あんな映像を、見せるからです……ッ」

　冬ふゆ姫きが呼吸を荒らげながら答える。

　彼女が見せられたのは、夥おびただしい数の黒騎士と斬きり結ぶ大たい河がの姿。そして力ちから尽つきた彼の左目に大おお鎌がまが突き刺さる光景。あんなものを見せられて、平静でいられるはずがなかった。

「そんな刹せつ那なの感情で無駄な抵抗を繰り返していたのか。本当にくだらないね」

　天使は冬姫の抵抗を「愚行だ」と鼻で笑う。

「一人の人間ができることには限界がある。キミがボクを倒せないように、どんなに頑張っても変えることのできない現実は、厳然として存在する」

　一人の少女が、死ぬまで地獄から抜け出せなかったように。

　それがくだらない人生を生きて得た、たった一つの真理。彼女の憎悪が濃縮されたその言葉を───。

「……馬鹿ですか、あなたは」

　冬姫は、ただの一言で斬って捨てた。

「───なんだって？」

「人には限界がある？　どんなに頑張っても変えられない？　だからどうしたって言うんですか。そんなものが諦める理由になるわけないでしょう」

　天てん陵りよう冬姫は、自分が非常に偏った人間であることを理解している。

　できることと言えば一通りの電脳技術だけ。運動もできなければ、日常生活に必要なスキルも持ち合わせていない。精神的に脆もろい部分もある。

　大河や涙るい、そして紫し緒おに支えられて初めて、自分は人並みに暮らすことができる。

「一人で無理なら二人で。二人で無理なら三人ですればいい。妹がつらいとき、兄は支えてくれました。だから、兄がつらいときは妹が支えなくちゃいけないんです。無理だとかできないだとか、そんなことは関係ありません」

　一度言葉を区切り、小さく息を吸って、言い放つ。

「諦める前に精一杯抗あらがうべき。妹は、そう思っています」

「……ッ！」

　彼女の見透かしたような台詞せりふに、天使の中にある青あお子この心が軋きしむ。

　───お前に、ボクの何がわかる。

　自分と冬姫は違う。

　彼女には手を差し伸べてくれる人がいた。阿あ菫すみ青子には、そんな人いなかった。

　何が精一杯抗うべきだ。お前はただ、恵まれていただけだろう───ッ！

「───危害を加えるつもりはなかったけど、気が変わった」

　激情に駆られるまま、冬ふゆ姫きの首を締め上げる。その手に紅あかい光───精神構造を捕らえる軍用プログラム《ジェイル》を顕あらわす。

「ここで、死ね」

　躊躇ためらいはない。このまま《ジェイル》で彼女の精神構造を奪い、《インドラ》の燃料にしてやる───そう、手を伸ばしたときだった。

　突然、天使の身体からだから力が抜けた。

「な……に……？」

　がくんと、膝から崩れ落ちる。何な故ぜか身体が鉛のように重く、《ジェイル》も維持できなくなって空間に溶けていく。そして、ここにいない第三者の声が聞こえてきた。

〈んー……もしかしてギリギリだったかな？〉

〈姫ひめちゃん、大丈夫？〉

「ええ。ナイスタイミングです、るっちゃん、しーちゃん」

　天使が力を振り絞って顔を上げると、ウィンドウに二人の少女が映り込んでいた。

「西さい園おん寺じ涙るいに鴉からす羽ば紫し緒お……っ。どうして彼女たちが───いや、それ以前に、ボクに何をした!?」

　あり得ないほど身体が重い。この状態、プログラムを動かす演算領域が足りていないとでも言うのだろうか。

　そのとき、二人の少女の背後に、巨大な球体が見えた。

「───まさか」

「ええ、そのまさかですよ」

　ゆっくりと立ち上がった冬姫は先ほどまでとは逆に、天使を見下ろす。

「あなたはメインサーバーから補助を受けている。つまり回路がつながっているということです。ならそれを利用して逆にサーバーから負荷をかければ、あなたは何もできない」

　冬姫が涙と紫緒に送ったのは、メインサーバーの座標。そして本文で「メインサーバーにアクセスして演算ベクトルを全て反転させてください」と指示していた。

　正直、間に合うかどうか賭かけだったのだが───見事やり遂げてくれた。

「くっ……ボクがお前みたいなやつに……ッ」

「あなたは凄すごいプログラムでした。妹一人では、本当にどうしようもなかったでしょう」

　天使を通して、プログラムの制作者に語りかける。

　サーバーから演算能力を借りていたとはいえ、自律行動し、確かな意思を持つプログラム。今の冬姫では逆立ちしたって作れない。でも───。

「……妹は一人じゃありません。それが、あなたの敗因ですよ」

　天使に蒼あおい結晶体を撃ちこみ、プログラムを解体していく。わずか数秒のうちに、天使の身体は一ひと欠片かけらも残さず消えてなくなった。

「……二人とも。今からそちらに向かいます。すぐ動けるよう準備しておいてください」

　冬ふゆ姫きは天使がいた場所を一瞬だけ眺め、すぐにメインサーバーの座標を入力して《転移》した。





　　　　　　　◆　◆　◆






「う……」

　大気を震わせるような衝撃波に身を叩たたかれ、巴は夜やは目覚めた。

　金属の交差する音が何度も何度も鼓膜を穿うがち、少しずつ意識が鮮明になっていく。

「こほっ……は、くぁ……っ」

　腹の異物感を吐き出すように咳せき込こむと、不鮮明な視界の中に白と黒の軌跡が映りこんだ。ゆっくりと顔を上げた彼女が見たのは、激しくぶつかり合う大たい河がと青あお子この姿。

　それは魂と魂のせめぎ合いだった。

　互いに限界を超えた速度と力を振りかざし、一度交こう叉さするだけで何十合もの剣けん戟げきが交わされる。二つの刃が激突し、空間を押おし退のける不可視の衝撃波となってあたり一帯を破壊していく。

「オオオオオオオオオオオオオオオオォォォォッッッッ!!!」

「アアアアアアアアアアアアアアアアァァァァッッッッ!!!」

　一撃ごとに轟ごう音おんが鳴り響き、世界がひび割れる。

　際限なく上昇していく二人の力。大河は己の内部から力を汲くみ取とり、青子は《ザイゴート》を吸収して進化を続ける。

　互いに互いを認められない───それだけが彼らの原動力。

　共に罪の道を歩みながら、それでも光に憧あこがれた。諦あきらめきれず、必死に手を伸ばして掴つかみ取ろうとした。

　天てん陵りよう大河は掴んだ。自分を受け入れてくれる人のもとへ逃げることで道を得た。

　阿あ菫すみ青子は掴めなかった。誰だれにも己の苦悩を話すことができず、自ら深しん淵えんに沈んだ。

　もしかしたら自分はこうなっていたのかもしれない───そんな正解と不正解ＩＦを認めてしまえば、それまで歩んできた道が無意味になってしまう。

　だから天陵大河と阿菫青子は、己の全てを懸けて戦う。

　力を込めた一撃がぶつかり合い、互いに十メートルほど弾はじき飛ばされる。

　すぐさま体勢を立て直して走りだそうとする大河だが、凄すさまじい激痛が全身を駆け抜け、堪たまらず膝をつく。

「が───は───ぁ……ッ……」

　咄とつ嗟さに心臓を叩き、暗転しそうになった意識をつなぎとめる。

　限界なんてとうの昔に超えている。ズタボロの身体からだを動かしているのは負けられないという想おもいだけ。

　大河が必死に顔を上げると、青子も頭を押さえてうずくまっていた。

「はぁ……はぁ……ぁぐッ!!」

　桁けた外れの演算能力を誇る青あお子ことはいえ、数百体にも及ぶ《ザイゴート》の吸収。その負荷は計り知れない。これ以上戦い続ければ思考回路が潰つぶれる。

　それでも、二人は立ち上がる。

「ボクは、負けない……全部壊して、ようやく終おわれるんだ……こんなところで……っ」

「ふざけたこと言ってんじゃねえぞ、甘ったれ……てめえは結局何もしなかっただけだろうが！」

　大たい河がは力の限りに吼ほえる。

　目の前にいるのは「間違えた自分」───だからこそ、認めれない。

「戦うことも逃げることもせずに、ただ状況に流されただけだ！　変わるのが怖くて、拒絶されるのが怖くて、一人で全部背負い込んだ！」

「……黙れ」

「ただ一言、『助けて』と言えれば、それだけで救われた人生だろうが！　そんなこともできずに自分を追い込んで、勝手に絶望しただけだろうが！」

「黙れ……っ」

「誰だれかに傍そばにいてほしかった！　ただ手を差し伸べてほしかった！　お前は、俺おれたちは、それだけで幸せだったはずだろうがあああああああああああッッ!!」

「黙れえええええええええええええええええええッッ!!」

　野太刀と大おお鎌がまが再び交こう叉さする。

　二人の心の叫びは、倒れている巴は夜やにも届いていた。

「あお……こ……」

　親友の名を呟つぶやき、巴夜は己を呪のろう。

　───どうして自分はこんなところで寝ているのか。

　彼女は気づいていた。阿あ菫すみ青子がずっと何かを抱えていたことに、そして苦しみ悩み続けていたことに。気づいていながら何もできなかった。何もしなかった。

　怖かった。

　切きり燈とう巴夜という少女にとって切燈昂こう夜やは絶対だった。だから彼女を追いつめているのが父親だと知っていながら、知らないふりをした。そうすれば傷つかないで済むから。

（……結局、アタシは自分が可愛かわいかっただけ、か）

　もしあのとき手を差し伸べていたら、彼女は幸せな人生を送れたのだろうか。

　復ふく讐しゆうなんてくだらないことをせずに、笑顔であの世に逝いけたのだろうか───そんな後悔が心を占める。

（行か、ないと……）

　両腕に力を入れて、上体を起こす。

　道を踏み外してしまった親友を止めなくてはならない。

　他の誰でもない自分自身の手で、彼女の物語をちゃんと終わらせる。それが彼女の人生を狂わせてしまった自分に課せられた使命。

　決意を胸に、巴は夜やは己の手で幕を下ろすため、戦場へと歩き始める。




　それは何度目の激突だっただろうか。

　正確な数は本人たちにもわからない。とにかく数えきれないほどの剣けん戟げきの果てに、二人は数十メートル近く吹き飛んだ。

「はー……はー……」

　不規則な呼吸を繰り返しながら、二人は何とか立ち上がる。

　互いに限界なのは明らか。文字通り死力を尽くした激闘に、身体からだは痛みも疲労も感じなくなっている。

　言うまでもなく二人にはわかっていた───次が、最後になると。

　交わす言葉はない。

　語る時間はとうに終おえた。彼らにできるのは、この戦いに一つの結末を迎えさせることだけ。

　カタンと、何かが揺れる音がした。

「「──────ッッッ!!」」

　それが合図となり、白と黒、二つの閃せん光こうが同時に薙なぎ払はらわれた。

　野太刀の一撃は青あお子この身体を袈け裟さに斬きり裂き、大おお鎌がまの一撃は大たい河がの腹を抉えぐり抜く。

　耐久限界を超えた互いの武器は刀身からへし折れ、地に転がる。

　すり抜けたまま数秒静止する二人。

「…………く、そ」

　倒れたのは───天てん陵りよう大河。

　太刀を振り抜いた体勢から力を失ったように倒れこみ、そのまま動かなくなる。

　まだかろうじて意識は残っているらしく、足あ掻がくように指先がわずかに動く。しかし、それだけ。立ち上がるどころか身体を起こすこともできない。

　己が打ち倒した敵を見下ろし、青子は薄く笑う。

「……残念、だったね」

　攻撃力も速度も全て拮きつ抗こうしていた。互いに万全の状態での一対一なら、戦闘経験の差で大河が勝っていただろう。

　勝敗を分けたのは、蓄積されていたダメージ。

　最初から己の身で戦っていた大河と、手て駒ごまを使って一度相手を追い詰めた青子との差。

〈精神構造合成終了。論理爆弾《インドラ》生成シークエンス全工程完了〉

　無機質なアナウンスに上空を見上げれば、一万の精神構造を吸収した巨星が日輪のごとき眩まばゆい光を放っている。あとは一言「落ちろ」と言うだけで、この世界は塵ちり一つ残さず消し飛ぶ。

「これで、終わり───…………だ……？」

　目的を果たすために指を鳴らそうとした、そのとき。トン、と背中に何かが当たった。

　胸のあたりに嫌な感覚が奔はしり、四肢から力が抜けていく。おそるおそる視線を下ろせば、先ほどへし折った野太刀の刀身が、青あお子この左胸を深々と貫いていた。

「……ごめんね青子。アンタの目的は、叶かなえさせてあげられない」

「は……や……」

　背後から自分を貫いた親友の名を呟つぶやくと、穴のあいた左胸から寒気が流れこんでくる。冷たい感覚はゆっくりと全身に広がっていき、感覚という感覚が消えていく。

（死、ぬ……の……？）

　体温が、生命の温かさが失われる。

　自分の呼吸の音が妙にはっきりと聞こえ、少しずつ小さく、浅くなっていく。

「い……や……だ……」

　───もう一度、あの場所に戻るのか。

　何の光もささない、あの冷たくて真っ暗な場所に、たった一人で行けと言うのか。

　まだ何も為なしていない。

　こんなくだらない結末しかないのなら、いったい何のために親友を裏切ってまで醜く生にしがみついたのか。

　今ここで死んだら、阿あ菫すみ青子という少女の人生は、

　虚むなしいだけで───

　何の価値も、ない───。




「いやだ……そんなのいやだああああああああああああああああああああぁぁっっっ!!!」




　叫ぶ。

　全部壊れてしまえとありったけの呪じゆ詛そを込めて、阿菫青子は絶叫する。

　制御を失った感情が体内に寄生させていた大量の《ザイゴート》と共に溢あふれだし、空に浮かぶ破滅の星がゆっくりと落ち始める。固定化する術すべを失った黒騎士は黒い濁流と化し、巴は夜やを呑のみ込んで下へと流れ落ちていった。

「巴夜……っ。ぐ……が、あああああああああああああああッッッ!!」

　その瞬間を見ていた大たい河がは「動け」と命じるように雄叫おたけびをあげると、汚濁の中へと飛び込んだ。身体からだに纏まとわりつく闇やみを必死に掻かき分わけ、力の抜けた腕を掴つかんで引き寄せると濁流から抜け出す。

「げほっ……ごほっ……巴夜！　おい、しっかりしろ！」

「…………た、いが？」

　ぐったりした巴夜の頬ほおをぺちぺちと叩たたき続けると、四回目でようやく反応が返ってる。

　呆ほうけたように大河を見つめ返す巴夜だが、すぐに事態を把握。慌てて起き上がろうとするも、身体が言うことを聞かないのか、ふらついてしまう。

「アイツは、青あお子こは……？」

「上だ。流されて十階くらい落とされちまった」

　見上げれば、青子のいた最上階は遠い。しかも、それだけではない。

　建物を押し潰つぶすように論理爆弾《インドラ》がゆっくりと、確実に落ちてきていた。

　壁や部屋などは触れた瞬間に分散データとなって消滅していき、滅びの巨星はそれらを吸収してさらに巨大化していく。

「あれが一番下まで落ちたらゲームオーバー。俺おれたちは全員お陀だ仏ぶつだ。まいったね」

「悠長なこと言ってる場合じゃないでしょ！　発動しちゃった以上、青子を破壊しても《インドラ》は止まらない！　早くどうにかしないと───っ」

「ああ、そうだな。だから俺が何とかする。お前はさっさと上に戻れ」

「え……？」

「───今度こそ、ちゃんと終おわらせてやれ。アイツの物語を」

　それはお前だけの役目だと、大たい河がは真まっ直すぐ巴は夜やを見据える。

　巴夜はその瞳を見つめ返し、小さく頷うなずく。

「そっちは任せたわ」

「任された」

　それだけで充分だった。

　巴夜はしっかり両足に力を入れると、階段を駆け上がっていく。大河は少しずつ遠くなる彼女の背中を見送ったのち、中央テラスから飛び下りた。

「よっ、と……」

　壁を蹴けって勢いを殺し、無事に一階エントランスに到着する。

　ほとんど衝撃のない柔らかい着地だったが、とうに限界を超えた身体からだ。四肢を動かすだけで意識がとびかけ、全身が軋きしんで悲鳴をあげる。

「さて、と。任せろと言ったものの……どーしたもんかね……」

　次第に迫ってくる巨大な光球を見上げ、呟つぶやく。

　あってどうにかなるものではないが、《天剣》は壊れてしまった。巴夜を行かせるしかなかったとはいえ、大河一人ではどうしようもない。

　それでも何とかしようと身一つで突っ込もうとした、そのときだった。

〈───兄！　無事ですか！〉

　ウィンドウが開くと同時に、冬ふゆ姫きの声が聞こえてきた。

「冬姫！　よかった、無事だったか！」

〈るっちゃんとしーちゃんのおかげで何とか事無きを得ました。兄のほうは……かなり危険な状況のようですね〉

「涙るいと紫し緒お？　二人とも来てるのか？」

〈ええ、今一緒にサーバールームにいます。それより、今から防壁を解除します。すぐにログアウトしてください！〉

　こちらの状況を理解しているのか、冬ふゆ姫きの目が落ちてくる《インドラ》に向けられる。その表情から察するに、本当にヤバい状況なのだろう。だが───。

「……駄目だ。それはできない」

　今ここで一人、逃げ出すわけにはいかない。

　信じられない言葉に、冬姫が血相を変えて叫ぶ。

〈兄、何を言っているんですか!?　あれの恐ろしさがわからないんですか!?〉

「一応、理解してるつもりだ」

〈だったら───ッ〉

「……約束したんだよ。俺おれが何とかしてやる、って」

　約束の相手はもういない。それでも───小さな少女はその約束を胸に、安あん堵どして消えていった。

　だから、それだけはできない。逃げてしまえば、彼女の信頼を裏切ることになる。

　揺るぎない覚悟を秘めた瞳に、冬姫は泣きそうな笑みを浮かべてため息をつく。

〈……はぁ。本当に、つくづく世話の焼ける人ですね。放ほうっておいて逃げればいいのに〉

「悪いな」

〈でも……そんな兄だから、好きになったんです〉

　目め尻じりを拭ぬぐった彼女の瞳には、決意の光が宿っていた。

　冬姫が手を振ると、大たい河がの横に破壊されたはずの攻性プログラム《天剣》が出現する。

〈妹がバックアップします。兄は真まっ直すぐ論理爆弾あれに突っ込んで、中心にある核をぶった斬きってください。それで終おわりです〉

「わかった」

　理由や原理なんて聞く必要はない。

　彼女が後押しすると言った。ならば、あとは信じて駆けるだけ。

「───行ってくる！」

　大河は野太刀を引き抜くと弾みをつけて跳躍、輝く巨星の中に突っ込んでいった。





　　　　　　　◆　◆　◆






「るっちゃん、サーバーの全演算能力を妹のほうに回してください！　しーちゃんは各構造体との接続遮断をお願いします！」

「わかった！」

「りょ、了解！」

　切きり燈とう本社のサーバールームで、冬姫が次々に指示を出していく。

　凄すさまじい勢いで操作盤コンソールを操作する冬姫はメインサーバーの演算領域全てを集約させ、大河の持つ攻性プログラム《天剣》に直接つなぎ合わせる。

　論理爆弾とは、演算しきれない情報量をぶつけることでエラーを引き起こすプログラム。逆をいえば、情報を全て処理しきればエラーは起こらない。

　冬ふゆ姫きのとった方法は至って単純。切きり燈とうのメインサーバー、その全ての処理能力を《天剣》に集め、核を破壊した瞬間に情報を力ちから尽ずくで処理する。

「二人とも、ありがとうございました。あとは妹に任せてください」

　涙るいと紫し緒おにそう言ったあとも、冬姫はひたすら操作盤を叩たたき続ける。おそらく彼女にしかできない作業ばかりなのだろう。

「…………」

　紫緒は冬姫の背中を静かに見つめる。その背中が、遠く見えて仕方なかった。

「すごいよねー。冬姫。涙さんたちじゃ絶対にあんなことできないよ」

　気がつくと、涙が隣に立っていた。紫緒は何も答えず、ただ黙って一人作業を続ける冬姫を見続ける。

「悔しいよね。大たい河がと冬姫が頑張ってるのに、何もできないなんて」

「……涙ちゃんも、そうなの？」

「そうだね。冬姫が特別なのはわかってるけど、やっぱり悔しいものは悔しいよ」

　涙の言葉は、紫緒の心を見透かしているようだった。

　才能が違うのはわかっている。それでも、何もできない自分に歯は痒がゆさを感じてしまう。

「……でもね。涙さんは、これでいいと思ってるんだ」

「え……？」

「大河も冬姫も、涙さんとは生きてきた世界が違う。でも……あの二人が本当にいたいと思ってるのは、普通すぎるほどに普通な、この場所だから」

　だから、自分はこのままでいい。

　全てが終おわったあとに、笑って迎えてあげる───それだけで、いいんだ。

「…………」

　紫緒は静かに目を閉じる。

　何となく───自分の進むべき道が、見えた気がした。





　　　　　　　◆　◆　◆






「は……っ！　は……っ！」

　階段を駆け上がる。

　両足はとうに限界、何度も躓つまずいて倒れた。それでも巴は夜やは立ち上がり、最上階への道をひたすら駆け抜ける。

　胸の内を占めるのは、濁流に呑のまれる前に見た青あお子この表情。

　消滅への、死への恐怖に脅おびえる親友の、弱くて脆もろい素顔。

（……一年前も、アタシの知らないところであんな顔をしてたの？）

　怖くて、苦しくて、心が押し潰つぶされそうで、どうにもならない感情を自分の中に押し込めた。少しずつ流れ落ちていく命の残量に脅おびえ、それでも許せない何かがあって、己を殺してまで復ふく讐しゆうを決意した───それは、どれほどの苦悩だったのだろう。

　繰り返さないと、今の青あお子こを一人にしてはいけないという想おもいだけで走り続け、そして───子供のように泣き崩れる彼女を見つけた。

「……ぅ……っ……ぁ……」

「……青子」

　そこにいたのは、たった一人で切きり燈とうを壊滅させた復讐鬼ではなかった。

　死に脅える、か弱くてちっぽけな少女。

　すでに彼女の電子体は耐久限界を超えて崩壊を始めており、全身から光の粒子が絶え間なく零こぼれ落おちている。

　一歩近づく。すると舞い散る粒子から、青子の想いが流れ込んできた。

　───一人で生きていくべきだと思っていた。

　阿あ菫すみ青子という存在は誰だれにも認められず、日の当たらない社会の端で惨めに生きて、ゴミのように死んでいくのだと。

　だけど切燈巴は夜やに出会って光の温かさを、心地よさを知ってしまった。

　昔の彼女ならば一人っきりの孤独にも耐えられた。だが、温かさを知ってしまった心は、より一層寒さを感じてしまう。

　彼女はもう、孤独に耐えきれるほど強くなかった。

（違う……アタシが、青子を弱くした）

　床が崩れ落ちていく。

　建物そのものが傾き、バランスを失ってよろける。それでも巴夜は歩き続け───ふわりと、彼女を優しく抱きしめた。

「は……や……？」

「……ごめんね。気づいてあげられなくて。アタシがアンタを連れ出したのに……守ってあげられなかった」

　才能に溢あふれた彼女を、勝手に強い人間だと思い込んでいた。

　一人でも強く生きていけると勘違いしていた。本当は誰よりも弱くて、誰よりも人とのつながりに飢えていたというのに。

「……怖いよ、巴夜……冷たいのは、もう嫌だよ……」

「うん、わかってる。最後まで一緒にいるよ。それならあったかいでしょ？」

　床が崩れ、巴夜は青子を抱いたまま落ちていく。

　見下ろす先には全てを呑のみ込んで破壊する《インドラ》が輝いている。このままだと二人とも───。

（……まあ、いいかな。そういう結末も悪くない）

　巴夜が目を閉じた直後、空色の輝きがあたりを埋め尽くしていった。

















　　　　　　　◆　◆　◆






　インドラに侵入した大たい河がが光の中で感じたのは、温かさだった。

　張り詰めた心を蕩とろかすように心地よい温度が全身を包みこんで、少しずつ身体からだの感覚を奪っていく。

（これは───ちょっと───まずい、な───）

　痛みなら我慢すればいい。だが、これはダメだ。

　今まで受けた疲労やダメージの隙すき間まから心の内に入り込み、抗あらがうことができない。

　一万人の精神構造、身体を失った魂は「お前の身体を寄よ越こせ」とばかりに大河の電子体を這はいまわり、神経接続を切断する。

　失速していく。

　この温かさに身を委ゆだねろ。楽になれるぞ───何度も何度も囁ささやかれる誘惑に溺おぼれてしまいそうになった、そのとき。




〈───手を伸ばすです。ほら、こっちでやがりますよ〉




　ひどく懐かしい声が、聞こえた気がした。

　手を伸ばす。

　方向も何もわからない白い靄もやの中、声だけを頼りにもがき、彼女に辿たどりついた。

「……イオラ」

〈一週間ぶりでやがりますね、タイガ〉

　片手に収まりそうなほどの小さな身体からだ、透けるような青髪。阿あ菫すみ青あお子こと同じ顔だが、カタコトっぽい変な口調───ＡＩ・アイオライト。

「お前、なんで……青子のやつは消えたって……」

〈消滅する直前で逃げ出したですよ。それより、身体のほうはもう大丈夫でやがりますか？〉

「身体？　そういえば……」

　ふと気づけば、あの心地よい感覚は消え去り、ぼやけていた五感は元に戻っていた。その分、再び痛みや疲労が身体にのしかかってきたが、これならまだ耐えられる。

〈他の精神構造にはどいてもらいましたです。これで少しだけ時間が稼げるです〉

「……いつからここに？」

〈《インドラ》が生成されたとき、妨害するために隙すきを見てマスター・アオコから逃れたです。ＡＩも精神構造には違いないですから。……結局、完成を遅らせる程度しかできなかったですが〉

「そんなことしてたのか」

〈はい。タイガと約束した通り、悪あがきしてたですよ〉

　そう言って、イオラは零こぼれるような笑みを浮かべる。

　大たい河がと交わした約束───彼女は愚直なまでに、それを果たそうとしていたのだ。

「そうか……御苦労さま」

　彼女は信じていたのだろう。きっと大河が止めに来てくれると。それだけを信じて、戦い続けていたんだ。

〈タイガは、核を破壊しに来たですよね？〉

「ああ。この虚むなしい復ふく讐しゆう劇を終おわらせる───そのために来た」

〈なら……何をするかは、わかっていますですね？〉

　こちらを真まっ直すぐ見据えるイオラに、大河は黙って頷うなずく。

　理屈じゃなく本能でわかっていた。ここは論理爆弾の中心、一万の精神構造を一つにつなぎ合わせている起点。そして目の前にいるこの少女こそが───。

「お前が核、なんだな？」

〈───はいです〉

　斬きらなくてはならない、その対象。

〈そんな顔しないでくださいです、タイガ〉

　目を伏せる大河を見て、イオラは小さく笑う。

〈イオラは元々作られた存在、消えたところで誰だれも傷つきませんです。それで多くの命が助かるのなら、それは素晴らしいことでやがりますよ〉

「そんな簡単に割り切れるほど、俺おれは賢くねえよ」

　イオラは大たい河がの瞳を覗のぞきこんで諭すように言葉を紡ぐ。だが、大河がそんな言葉で納得できるはずもない。

　それでも、彼女を破壊する以外に方法がないことだけは、痛いほど理解していた。

　だから、静かに腰を沈めて野太刀の柄つかに手をかける。

〈……ありがとうです〉

「これから自分を破壊しようとしてるやつに礼なんてしなくていい。それより、一つだけ聞かせてくれ」

〈何でやがりますか？〉

「……お前は、阿あ菫すみ青あお子こなのか？」

　どこか確信を持った大河の問いに、イオラは一瞬だけ驚いた表情をする。しかしすぐに柔らかい笑みに変え、彼を見つめ返す。

〈どうして、そう思うですか？〉

「別に明確な根拠があるわけじゃない。ただの勘だよ」

〈……タイガらしいですね〉

　淡い笑みを浮かべ、イオラは静かに答える。

〈……答えはＹＥＳであり、ＮＯです。マスター・アオコは電子幽霊化してイオラの身体からだに潜んでいたとき、復ふく讐しゆうの邪魔になるもの、優しさや思いやりといった感情を捨てましたです。その一部が人工知能に吸収された───イオラは、そう分析していますです〉

「そうか……」

　阿菫青子の中にも巴は夜やを想おもう気持ちは残っていた───そういうことなのだろう。

　ふと下を見れば、薄い靄もやのようなものが少しずつ近づいてきていた。イオラによる妨害も限界が近い。

「……そろそろお別れだ、イオラ」

〈……はい、さよならです〉

　イオラは一歩離れると、身体を差し出すように両手を広げる。大河はゆっくりと体を開き、野太刀の柄に手を当てる。

「……〝奥義〟一式────」

　大河は目を閉じると呼吸を整え、意識を集中させる。

　今から一つの人格を破壊する、一つの生命を葬り去る───その罪を決して忘れないよう、心に刻みこむ。

　全ての力を踏みこむ足、そして野太刀を引き抜く腕に集約させ、一歩踏み出すと同時に神速の刃を抜き放つ!!

「───────《覇は龍りゆう》ッッ!!」

　斬ざん撃げきと共に莫ばく大だいな量の光が溢あふれだし、小さな少女を呑のみ込んでいく。




〈……止めてくれて、ありがとうです。タイガ〉




　それが、全ての終おわりだった。









　　エピローグ　彼女が生きた証






　ふと気がつくと、巴は夜やの意識は覚かく醒せいしていた。

「…………？」

　おぼろげな視界に映るのは、染み一つない真っ白な天井。ピッ、ピッ、という規則正しい電子音と、純白のカーテンがそよ風に揺れる音が鼓膜を震わせる。

「……天国って殺風景なのね」

「寝言は寝て言え。お前がそんな簡単に死ぬような女タマかよ」

　呆あきれたような声に顔を傾けると、いつからいたのだろうか、私服姿の天てん陵りよう大たい河ががパイプ椅い子すに座っていた。頭の上で手を組み、気だるそうに窓の外を眺めている。

「聞かれる前に言っておくぞ。ここは切きり燈とう総合病院ＶＩＰ専用の病室。容体についての説明はいるか？」

「……お願いするわ」

「オーケー。外傷はないものの、精神的ダメージはかなり大きかったらしい。最悪、そのまま一生目覚めない可能性もあったとさ。たった一週間で済んでよかったな」

「一週間……そんなに寝てたのね」

　横になったままウィンドウを開くと、そこに記された日付は確かに「あの日」から一週間が経過していた。

　あの日───巴は夜やは消えゆく青あお子こを抱きしめて、共に論理爆弾インドラに落ちた。

　覚悟を決めていた。彼女と一緒に消える覚悟を。

　でも光の巨星は二人を呑のみ込んだ直後、空色の光で溢あふれていき───そこで彼女の意識は途絶えた。

（てっきりあの世にお呼ばれされたと思ってたんだけど……しぶとく生き延びちゃったか）

　切きり燈とう巴夜は結局、また阿あ菫すみ青子を一人で行かせてしまった。

　それが結末。誰だれも助けられず、誰も救われなかった虚むなしいだけの幕引き。

「さて、と。巴夜、寝起きに気分の良い話じゃないが、少し聞いてくれ」

　そうして大たい河がは、彼女が眠っている間のことを話し始めた。

《インドラ》の材料になっていた一万の精神構造は、その日のうちに元の身体からだに戻った。

　一人の少女による四大企業「切燈」の占拠。これがもし公になれば切燈へのダメージは計り知れない。そこで切燈昂こう夜やを含めた幹部たちは《ジェイル》の弊害で職員たちの記憶が曖あい昧まいなのを良いことに、事件を闇やみに葬った。

　世界は何も変わらず、切燈は四大企業の一角として今日も存在し続けている。

　まるで阿菫青子という少女など、最初から存在しなかったかのように。

「……そう」

　大河から事の顛てん末まつを聞いた巴夜はやりきれない感情を抱え、顔を俯うつむかせる。彼女の表情から心中を察した大河は小さくため息をつく。

「せっかく助かったってのになんて顔してんだよ。もっと喜べ」

「……喜べるわけないでしょ。結局、アタシは青子にもイオラにも何もしてあげられなかった……もっと違うやり方があったかもしれないのに」

　もっと早く切燈昂夜を問いただしていれば、もっと早くイオラの中に青子がいることに気づいていれば、もっと早く《天使》の正体に辿たどりついていれば───そんな後悔ばかりが心を占める。

「……残酷かもしれないが、阿菫青子が幸福になることはなかっただろうよ。アイツの人生は一年前に終おわってたんだ。亡霊に何をしても、過去は変わらない」

　復ふく讐しゆうのために電子幽霊化した時点で、彼女は救われない道に足を踏み入れた。

　あの状況で二人にできたのは力ちから尽ずくで止めることだけ。そして、そうしなければ彼女は最悪の結末を迎えていた。

　大河は端末を開くと、一つのデータを巴夜の前に映し出す。

「これは……？」

「阿菫青子の日記だそうだ。サーバールームで冬ふゆ姫きが見つけた」

　巴夜はパラパラとページをめくっていく。

　日付は彼女が切燈に引き取られた日から自殺する直前まで。彼女の苦悩と憎悪、そして計画の内容が事細かに記されたそれを、ゆっくり時間をかけて読み終おえる。

「青あお子こ……」

「これは俺おれの勝手な想像なんだが……アイツは、誰だれかに止めてほしかったんだと思う。目的を果たすだけなら、この日記を残しておく必要はない。もし見つかれば計画が台無しになっちまうからな」

　そうであったら少しだけ救われるという程度の、都合の良い希望的観測。

　大たい河が自身、それが何の根拠もないことは重々承知している。

「……ええ、アタシもそうだと思う」

　だけど、巴は夜やはその言葉を信じることにした。

　青子は悩んで悩んだ末に復ふく讐しゆうを決意したと、一いち縷るの希望を託して、この日記を残したのだと、彼女は最後まで踏みとどまろうとしたのだと、そう思いたかった。

　無言の時間が流れる。

　何となく居心地の悪い雰囲気が漂い、互いに言葉を失ってから五分が経たとうとしていたときだった。不意に、大河の端末からピコンと小さな電子音が鳴る。

「おっ、ようやくきたか。ナイスタイミングだ、冬ふゆ姫き」

「なによ、妙に嬉うれしそうじゃない。良い知らせでもあったの？」

「ああ。切きり燈とうに隠れて探してたお宝がようやく見つかった、ってさ」

「え……？」

　巴夜が首を傾かしげる中、大河は冬姫から送られてきたプログラムを実行させる。端末に内蔵されている投影機が起動し、病室に少女の姿を映し出す。

　透明感のある整った顔立ちに、青みがかった長い黒髪。

　お伽とぎ話ばなしに生きる妖よう精せいのようにひらひらとした幻想的な衣装に身を包み、阿あ菫すみ青子と瓜うり二ふたつな少女───ＡＩ・アイオライトが、そこにいた。

「……どう、して……？」

「青子が使ってたイオラの素体だ。何とか身体からだだけでも復元できないかと思ってな。冬姫たちに頼んで残ざん骸がいデータを回収、そこからデータを一つ一つ拾い上げてもらった。心のほうはどうにもならなかったけどな」

　論理爆弾《インドラ》に破壊された膨大な残骸データ。その中から電子体の分散データを選別して再構築するという、途方もない作業。だが彼女たち三人は何も言わずに引き受けてくれた。

　巴夜は上体を起こすと、目を閉じたまま微動だにしないアイオライトに手を伸ばす。

　立体映像なので触れることはできない。魂のない抜け殻ゆえに反応もない。

　それでも巴夜は何度も何度も彼女を撫なで、自分の端末から簡易型の仮想人格を取り出すと、彼女に組み込む。

「……起ラ動ン」

　指先でイオラの額ひたいを小突く。
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　すると数枚のウィンドウが展開し、無機質な声が彼女の口から漏れだす。

〈起動コードを確認、仮想人格読み込み開始。五感情報接続……完了。記憶データベース生成……完了。ＡＩ・アイオライトを初期状態で起動します〉

　ゆっくりと双そう眸ぼうが開かれていく。

　最初に出会ったときと同じ、感情を映さない冷たい瞳が巴は夜やを捉とらえ、彼女とはまるで違う事務的な口調で言葉を紡ぐ。

〈初めまして。ＡＩ・プログラムコード《アイオライト》と言います。マスター登録をしたいのですが、貴女あなたが私のマスターでよろしいでしょうか？〉

「初めまして、か……。覚悟してたけど、実際言われるとキツいわね」

「巴夜……」

　新しい仮想人格を入れても記憶が戻るわけではない。青あお子こと一緒に作ったアイオライトが帰ってくるわけじゃない───そんなことはわかっていた。それでも希望を抱いてしまった彼女を、誰だれが弱いと言えるだろうか。

「ごめんね……アタシが臆おく病びようだったせいで、貴女の心まで壊してしまった……本当に、ごめんね……」

　届かない懺ざん悔げを繰り返し、巴夜は静かになみだを流す。アイオライトはそんな彼女を無機質な目でじっと見つめ───。




〈……マスターと一緒にいられて、幸せでした。ありがとうございますです〉




　言うはずのない言葉を、呟つぶやいた。

「え……？」

　巴夜、それに大たい河がも信じられないといった目で彼女を見つめる。

　あり得ない。イオラの仮想人格は完全に消えてしまった。覚えているはずがない。

「ア、アイオライト……今のは……？」

〈……わかりません。何な故ぜでしょうか。マスターのなみだを見ていたら、どうしても伝えなければならないような……そんな気がしました。バグの可能性があります〉

「……バグじゃ、ないわよ」

　本当にわからないのか、ＡＩ・アイオライトは首を傾かしげる。

　巴夜は目め尻じりに溜たまった雫しずくを拭ぬぐうと、彼女の目を見て、祈るように告げる。

「貴女はそれでいい。そのままの貴女でいて」

〈了解しました。マスター〉

　かしこまった様子で頷うなずくと、アイオライトは巴夜の端末へと吸い込まれていく。消えていく残光を見つめながら、巴夜は宣言する。

「大河……アタシ、決めたわ。これから先もずっと、青子と一緒に目指した夢を追い続ける。誰かの友とも達だちになれるＡＩを開発する。何年かかっても、必ず」

「……そうか」

　それはとても困難な道だ。

　それでも彼女は決して諦あきらめないだろう。何の根拠もなく、大たい河がはそう確信していた。いつの日か、必ず成し遂げて───。

「なに他人事みたいに言ってんの？　アンタも一緒にやるのよ」

「は？」

　意味のわからない台詞せりふに、大河は盛大に疑問符を浮かべた。

「とりあえず卒業したら独立するから、大河は社員一号ね。おめでとう、一年の内に内定とれるやつなんて滅めつ多たにいないわよ～」

「待て待て！　話が一気に飛躍したぞ!?」

「あら、良い話だと思うけど？　アンタの成績じゃ電脳企業は無理だし、かといって一般企業に勤めるようなタマでもないでしょ。つーか無理。その点、アタシならアンタを上う手まく使えるわ」

「使えるって、お前な……」

「それにアンタを雇えば冬ふゆ姫きさんや西さい園おん寺じさんも釣れそうだしね。一年の主席と次席が付いてくるのよ？　こんな優良物件、逃すわけないじゃない」

「そっちが本音か！」

　突然の展開に慌てる大河を、巴は夜やは愉快そうに眺める。

　と、何か思いついたのか、意地の悪そうな笑みを浮かべるとサイドデッキに置かれていた万年筆に手を伸ばし、わざと床に落とす。

「あ……ごめん大河、取ってくれる？」

「おいおい、大丈夫かよ。もしかしてまだ本調子じゃ───んむッ!?」

「……ん」

　大河が万年筆を渡そうと顔を上げたときだった。

　いきなり胸倉を掴つかまれてベッドのほうに引っ張り込まれ、唇に信じられないくらい柔らかいものが押しあてられる。

（え、な、ちょ───待て待て!?）

　わけのわからない事態に、大河の思考は一気にオーバーヒートする。

　どうして巴夜の顔がこんな近くにあって、彼女の唇と自分の唇がくっついているのか。

　カシャリ。

「───ッッ!?」

　小さなシャッター音で我に返り、咄とつ嗟さに離れる。

　音の正体は巴夜の端末だったようで、そこにはキスしている少年少女の写真が───。

「よしよし。上う手まく撮れたわね」

「お、お、お、お前何してんだよ!?」

　意味がわからない。いきなりキスしてきたこともだが、それを写真に収める理由はもっとわからない。

　巴は夜やはずいっと写真データを大たい河がに突きつけ、言い放つ。

「取引よ。アンタが首を縦に振らないのなら、この写真を妹さんに見せるわ」

「悪魔か、お前!!?」

　そんなことをすれば冬ふゆ姫きがどんな反応を示すか、想像もしたくない。

　それだけは何としても避けなければ───そんなことを思っているとタイミングが良いのか悪いのか、冬姫から「さっさと降りてこい」と急せかすメールが届く。時計を確認すれば、待ち合わせの時間を数分過ぎていた。

「げっ……悪い巴夜、また来る！　その写真、ちゃんと消去しとけよ！」

「あ───、ちょっと待ちなさい！」

　慌てて飛び出そうとしたところで呼びとめられ、大河は首だけで振り返る。

「……色々とありがとね。ほんとに感謝してる」

　巴夜は照れたように、ほんのり頬ほおを赤らめる。

　その姿はそよ風でたなびく艶つややかな黒髪と相まって、思わず見み惚とれてしまうほど綺き麗れいだった。




　大河が去った病室。

　巴夜はアイオライトが入っている端末をじっと見つめ、やがて意を決して目的の人物に電話をかける。８コールのあと、ようやく相手が出た。

「……こうして話すのは一週間ぶりになりますよね、お父様」

〈何の用だ。私は忙しい。手短に済ませろ〉

　冷たい声に、心が折れそうになる。

　ずっと従ってきた。刃向かうことなど考えもせず、命じられるままに生きてきた。そんな人生は、今ここで、終おわりにする。

　ぎゅっと端末を握りしめる。すると、何だか勇気が湧わいてくる気がした。

「そうですね。まあ一言で言えば───」

　窓の外に広がる空を眺めて、一つの終わりと始まりを告げる。

「───宣戦布告、ですよ」

　彼女たちが抱いた夢の続きを、描くために。





　　　　　　　◆　◆　◆






「あ。大河ーっ！　こっちこっち！」

　心地よい日差しの中、転がるように病棟の外に出る。元気いっぱいの声に顔を上げれば、涙るいがぶんぶんと手を振っていた。その横には冬姫と紫し緒おもいる。

「……随分長かったですね。何をしていたんですか？」

「事後説明とか、まあ色々な」

　大たい河がが適当にはぐらかすと、冬ふゆ姫きが訝いぶかしげな目をしながら自然と腕をからめてくる。涙るいと紫し緒おの視線が組まれた腕に突き刺さり、何となく居心地が悪い。

　誤ご魔ま化かす意味も込めて、三人に同じ話を振る。

「三人とも面倒な仕事を頼んで悪かったな。紫緒も結局一週間以上滞在させちまったし」

「全然構わないよ。おかげで涙ちゃんと一緒にいっぱい家事の練習して、姫ひめちゃんの試験も合格できたから」

「部屋は見つかったのか？」

「まだだけど、絶対にこの街に住むよ。お兄さんや姫ちゃんがいる、この街に」

　彼女の瞳に迷いはない。冬姫は涙が優しく彼女を見つめていることに気づいて、微かすかに首を傾かしげる。

「るっちゃん、なんだか嬉うれしそうですね？」

「そうかな？　……うん、そうなんだろうね」

　涙はそう言って笑うと、大河のもう片方の腕に抱きつく。

　大きな胸がむにゅりと潰つぶれて思わず腕を引こうとする大河だが、涙はしっかりと腕を抱いて離さない。

「ねえねえ大河。涙さん、ご褒美が欲しいかな～」

「ご、ご褒美？」

「うん。今回色々と頑張ったでしょ？　だからいつでもいいからさ、またデートしようよ」

「ちょっと待ってください、るっちゃん。そういうことでしたら一番の功労者である妹が先です！」

　甘えるように身体からだを擦こすりつける涙に、冬姫の眉まゆが急高度でつり上がっていく。張り合うように腕を強く抱きしめる冬姫は、大河にビシッと人差し指を突きつける。

「妹は忘れていませんよ、前に約束したデートもまだですからね。そうだ、二つ合わせて泊まりの小旅行なんていかがですか？」

「むっ、さすがにそれはずるいよっ。紫緒ちゃんはどう思う？」

「え、えっと……ちょっと羨うらやましいかな……」

　わいわいと楽しげに言葉を交わす三人に頬ほおを緩めながら、大河は空を見上げる。

　ずっと目指していた光の世界。

　どうしようもなく憧あこがれて、どれほど罪を重ねても諦あきらめきれなかった場所に、今自分は立っている。

　阿あ菫すみ青あお子このように手を伸ばしても届かない人間がいる中で、必死に掴つかんだ光。

「……頼むぜ神様。こんな日を、ずっと続けさせてくれ」

　小さく祈りを呟つぶやきながら、大河は彼女たちと共に歩き続ける。




　───温かくて心地よい陽ひだまりの中、当たり前の幸せを噛かみ締しめて。





あとがき




　腹黒生徒会長、満を持して主役に！

　ここまで読んでくださった方は（おそらく）お久しぶり、上じよう智ち一かず麻まです。

「仮想領域のエリュシオン」第三巻、いかがだったでしょうか。

　今作は電脳世界に愛され、天賦の才能を持って生まれた少女と、一巻から登場していながら微妙に本筋とは関わってこなかった切きり燈とう巴は夜やの物語でした。

　……あ、いつもの通り、ここから先はがっつりネタバレを含みます。本編を読んでいない方はご注意を。

　新キャラの阿あ菫すみ青あお子こ（といっても実は一巻から出ていたわけですが）は「仮想領域のエリュシオン」という物語の中核を為なす存在です。冬ふゆ姫きを上回るほどの才能を持ち、それゆえに使い潰つぶされた少女───第一巻から始まった彼女の復ふく讐しゆう劇も、大たい河がと巴夜の活躍によって一つの終わりを迎えることができたわけです。青子の心には優しさも残っていた───それは最後のイオラとの一幕に集約されています。

　今作は恋愛面でも大きな変化がありました。

　直接的なアプローチで「兄妹」という関係の上で自分の想おもいを伝えた冬姫。心安らぐ場所であろうとする涙るい。そして、そんな涙を見て自分の気持ちを再確認した紫し緒お。

　ちなみにその紫緒、作者の想像ではかなり変態チックな女の子です。親友の想い人を陰で誘惑することに興奮してしまう───マッサージのシーンではその片鱗を見せましたね。実は匂いフェチという裏設定もあります。

　そして涙ちゃんは母性溢あふれまくり＋胸が凄すごい。最初に口絵の水着姿を見たとき、「何これ！　零こぼれ落おちそうじゃないですか！」と五分くらい凝視してしまいました（今でも時たま見ています）。膝ひざ枕まくらシーンはお気に入りの一つです。涙ちゃんマジ正妻。

　冬姫については改めて言う必要もないでしょう。官能的でいじらしく、最高に可愛かわいい妹でした！

　謝辞です。

　素晴らしいイラストを描いてくださったｎａｕｒｉｂｏｎ先生や編集の武たけ石いし様、装丁様、編集長、校正様ほか、様々な人のおかげで、無事にこの本を出すことができました。ありがとうございます。そして何よりもこの本を手にとってくださった読者の方々、感謝してもしきれません。

　大河たちの物語はこれで一つの結末を迎えます。これから先も、彼と彼女たちは光に溢れた道を歩んでいくことでしょう。

　それでは縁がありましたら、別の物語でお会いしましょう。

　またの機会に。
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